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エピローグ





　レインが聖徒会寮の食堂に入っていくと、そこにはスピカの姿があった。スピカはもはや寮監の仕事を完全に放棄し、もりもりと朝ごはんを口につめこんでいる。頬ほおがリスのようにぷくぷくに膨らんでいた。

「アヴリルさんの食事は激うまなのです！」

「ありがとうございます」

　スピカの賛辞に、アヴリルが三つ編みを揺らして丁寧に頭をさげた。

　レインも席について、アヴリルのつくったマフィンを頬張る。

「ほんとだ。うまい」

「よかったです」

　アヴリルは柔らかく笑った。

「でも、レイくん。スピカの料理が食べたくなったらいつでもつくるのですよ？」

「いや、べつにいい」

「遠慮しなくていいのですよ？」

「いや、べつにいい」

　レインは、ぐるりとあたりを見まわす。

「ところでリリアは？」

　食堂にはリリアの姿が見当たらなかった。まだ部屋にいるのだろうか？　律儀なリリアが寝坊とは考えにくいのだが。

「リリアさんは、用事があるとかで、先に学院へ向かわれました」

　アヴリルが答える。

「……そうか」




　──そのころ。




「……くっ……ぅ」

　リリアは一人、立ち入り禁止区域の森の中にいた。

　誰だれにも見られるわけにはいかなかったからだ。

　生い茂る木々が朝日を遮っているせいで、そこは薄暗く、いくらか肌寒い。

　けれど、リリアの額には大量の玉の汗が浮かんでいる。

「……う、く」

　噛かみしめた歯の隙すき間まから荒い息を漏らし、木の幹に手をかける。からだが熱い。足が思うように前にでない。全身が激痛で満たされている。

　正体不明の黒ずくめの少女──嘘泣き姫レデイ・ジヨーカーがリリアの指輪に手を伸ばした際に、レインの言うところの魔法無効化魔法を発動させてから、なにかが狂いはじめていた……。

　ついに立っていられなくなり、リリアはその場で膝ひざをつく。

　くしゃり、と湿った落ち葉が音を立てた。

「……レ……イン」

　呟つぶやく。けれど、彼に知られてはいけない。

　だからこそ、リリアは一人この場所へやってきたのだ。

　誰かに弱みを見せることなんてできない。こんなことなんでもない。なんでもない。

　リリアは寒さに耐えるように強く自分の肩を抱いた。

「う……く、ぅ、ああああああああああああああああああああああっ！」

　リリアは絶叫した。




　背中から──一対の翼が生みだされる。














第一章　女王陛下万歳






　広大な敷地面積を誇るグライムス学院には四つの校舎が並んでいる。その中で最も古くに建設された、石づくりの建物が北校舎だ。

　魔法認定〈ＬＥＶＥＬ０クークス〉のレインが所属する特別学級Ｌクラスの教室はその四階にあった。階段状につくられている教室は、本来は講演会や発表会などをおこなうための、最大収容人数が二五〇人という大規模教室である。

　だが、どういうことなのだろうか……。

「どうして、誰だれもいないんだ？」

　すでに授業開始の時間であるというのに、そこにはレイン一人だけしかいなかった。

　同じくＬクラスであるはずのリリアの姿もなければ、担当教官であるアイリーン・ダリアの姿もない。まあ、アイリーンは不良教師なので不思議ではないか。

　レインは席を立ち、窓際に立つ。

　いい天気だった。白い雲が形をかえながら、ゆっくりと流れていく。朝早くにリリアは寮をでたはずだ。用事があるとのことだったが、なにをしているのだろうか。レインは聞かされていない。考えるともなく空を見つめていると、コツコツという足音が廊下の向こうから聞こえてきた。次いで鉄の扉が開かれる音が教室の中に重々しく響く。

　アイリーンが姿を現した。きれいな黒髪をおだんご状にまとめていて、ぴったりとした軍用スーツを着こんでいる。そのくせ、妙にヒールの高い靴をあわせていた。

　アイリーンはレインを見て、眉まゆ根ねを寄せる。

「なんだ、おまえ一人かよ。転入生はどうした？」

「さあ？」

　レインは肩をすくめてみせた。ひょっとしたらアイリーンと一緒なのではないかとも思っていたのだが、彼女の口ぶりからするとそういうわけでもないらしい。

　いや、これはただの演技なのかもしれない。リリアとアイリーンがなんらかの協力関係にあるとレインは推測している。その協力関係を公にしないために、二人は学院の中では努めて他人のフリをしているのではないか。

　レインは席に戻ろうとした。

「いや、席につく必要はない」

　アイリーンがスーツのポケットから巻まき煙草たばこをとりだしながら言った。

「教室は禁煙です」

「知っている。それがどうした？」

「言ってみただけです」

「そうか。そうだと思った」

　アイリーンは指先に魔法で火炎を生みだし、煙草に火をつける。うまそうに毒の煙を吸いこみ、ゆっくりと吐きだした。それが実に様になっている。

「喜べ、今日は休講だ」

「どうせ、誤報なんでしょう？」

「いいや、休講だ。授業はなし。わたしは帰って、シャワーを浴び、腕によりをかけて料理をつくり、一人で食べる」

「先生なら男なんていくらでもゲットできるでしょうに」

　実際、学院内にはアイリーンのファンがけっこういる。容姿もさることながら、『俺様』な人格にも少なからぬファンがいるのだ。男女ともに。

「あいにく今は募集していないんだ」

「それは残念。立候補しようかと思っていたんですがね」

「はっ、ガキが生意気言いやがって。一〇年後に出直せ」

　アイリーンは煙草を横にくわえて、目を細めた。

「授業はないが、おまえはこれから理事長室にいってこい」

「理事長室に？　どうしてまた？」

「理事長殿がお呼びだからだ」

　なんの理由で呼ばれているのかを知りたいのだが、アイリーンはそれには答えてくれなかった。

　真っ先に思い浮かぶのは先日の結婚式の件についてだった。

　ウィルフレッド・エヴァン・フィッシュボーンとアヴリル・ブラッドベリの結婚式はこのグライムス学院でおこなわれた。おこなわれる予定だった、というべきか。

　結果的に結婚式は中止となり、婚約そのものが破棄された。

　蒼の谷ロツドストンにあるフィッシュボーン伯爵邸は押収され、発見された遺体の調査が進められている。伯爵家に仕えていた使用人らの遺体である。

　また、ウィルフレッド自身がおよそ一年前に亡くなっていたことも判明している。

　レインたちの前に現れたのは彼の遺体を利用した機械人形オートマタだったのだ。

　ここで、一つの疑問が生じる。

　いったい、誰だれがウィルフレッドの遺体を機械人形オートマタへと改造したのだろうか？

　あの、嘘泣き姫レデイ・ジヨーカーなのか……？

　ブラッドベリ家は関与を否定しているそうだ。それどころか、《無心論者マツドヴエイン》こと、ヒルダ・ブラッドベリまでもが殺害されていたと判明し、犯人の捜索に協力しているという話であった。レインもすでにダイロン市警に事情聴取をされていた。今回は理事長自ら、レインに事件のことを確認しようとしているのかもしれない。

　あるいは、今度こそ退学処分だろうか。その可能性も十分に考えられた。ただ、それならば、わざわざ理事長と対面する必要はない。アイリーンがレインに伝えるだけでもよいし、書面で通達すれば済むことだ。最後は掲示板に退学処分の旨が貼はりだされてそれでおしまい。ということは、やはりなんらかの聞きとり調査だろうか。

「わかりました。今から理事長室にいけばいいわけですね？」

「そうだと言っている。くりかえさせるな」

「失礼しました」

　レインはもう一度肩をすくめてから、出口へと歩を進めた。だが、取っ手に手をかける直前に、向こうから扉が開かれる。

「ぁ」

　その人物は紅玉ルビーの瞳ひとみでレインを見あげて、小さく声をあげた。

　リリアだ。

　レインとぶつかりそうになって、美しい豊かな赤毛がふわりと揺れる。リリアはレインをよけようとしたのか、からだを右へ流した。けれど、リリアはそこで足をつまずかせてしまう。いつもは凛り々りしい彼女の眉まゆが一瞬、歪ゆがんだのがレインにはわかった。とっさにリリアの細い腰に腕を伸ばす。そうやって彼女を支えた。

「だいじょうぶ？」

　レインは腕の中にいるリリアの顔を覗のぞきこむ。

　瞬間、

「ぎゃあああああああああっ！」

　リリアの平手がレインの頬ほおに飛んできた。バチン、という音とともに、一瞬意識が飛びかける。今度はレインが立っていられなくなって、その場にへたりこんだ。

「ご、ごめん、レイン！　その、びっくりして、つい」

　リリアはわたわたと弁解する。

「……あ、あんまりだ」

「だって、その、顔近かったし、えっと、へ、変なとこ触ってたし……」

「変なとこって……腰に手をまわしただけじゃないか」

「乙女の腰に気安く触れちゃダメなの！」

「はいはい、そうですね」

「ああ、でも、その……ほんとにごめんっ！」

　リリアは顔の前でぺたんと手をあわせた。

　それを眺めながら、ふとレインはなにかしらの違和感を覚えた。

　キレイな赤毛と、紅玉ルビーの瞳ひとみ、胸のパッチポケットに学院章エンブレムの入った上着ジヤケツトをきっちりと着こんでいる。ブラウスの襟を飾るリボンタイ、プリーツスカート、ひざまであるブーツ。そのブーツに土が飛んでいる……。

「なに、ラブコメしてやがる？　イチャイチャするならよそでやれや」

　背後から仏頂面のアイリーンが顔をだした。

「お、おはようございます」

　リリアが素早く頭をさげる。長い髪が上着ジヤケツトの肩から滑り落ちた。

「遅刻をしてしまい、すいま──」

「んなことは、どうでもいい」

　アイリーンはリリアの言葉を遮った。ぷかりと煙を吐きだし、短くなった煙草たばこを指に挟んだまま、ぶんぶんと左右にふる。

「それより、二人とも今すぐに理事長室へいってこい」

「理事長室……ですか？」

　リリアは首を傾かしげ、こちらへ紅玉ルビーの目を向けた。

「理事長さまがお呼びだとさ」

　レインは叩たたかれた頬を押さえながら立ちあがる。




　魔法界の最高学府と言われているグライムス学院では、一般的なパブリックスクールよりも聖徒による自治が重んじられている。教師らは知識を提供し、聖徒を導きはするが、「かくあるべし」と押しつけることはしない。そのため、聖徒たちは自ら決め、実践しなければならなかった。

　そのような方針のもと、学院の創設者であるグライムスは聖徒たちの調停機関として聖徒会執行部を発足させた。

　聖徒会の役員には破格の待遇が用意される。授業料の免除にくわえ、学食の無料利用が許され、さらには特別寮での生活まで保障される。また、聖徒会長にかぎり、就任から任期満了の二年間、その職をまっとうした者には、どのような願いごとでも、必ず一つだけ叶かなえる魔導具《聖者の歯車ロードギア》が授けられるとした。

　公式戦挙により現職の会長を破った者は、在学していた長さに関係なく、その時点で次の会長の資格を獲得し、学院聖徒の承認をもって就任する。そうすると、現在では戦挙管理委員会が保護している石板モノリスに名前が刻まれ、聖徒会長は回廊魔法にかけられることとなる。聖徒会長は学院の敷地から一歩もでることができなくなるのだ。聖徒会執行部の特別寮は学院の敷地外にあるため、会長だけはそこでの生活が許されていないということでもある。大勢の挑戦者と戦い、最後まで会長の座を守りとおせれば、《聖者の歯車ロードギア》が授与される。

　そんなグライムス学院だが、理事会がないわけではないし、理事長がいないわけでもない。グライムス学院は名門校だ。戦場にて前線に赴く優秀な魔導師の育成とは過去の話、現在では大勢の貴族のご子息ご令嬢が受験する。

　となれば、多額の寄付金、入学金が流れこんでくるというのも道理である。

　いつの世も金の亡者はあとを絶たない。

　現理事長であるサー・スタンリー・ザクセン・ブラックウッドもその一人だ。




　レインはこれまでに三度、ブラックウッドを見たことがあった。入学式と、ウィルフレッドが学院にやってきたあの日、それから結婚式の当日、その三度だ。ブラックウッドが学院にいることは珍しいと言える。

　理事長室の前で立ちどまり、木製の扉を叩たたくと、ややあって中から扉が開いた。

　顔を覗のぞかせたのは長身の女性だった。ブラックウッドの秘書だろう。髪の右半分が金髪ブロンドで、左半分が黒色だった。まん中できちんとわけられ、うしろで結わえている。きっちりしたグレーのスーツを着こんでおり、メガネをかけていた。

「レイン・レッドハートとリリア・マリアス・バラード？」

　彼女の問いかけにレインは頷うなずいてみせた。

「そうです」

「お入りなさい」

　ブラックウッドの秘書が中にレインたちを招き入れる。

　理事長室に入るのははじめてのことだった。硝子ガラス製のテーブルを囲むように革張りのソファがあり、そこに三人の人間が腰かけていた。

　一人はブラックウッドだ。代々、貴族院に名を連ねる名士である。背は高くないが、からだつきはガッチリしている。ロマンスグレーの髪をうしろへ撫なでつけていた。

　もう一人はイヴリンだった。いつもどおり、だらしのない格好をしている。短いスカートを気にする様子もなくソファの上であぐらをかき、白銀の長い髪は床まで垂れていた。今朝、レインが偽造した始末書を提出し、お咎とがめなしとなったのだろう。

　レインとリリアが入室すると、「よっ」と手をあげた。

　レインも「よっ」と手をあげかえす。

　それからもう一人──この人物には見覚えがない。

　なんとも冴さえない風ふう貌ぼうの気弱そうな男だった。すっきりしてはいるが地味な上着ジヤケツトに、シワはないけれどこれまた地味なシャツ、清潔ではあるもののやはり地味な印象のズボンを穿はいている。総じて地味だ。暗い色の髪は長く伸ばされ、やけに分厚いメガネをかけていた。そのせいで、こちらからは目が見えない。年齢はレインよりも少しばかり上だろうか。左手の人差し指に赤い宝石のついた指輪をしている。ずいぶん古いもののようで、やはり地味な印象は拭ぬぐえない。

　レインは隣のリリアに目を向けた。「誰だれだか知ってる？」という意味をこめて。

　リリアは首を横にふった。彼女も面識はないらしい。

「二人ともかけたまえ」

　ブラックウッド理事長が低い声で言い、レインとリリアはイヴリンの隣に腰かけた。レインはイヴリンにも目配せをしたが、イヴリンは大きなあくびをしているところで、レインのことなんて見ていなかった。

　メガネの男はレインたちへ顔を向けている。目線がよくわからないが、緩んだ口もとから微笑ほほえんでいるらしいとわかった。

「きみたち聖徒会執行部を呼んだのはほかでもない」

　ブラックウッドが口を開く。

「ダーリントンくんがきみらに面会を求めたからだ」

　メガネの男が立ちあがり、手を伸ばしてきた。

「ギルバート・ダーリントンです。どうぞ、よろしく」

　代表としてレインが握手をした。

「レイン・レッドハートです。執行部の中では書記を担当しています。それから、こちらはリリア・マリアス・バラード、会計です」

　リリアも優雅に手を伸ばしてダーリントンと握手をかわした。

「そして、この無礼者がイヴリン・ブラッドベリ、聖徒会長です」

　ギルバートはイヴリンにも手を差しだしたが、イヴリンは「あいさつならさっき済ませた」と言って、握手を拒否する。ギルバートはイヴリンのふるまいにも笑みを崩さなかった。できたひとだ、とレインは感心した。

　ブラックウッドのほうは、礼を失しているイヴリンに対していい印象を持っていないのがまるわかりだった。大した人物ではない。理事長室にいること自体がまれなくせに、左右の壁には勲章や賞状などが、ごてごてと飾られている。虚栄心のかたまりなのだ。ゆえに、無礼な態度はがまんがならない。

「それで、ダーリントンさんはなぜぼくらに会いにきたのでしょう？」

　ブラックウッドがレインに退学を勧告するために呼びつけたわけではなさそうだ。

「気軽にギルと呼んでください」

「──はあ」

「わたしは単なる使者です。あなたたちに招待状を届けにきました」

「招待状、ですか」

「ええ」

　ギルバートは上着ジヤケツトの内側に手を入れた。最初は左に。つづいて右に。「あれ、おかしいな、どこやったっけ」などと呟つぶやきながらあちこちのポケットをまさぐっている。なんだか頼りないひとでもある。

「ああ、ここだ、ここだ。なくさないようにと、下着の中に入れておいたんだった」

　ギルバートが招待状なるものをレインたちに差しだす。

　レインもリリアもイヴリンも誰だれ一人として受けとろうとはしなかった。イヴリンなどはくちびるをひん曲げている。さすがのリリアも絶句していた。

「あ、今のは冗談ですよ？　ちゃんとカバンの中にしまってきましたからきれいです。いやあ、笑ってもらえると思ったんですけどねえ、あはははは」

　とりあえず理事長室の中で笑っているのはギルバートだけだった。

　ブラックウッドもくすりともしない。もちろん、彼の秘書も。

　イヴリンがつんつんとレインの脇わき腹ばらをつついてくる。

「こいつ、なんなんだ？」

「ぼくが知るわけない」

　レインは小さな声で答えた。

「ささ、どうぞ、お受けとりください」

　ギルバートが招待状を差しだしてくる。リリアもイヴリンもレインを見ている。どうやら受けとるのはレインの仕事らしい。仕方なく手を伸ばす。本当に下着の中に入れていたわけでもないだろうし。

　意外にも招待状は上質な封筒の中におさめられていた。レインは裏返しにして、封をしているロウに刻まれた紋章エンブレムを確認する。

　とたんに、レインは絶句した。

「ん？　どうかしたか？」

　イヴリンが横から覗のぞきこんできて、やはり同じように言葉を失った。

「え、なに、どうしたのよ？」

　リリアも少し身を乗りだしてきて、それを確認した。

「えっ!?」

　一度大きな声をあげ、それきり口を閉ざす。目を大きく開いて、レインを見あげた。

「……これは、ブリトニア王室の紋章エンブレムだ」

　呟つぶやき、レインは目の前でにこやかな笑みを浮かべているギルバートに視線を移す。

「……あの、あなたは女王陛下の命を受けてここに？」

「あれ、最初に言いませんでした？　わたしは女王陛下の家庭教師なんですよ」

　聞いてないよ、とレインは内心で呟く。

「で、それはクイーンからの招待状です」

　ギルバートは、いささか雑な仕草で「それ」と招待状を指さした。レインは今一度、招待状に目を落とす。招待状には香がたきしめられているのか、かすかに甘い香りがした。

「先日、グライムス学院でおこなわれるはずだったウィルフレッド伯爵とアヴリル嬢の結婚式におけるあなたがた聖徒会執行部の活躍はクイーンのお耳にまで届いているんです。それで、ぜひともあなたがたをねぎらいたいと、クイーンは申しております」

　ギルバートは言った。

「明日の午後、どうぞ宮殿までお越しください」





　　　　†






　アイリーンが言ったとおり、本当に休講だった。レインたちは残っている時間をたまっている書類整理に充てた。例によって、イヴリンはソファで寝転がり漫画カートウーンを読んでいただけだったが。

　途中で昼食の休憩を挟んだ。そのときだけ図書館で働いていたアヴリルとも合流した。アヴリルとわかれたあとも夕方まで作業をつづけた。区切りのいいところまで終えてから、レインとリリアはイヴリンを聖徒会室に残す形で、聖徒会の寮へ帰ることにした。

「あとで夕飯を持ってくる」

「ああ、待っている」

　イヴリンはレインのほうを見ずに答えた。

　校舎をでて、聖徒会執行部特別寮へとつづく道をレインとリリアは並んで歩く。

　今日一日の中で、二人きりになるのはこのときがはじめてだった。

「なあ、リリア。ちょっと訊きいてもいいかな？」

　レインは隣を歩くリリアに視線をやった。

「なに？」

　豊かな赤毛がさらりと揺れる。紅玉ルビーの瞳ひとみがレインをとらえていた。

「なにか問題でもあったのか？」

「……問題って、なんのこと？」

　とぼけるようにリリアは言った。

「こっちが訊いてるんだけどな」

　レインはくしゃりとダークブラウンの髪をかきあげる。

「きみの様子が、少しおかしいんじゃないかと思ったんだ」

「わたしの様子が？　べつに普通よ。いつもどおりだわ」

　リリアの返事は心なしか早口だった。レインから視線をはずし、まっすぐ前を見る。

「今朝、教室に遅れてきただろ？　なにかあったんじゃないのか？」

「なにもないわよ。少し用事があっただけ」

「なんの用事？」

「あなたに答えなければいけない義務はないと思うけど？」

「ぼくもそう思う」

　レインは苦笑する。二人は無言になった。少ししてレインがまた口を開く。

「今朝、遅れてきたリリアとぶつかりそうになったとき、きみは転びそうになっただろ？　ぼくはきみを抱きとめた。そのあと、理不尽にも殴られて──」

「む、蒸しかえさないでよ！　ごめんって言ったじゃない！」

「いや、まあ、それはいいんだ。それより、あのとき、少し気になったことがあった」

「……なによ？」

「きみのブーツに土がついていた。スカートにも少し泥がはねたような形跡があった。つまり、きみは土のつくような場所にいたんだ。けれど、ブーツやスカートには土の汚れがあったのに、上着ジヤケツトにはなかった。というか、その上着ジヤケツト、本当に新品だろ？　おそらく上着ジヤケツトも汚れたんだろう。でも、きみは着替えた。だから遅刻してきたんじゃないかと思ったんだ」

　リリアが立ちどまる。

「なにより、きみはぼくとぶつかりそうになったくらいで転んだりしない」

　レインも同じようにその場で足をとめた。あのとき、眉まゆを歪ゆがめたリリアを思いだす。

「こう考えれば、きみになにかあったんじゃないかと思うのは当然だと思うんだけど？」

「……考えすぎよ」

「本当に？」

「本当よ」

「きみの平手、いつもより威力が弱かった」

「手加減してあげたのよ」

「気づかいに感謝したほうがいいかな？」

「言いたいことはそれだけなの？」

「今のところ」

「そ」

　リリアはまた歩きだした。レインは肩をすくめる。これ以上、リリアに問いただしてもむだだろう。彼女はなにがあったのかを答える気はないのだ。

　レインも両手をポケットの中に入れてリリアのうしろにつづく。

「あ、一つ追加で言いたい」

　レインはリリアの背中に声を投げる。

「なに？」

　リリアは、今度は立ちどまらなかった。

「なにか困ったことがあったら、ぼくに言ってほしい。力になれないかもしれないけど、せめて一緒に困ってあげることくらいはできるから」

「……困ったことがあったらね。ま、一緒に困られても、それこそ困るだけだけど」

「確かに」
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　ヴァレンタリア宮殿。

　古くはグレアム公爵が建設した私邸であったが、のちにブリトニア王室が購入し、歴代王室の住居となった。当時の女王の名前をとって、ヴァレンタリア宮殿と名づけられている。現在ではちょっとした観光名所にもなっていた。宮殿の正面には花壇とともに広場がつくられ、憩いの場として市民や観光客に親しまれている。

　また、歴代の女王の名前には必ずこの「ヴァレンタリア」の名前が入ることになっている。グレートブリトニアの偉大なる女王の名を拝借するのがしきたりだ。

　王位継承権は男女が平等にあるが、ここ数代は女王の誕生がつづいていた。

　ルナマリー・スチュアート・ヴァレンタリア・フロウ・ウィノナ・ジョーンズ。

　われらがクイーン・ルナマリー。

　前女王クイーン・エレノアの娘であり、二年前に即位した。

　年齢は一四歳。兄が二人いたが、どちらもすでに亡くなっている。一人は幼少期に流は行やり病やまいにかかり病死し、もう一人は先の大戦時に流れ弾を受けて戦死した。




　今朝、レインたちがアヴリルの朝食を食べ終えたころに、ギルバート・ダーリントンが豪勢な馬車に乗って迎えにきた。彼は前日と同様に、なんとも地味な装いで現れた。長く伸ばした髪と、分厚いメガネも野暮ったいまま。その容姿からはとてもではないが女王陛下の家庭教師とは思われなかった。

　残念ながら招待されていたのは、レイン、リリア、イヴリンの三人だけだった。

　イヴリンは学院の敷地からでられないので、たとえ女王の招待であっても受けることはできない。

　スピカは人見知りをするくせに、王室の暮らしには興味があるみたいで同行を希望したのだけれど、招待されていないスピカを連れていくことはできない。宮殿内はいかなる魔法も使えないようになっているので擬態をしていくことも不可能だ。

　結果としてレインとリリアの二人が招待を受けることになった。

　レインたちを乗せた馬車は町を抜け、あっという間にヴァレンタリア宮殿に到着する。

　宮殿を囲む門には荘厳な飾りが施されていて、銃剣をかまえた王室警備隊が直立姿勢で立っている。彼らは馬車を確認すると門を開いた。そのまま宮殿の入口前まで前進し、そこでようやく停止する。

「さあ、クイーンがお待ちですよ」

　馬車からおりたギルバートが例の笑みを浮かべて言った。

　最初にレインが馬車をおり、リリアの手をとる。リリアはゆっくりと馬車からおりてきた。その様子をギルバートがにこやかに見つめている。

「ささ、こちらです」

　ギルバートがレインたちを先導する。彼がいるおかげで、レインもリリアも簡単な身体検査だけで、あとはすんなりと宮殿の中に足を踏み入れることができた。

「なあ、リリア」

　きっちりと制服を着ているリリアの耳もとに話しかける。

「だいじょうぶか？」

「なにが？」

　リリアは紅玉ルビーの瞳ひとみを険しくさせて、レインを睨にらみつけた。

「いや、なにがって……」

　リリアは右手と右足が、左手と左足が同時に前にでているのだ。発条人形ピノツキオだって、もう少しスムーズに動くんじゃないだろうか。

「きみ、緊張しているだろ？」

「はあ？　わたしが緊張？　なんでよ？　言いがかりはよしてちょうだい！」

「言いがかりっていうか……まあ、いいか」

　美しい廊下が延びていた。左右には古い時代の宗教画が飾られている。不思議と宮殿の中は涼しかった。空気もきれいだ。

　ぎくしゃくした足どりのリリアの隣を歩きながら、レインは奇妙な感覚に陥っていた。

　いつか自分の国を手に入れる。

　それがレインの目標だ。今のこの国のあり方をレインは認めていない。弱き者を踏みつけにするのが世界のシステムだ。レインはそれを覆そうと企たくらんでいる。

　ならば女王は、レインが倒さなければならないものの象徴であるはずだ。その女王に招待されるなどと、滑こつ稽けい以外のなにものでもない。

　あらためてそのことを意識し、レインの口もとに笑みが浮かんだ。これは、あるいは自じ嘲ちようか。

　やがて大きな扉をとおされた。そこが控えの間であるらしい。目も眩くらむような華美なテーブルと椅い子すが並んでいる。

　しかし、そこは素通りして、そのまま謁えつ見けんの間に導かれた。

　部屋の奥の一段高いところにからっぽの玉座があり、レインたちはその正面に据えられた椅子に座らせられた。

「しばし、お待ちを」

　ギルバートはそう言って部屋のすみに移動した。

　レインの座る椅子は玉座にくらべれば数段劣るのだろうが、それでも十分に高そうな椅子だった。これを質屋に持っていったらいくらで売れるだろうか。などと、とりとめのないことをぼんやり考えていると、「女王陛下のおな～り～」という声が響いた。

　突然、ラッパの音が響き、隣のリリアがぎくりとするのがわかった。

　それを合図に二人は一度立ちあがる。

　レインたちがやってきたのとは反対の扉からお付きの者を従えた少女が姿を現した。

　栗くり色いろの髪、美しい緑柱石エメラルドの瞳ひとみ、小さな鼻はつんと上を向いている。肩のでた白い衣装ドレス、白い手袋、黄金の装飾冠テイアラを頭にのせていた。

　女王はお付きの者に促されて玉座へと足を向け──ずに、レインの目の前までトコトコと歩いてきた。そのまま、ずずいと顔を寄せてくる。甘い花のような香りがした。初々しく、ひそやかな香り。これは、招待状にたきしめられていたものと同じ香りだ。

「あなたがレイン・レッドハートですわね？」

　かすかに鼻にかかった幼い声で女王──ルナマリーは言った。

　顔つきも全体的にあどけない。まだ一四歳の少女なのだ。

　まさかこんなに接近することになるとは思っていなかったので、レインもリリアも驚いた。リリアなどはどこかの遺跡から出土した埴はに輪わのように目と口をまんまるにしている。

「……ああ、うん」

　レインが答えると、謁えつ見けんの間にいた者たちのあいだで咳せき払ばらいが起こった。レインの口のきき方が不適切であったということだ。気づいて、レインも咳払いをする。

「失礼しました。ぼくがレイン・レッドハートです、女王陛下。それから隣にいるのがリリア・マリアス・バラードです」

「ほ、本日はお招きいただきありがとうございます」

　リリアはぎくしゃくしながらも、頭をさげ、スカートを持って軽く膝ひざを折る。

「リリア・マリアス・バラード！　話は聞いていますわ。魔法式を埋めこんだ不思議な剣を使うとか」

　ルナマリーは、今度はリリアのほうに迫っていく。リリアの手をとり、やはり顔を近づけた。横から見ていると、ほとんどキスしてしまいそうに見えた。

「今日はその剣を持っておりませんの？」

「も、申しわけありません」

　と、リリアが謝っている。スピカは連れてきていないし、そもそも帯剣した状態では、さすがに宮殿に入れてもらえなかっただろう。

「……そうですの」













　いくらかがっかりした様子でルナマリーは言った。でも、すぐに顔をあげて、レインたちを見る。勢いがよすぎて、装飾冠テイアラが少しズレた。それを自分でなおしている。

「今日はお二人の武勇伝をたくさん聞かせてもらおうと思いましたの」

　無邪気な調子でルナマリーは言った。

「ぶ、武勇伝……ですか？」

　レインは呟つぶやき、リリアと顔を見あわせる。リリアも目をしぱしぱさせていた。

「グライムス学院と言えば魔法界の最高学府！　その聖徒会執行部に所属しているとあれば、お二人はそうとうの実力者なのだとお見受けしましたわ」

　確かに、グライムス学院は名門校ではあるが、レインもリリアも魔法適性がない。揃そろって〈ＬＥＶＥＬ０クークス〉なのだ。レインには傷喚魔法《偽善不全悪夢症MEGA-paranoia》があるし、リリアの指輪には《矛盾する純天使エンドレス・パラドクス》という魔法無効化の力があるが、どちらも非公式であった。

「先日の学院内でおこなわれる予定だった結婚式においても、聖徒会執行部の活躍は聞き及んでおりますわ。ぜひとも……」

　言いかけて、ルナマリーはまた急にレインのほうへ顔を寄せてきた。さっきよりもさらに近い。緑柱石エメラルドの瞳ひとみをまたたかせる。

「レイン・レッドハート、あなたとはどこかでお会いしたことがありましたかしら？」

　ルナマリーは言い、手袋をした手でぺたぺたとレインの顔に触れる。

　リリアが「……ぁ」と小さな声をあげた。

「ク、クイーン？」

　レインも驚く。

「どこで会ったのでしょう？　思いだせませんわ」

　と、そこへ、

「女王陛下、はしたない真ま似ねは慎んでください」

　いつの間にかギルバートがそばまでやってきて、ルナマリーをレインからひきはがした。

「なんですの、ギル。あれもダメ、これもダメと、あなたはいつもそればっかり。つまりませんわ」

「それが家庭教師たるわたしの仕事なのです」

　ぷいっとルナマリーはギルバートから顔をそむけた。

「子供っぽいことをなさらないでください」

「わたくしまだ子供ですもの」

　レインとリリアはどうしていいのかわからず、二人のやりとりを黙って見守ることしかできなかった。

「いやあ、見苦しいところをお見せして申しわけない」

　ギルバートはこちらにぺこぺこと頭をさげる。

「見苦しいのはギルのほうですわ。その髪、とっととお切りなさいって、いつも言ってるでしょう？」

「わたしのことなど、どうでもいいのですよ、女王陛下。それよりも──」

「ふん、ですわっ」

　ギルバートのことなどおかまいなしで、ルナマリーはレインの手をとった。彼女の手袋は上質な絹でできているのだろう。すべすべしている。

「ギルのことなんてほうっておきましょう。庭でお茶会の準備が整っていますの。そちらにいきましょう」

　ルナマリーはあどけない顔で笑った。




　庭の中央には噴水があった。太陽の光を反射して水がきらきらと宝石のように輝いている。テラスから噴水まで、まっすぐに白い石畳が延びていた。

　ふかふかの芝生の上に白いクロスが広げられたテーブルと椅い子すが据えられている。

　レインとリリアは案内されるままに椅子に腰かけた。花や木々は細やかに計算されて配置されているのだろう、座ると外が見えないようになっている。ということはつまり、外からも中が見えないようになっているということだ。

　宮殿内は対魔法強化素材により、魔法を使うことができなくなっているが、屋外である庭では完全とは言えまい。そのためにこのようなつくりになっているのだと思われる。

　この庭は単に美しいだけではなく、女王陛下を守るための庭でもあるということだ。

　最高級の紅茶とビスケットがふるまわれた。

「さあ、どうぞ。ほかにも食べたいものや飲みたいものがあれば遠慮せずにおっしゃってください。なんでもご用意いたしますわ」

「い、いえ、そんな」

　リリアが恐縮している。いつもは凛りんとしている彼女が今は少しうつむいていた。

　テーブルについているのはルナマリーとリリアとレインの三人だけだった。お付きの者たちは少しはなれた場所に控えている。その中にギルバートの姿もあった。レインの視線に気づいたらしく、申しわけなさそうに頭をさげる。

「さあさあさあ！」

　ルナマリーが身を乗りだしてきた。

「おもしろいお話をお聞かせなさいな」

　邪気のない笑顔でルナマリーは言う。

「わたくし、日々の公務ばかりでちょー退屈ですの。わたくしの知らない世界を見たいですわっ！　めくるめく冒険譚たんを！」

　緑柱石エメラルドの瞳ひとみを輝かせながらルナマリーはレインとリリアを交互に見た。

　冒険譚たんねえ、と心の中で呟つぶやく。

「それでは僭せん越えつながら──」

　と、レインは語りはじめた。先日の結婚式の件に関してはわからないことも多く、その話題は避ける。そのかわり、蒼の谷ロツドストンにあるウィルフレッドの伯爵邸より、アヴリルを誘拐するまでの話をルナマリーが喜ぶように話して聞かせた。

　どうやら、森の中で盗賊たちと遭遇した部分を気に入ってくれたらしい。

「リリアはそんなにも可か憐れんな姿をしていますのに、おとなの男のひとにも負けないのですわね。すごいですわっ」

「か、可憐だなんて、そんな……」

　リリアはかすかに頬ほおを赤らめて下を見つめた。

「それに純粋に格闘術という意味ではレインこそ抜きんでています。以前も地下と──」

　途中まで言ったリリアの口をレインは慌てて塞ふさぐ。今、リリアは確実に『地下闘技場』と口にだすところだった。いくらなんでも、女王の前で非合法の賭かけ試合のことなんて話せるはずがない。うかつにもほどがある。

「どうかしましたの？」

　ルナマリーは突然のレインの行動に目をまるくしている。リリアがレインの手の中でもがもがと暴れていた。

「いえ、べつに」

　言ってからリリアの耳もとで「きみはぼくを破滅させたいのか？」と問いかけた。彼女の口から手をゆっくりはなす。

「ごめん、つい……」

　小声でリリアがかえしてくる。

　そんなレインとリリアを見ていたルナマリーは、

「ひょっとして、二人はおつきあいなさってますの？」

　と、言った。邪気のない目でこちらを見あげてくる。

「レ、レインとわたしがですか？　まさか、そんなことありません。ありえません！」

　リリアはぶんぶんと両手を横にふった。

「そこまで力いっぱい否定しなくてもいいじゃないか」

「つきあってなんかいないんだもの、ちゃんと否定するわよ！」

「そースか」

「お似合いだと思いましたのに」

「わ、わたしはもっと包容力のある、おじさまタイプが好みなんです」

「それははじめて聞いたな」

「男は三〇すぎてからが本番なのよ」

「そんなもんかね」

「あら、わたくしはレインのことカッコいいと思いますけど」

　ルナマリーがレインのことをじいっと見つめてくる。レインもルナマリーのことを見つめかえした。一四歳の女王の顔には、まだ多分にあどけなさが残っている。櫛くしのとおった栗くり色いろの髪、緑柱石エメラルドの瞳ひとみ、つんと上向きの鼻。まだ、貫かん禄ろくよりもかわいらしさのほうが勝っているか。

「お褒めにあずかり光栄です」

　レインは幼き女王に微笑ほほえんだ。

　隣でリリアがくちびるを曲げているように見えたけど、どういうことか？

「レインは目がきれいですわ」

　ルナマリーがそっとレインの顔に手を伸ばしてきた。手袋をはずし、素手でレインの頬ほおに触れる。ルナマリーの手は温かかった。いい香りがする。

「やっぱり、あなたとどこかで会ったことがあるような気がしますわ」

　先ほどと同じことをルナマリーは言った。

「どこにでもある、平凡な顔ですよ」

　レインが答えた、そのとき、ぞくり、と肌が粟あわ立だつ。

　レインはとっさにルナマリーの手をつかみ、強く抱き寄せた。

「きゃっ!?」

　テーブルと椅い子すが倒れ、ティーカップが地面に落ちた。食べかけのビスケットも散らばってしまう。ルナマリーはバランスを崩してレインの胸の中に倒れた。そのままレインと二人で芝の上に転がる。近くにいた警備の者が顔色をかえた。彼らにはレインが狼ろう藉ぜきを働いたように思えたことだろう。

　しかし、そこで銃声が響き渡る。

　倒れたテーブルを弾丸が抉えぐる。悲鳴と怒号があがる。

「リリア！」

　レインも悲鳴に負けぬように叫んだ。

「こっちは平気！　とり押さえるわ！」

　リリアはすでに飛びだしている。

　黒の上下に身をつつんだ蝶ネクタイの男が自動拳銃ハンドガンをかまえていた。男はすぐさま飛びこんでくるリリアに向かって照準をあわせる。だが、リリアのほうが一手先をいっている。男の顔に紅茶の入ったティーカップを投げつけていた。すべてのカップが地面に落ちる前にその一つだけ回収していたのだろう。

　バン。

　手もとを狂わされ、銃弾はあらぬ方向に撃ちこまれる。またも悲鳴があがった。

　リリアは男の懐に飛びこみ、素早く自動拳銃ハンドガンを叩たたき落とす。

「──くっ」

　男は怯ひるみながらも、上着ジヤケツトの袖そでからナイフを抜いて、リリアに切りかかった。リリアは動揺せずに軽いステップでナイフをよける。次いで、突きだされた男の腕をとって、そのまま地面にひき倒した。どすん、という音と、「ぐあっ」という男のうめき声がレインの耳に届く。

「観念なさい！」

　リリアは男の腕をひねりあげ、ナイフを奪った。

「女王に死を！」

　男は絶叫する。

「すべての富める者に死を！　われわれは声なき者の代弁者だ！」

　レインはルナマリーを残して、リリアに押さえられている男の口にナプキンを詰めこんだ。男の声がくぐもる。リリアがレインを見あげた。

「自殺防止だよ」

　すぐさま宮殿内の警備の者たちが集まってきて、男を捕らえた。クイーン・ルナマリーも保護されている。彼女は青い顔をしながら、レインのほうを見る。なにごとかを告げようとしたようだったけれど、彼女の声はレインのところまでは届かなかった。
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「今日のことは本当に申しわけありませんでした」

　正面に座っているギルバートが頭をさげる。分厚いメガネのせいで目線はわからないものの、彼は本当にすまなそうな顔をしていた。

「まさか、あんなことになるなんて……」

　女王陛下のお茶会は賊の捕物によって中止となった。それはそうだろう。女王を危険にさらすことなど許されるはずがない。それを残念に思うということも、レインにはとくになかった。そもそも、自分には場違いな場所だったのだから。

「言いわけに聞こえるでしょうけど、普段の警備は万全なんですよ。今日のことは王室はじまって以来の不祥事で……」

　石畳の上を走る馬車はガタガタと揺れた。

「心から謝罪するとともに、きみたちにはあらためてお礼を言わせてください。クイーンを救っていただき、本当にありがとう」

「いえ……。それよりも、あの男は何者だったのですか？」

　レインはギルバートに訊たずねる。ギルバートは分厚いメガネを押しあげた。

「エドワード・ヒューストン。ヒューストン家は代々、王室に仕えてきた一族です」

「身元ははっきりしているのですね」

「ええ。まさか、こんなことを起こすなんて……。おそらくは国内にくすぶっている反政府組織と接触していたのでしょう。今、取り調べているところですよ。金で雇われたというよりは、思想的なものでしょうから、口は堅いと思われますが」

　レインは首をひねる。

「どうかしたの、レイン？」

　隣に座っているリリアが訊たずねてきた。

「不思議に思ったんだ。なぜ、ぼくらがいるあの瞬間だったのかな、って」

「どういうこと？」

「彼にはいくらでも好機チヤンスがあった。それなのに、ぼくらが招待された瞬間に行動にでたのは、不自然な気がする」

　言ってから、レインは首をふった。

「いや、考えすぎかもしれない」

　男にとっては、今日が絶好の機会だったのかもしれないし、あるいは今日しかなかったのかもしれない。

「そのことは取り調べで明らかにしていきます。なにかがわかれば、きみたちに知らせます。約束しますよ」

　ギルバートが口もとに疲れたような笑みを浮かべる。あのような事件が起こってしまったのだから仕方がない。それでなくても、彼には気苦労が絶えなそうでもあるし。

「あんなに楽しそうなクイーンは久しぶりでしたから、今日のことは本当に残念でなりません」

　ギルバートはそう言って一度窓の外へ目をやった。すぐにレインに向きなおる。

「正直に言えば王室の人間はきみらのことをよくは思っていません」

「でしょうね」

　レインは孤児院の出身で、リリアはバラードの娘なのだ。そんなことは、当然ながら調べられていることだろう。宮殿に招待など、本来ならばありえない。

「でも、クイーンはきみたちを気に入ったようです。不ぶ躾しつけなお願いですが、よければまた、彼女の話し相手になってください。お願いします」

　ギルバートは深く頭をさげた。




　寮まで送ると言ってくれたギルバートの申し出を断り、レインとリリアは学院につづく坂の前でおろしてもらった。レインは制服の上着ジヤケツトを脱ぎ、ネクタイを緩める。寮をでるときには、リリアに「だらしないわよ」と怒られながらネクタイを締められ、「そうです、しっかりしてください」とアヴリルにまでボタンを一番上までとめられてしまったのだが、やはり窮屈だった。きっちりと着るのは性にあわない。

　リリアと並んでゆっくりと歩く。以前、レインが地下闘技場で賭かけ試合に出場したときも、こんなふうにリリアと並んでこの坂道を歩いた。あのときは深夜だったが、今日はまだ日は高い。左右は背の高い草に覆われていて、風が吹くとさわさわと揺れる。緑の香りがした。

「ねえ、レイン」

　突然、リリアが口を開いた。レインの上着ジヤケツトをつまみ、その場で立ちどまる。レインも仕方なく足をとめた。

「ん？」

「だいじょうぶ？」

「いったい、なんのこと？」

「捕まった男のひと……たぶん、命は助からない」

　女王陛下の命を狙ねらったのだから、あの男は処刑されるだろう。そもそも、彼は宮殿から生きて帰るつもりもなかったはずだ。女王を殺せば自害する予定だったに違いない。だから、レインは男の口の中にナプキンを詰めこんだのだ。舌を噛かみ切ることも、毒物を飲みこむこともできなくするために。

「あのひと言ってた。『われわれは声なき者の代弁者だ！』って。つまりあのひとは……」

「スノーと同じように地下抵抗組織レジスタンスの一員なのかもね」

　レインの育ての親である、スノー・レッドハートは旅芸人の一座に身を置く道化師クラウンだった。けれど、その一座そのものが地下抵抗組織レジスタンスの隠かくれ蓑みのだった。幼いレインは、そのことを知らなかった。

　スノーが逮捕され、処刑されるその日まで。

　──ああ、憐れなことだ。おまえたちは誰だれよりもこの国を愛する男を失う。

　スノーの最期の言葉が頭の中で響いた。

　今日女王を襲った男は、『われわれ』という言い方をしたのだから一人ではないだろう。どれくらいの規模の組織なのかはわからないが、反政府活動に身を置く者たちの名誉ある一員として、彼は宮殿内で息をひそめていたのだ。

　考えながら、やはり、心のどこかで疑問がつきまとう。

　なぜ、彼は今日行動したのだろう？

　レインとリリアが招待された今日である理由は？

　でも、その思考はリリアの言葉で中断される。

「レインも自分の国を手に入れるんでしょ？　誰もが幸せになれる世界をつくるために、《聖者の歯車ロードギア》を欲しているんでしょ？　それは、あのひとと同じ気持ちからそうするってことなんだから、だったら、レインは……本当はあのひとを助けたいんじゃないかと、そう思って……」

　リリアは足もとに視線を落としている。レインは小さく笑った。

「なんでリリアが落ちこんでるんだ？」

「落ちこんでるんじゃなくて、その……レインのこと、少し、心配で……」

　レインはそっとリリアの頭に手を置いた。

「女王を殺してこの国がよくなるのなら、とっくにやっている。でも、そんなことはバカげていると、ぼくは知っている。あいつはそれを知らなかった。目が曇っていたんだろう。ぼくとあいつは、まったく違う信念のもとに行動している」

　影魚シヤドウフイツシユが足元を素早く泳いでいく。

「それに、誰だれもが幸せになる、というのならば、その『誰もが』の中には女王も入ってしかるべきだ」

「……そう」

　リリアは一度頷うなずき、それから言った。

「ねえ、そこには、レインは入っているの？」

　思いがけない問いかけだった。レインはとっさに答えられない。

「誰もが幸せになる、その『誰もが』の中にはレインもちゃんと入ってるの？」

　リリアの声にはどこか挑むような調子が含まれている。

「前に言ってたでしょ。血液中に極小汎用魔法式機関ナノマシンを回遊させているから普通のひとよりも怪け我がの治りが早いって。でも、副作用のせいで寿命が縮まるって。長生きできないって」

「言ったかな、どうだったかな」

「ごまかさないで」

　リリアはレインの手を払い、美しい紅玉ルビーの瞳ひとみでレインを見つめる。

「それ、取り除くことはできないの？」

「除去は可能だ。ただ、その気はない。ぼくには必要なものだ」

「レインは自分が嫌いなの？」

「どうしたんだよ？」

「答えて。自分が嫌いだから、死んでもいいって思ってるの？」

「死ぬわけにはいかないから極小汎用魔法式機関ナノマシンを使っているんだ」

　リリアはまだレインから視線をそらさない。

「……これは復ふく讐しゆうなの？」

「復讐？」

「……お父さんを殺されたことに対する復讐なの？」

「スノーが達成できなかったことをぼくがやり遂げるだけだ。彼がぼくを救ってくれた。これは復ふく讐しゆうなんかじゃない。憎しみに心をゆだねても、なにもうまくなどいかなかった。だからこれは、恩返しだよ。スノーへの」

　それだけ言い、レインはリリアに背を向けて歩きだす。
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　リリアはレインの背中をなすすべもなく見送った。どうして急にこんな話をしてしまったのか、リリア自身にもよくわかっていなかった。ただ、レインが目指す新しい国には、どういうわけかレインがいないような気がしてならなかったのだ。

　風が吹いて草木が揺れる。さわさわ、さわさわ。

　さらわれるようになびく髪をリリアは手で押さえる。

　そのとき、前触れもなく、どくん、と心臓が大きく鳴った。急にからだが熱くなる。

「──っ」

　その場にひざをつきそうになるのをこらえて、リリアは急いで坂を横切った。そのまま背の高い草の中に身を沈める。

　からだに異変が起きていた。これまで経験したことのない、なにかが。全身をさいなむ痛みが激しくなり、リリアはその場でうずくまる。右手の人差し指にはめている指輪を上から強く握りしめた。昨日はこうしているうちに痛みも背中の異変もおさまってくれた。

「お父さま……お母さま……」

　──リリア、これを持っておいきなさい。

　別れの日、母が幼いリリアにこの指輪を持たせてくれた。かつては、母が肌身はなさず持っていた、大切な指輪だ。

　──これがお父さまとお母さまのかわりに、あなたを守ってくれますよ。

　ただの指輪なんかじゃない。この指輪にはなにか力が秘められている。

　レインが言っていたじゃないか。無音都市メリルフイールドの安宿に泊まったとき、真夜中にリリアの指輪が反応していたと。

　メリルフィールドには背中に翼を持っていたとされている翼の民アルコンテスの遺跡が遺のこされている。彼らは高度な知識と技術を有していたと言われているが、なにかを境にして、その姿を消してしまった。遺されているのは遺跡とわずかな文献だけ。

　原理は不明だけれど、遺跡周辺では物音が途絶えてしまう現象が観測される。魔法式が起動しているのだろうけれど、詳しい仕組みは現代でもわかっていない。

　この指輪は、ひょっとして翼の民アルコンテスとなにか関係があるのだろうか？

　しかし、リリアはそれ以上、考えつづけることができなかった。

　全身を激痛が駆けめぐる。まるで巨大な手につかまれて、身をひき裂かれようとしているような痛みだった。

「くぅ、うっ、ううううう……」

　リリアは歯を食いしばる。

「レ、イン……」

　呟つぶやくけれど、彼に助けを求めることはできない。レインの重荷にはなりたくなかった。

　──きみは夢を叶かなえるためにぼくを利用しろ。ぼくもきみを利用する。

　レインが言うほど簡単じゃない。

　彼は鋭い。昨日だって、リリアの異変に気づきかけた。彼に知られてはならない。

「わたしはだいじょうぶ、わたしはだいじょうぶ、わたしはだいじょうぶ、わたしは──」

　だいじょうぶと、くりかえして痛みを紛らわせる。今までだって、ちゃんとやれていた。これからだってやれる。行方不明の母親をさがしだし、バラードの家を復興させる。そのためには、自分がしっかりしないといけないのだ。こんなことで、弱音なんか吐いていられない。けれども、焼けた石を押しつけられたように背中が痛む。指輪も強く反応している。魔法式があふれだし、眩まばゆい光が生みだされていく。指輪を押さえつけて光を隠す。

「なにが……起きているの……？」

　痛みはひくどころか、ますます強まっている。

「くっ」

　そうしているうちに──。

　ぴしり。

　指輪に亀き裂れつが生じた。
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　女王陛下のお茶会に招待されてから数日が経たった。女王の命を狙ねらった男の情報はレインの耳には届いていない。あの事件そのものが公表されていなかった。

　おそらく、あれはなかったこととして処理されたのだ。ギルバートはレインに男のことがわかったら教えてくれると言ったが、おそらくはそれもないだろう。

　すべては闇やみの中に葬り去られる──。




「レ・イ・く・ん♪」

　朝、目を覚ますと、レインの隣に見知らぬ美女の姿があった。艶つやのある黒髪、浅黒い肌、ほのかに赤い瞳ひとみ、着ている紺色のワンピースを押しあげる大きな胸。

「レイくんの寝顔、かわいかったのですよ？」

　つん、と謎の美女がレインの頬ほおをつついてくる。

「……いや、なにしてんだ、スピカ？」

　なにを思ったのか擬態魔法を使った上で、レインのいる寮の屋根裏部屋にやってきたらしい。レインは身をひいて、マットレスから起きあがった。

「気色悪いし」

「むー」

　スピカはなにやら頬を膨らませている。

「なんですか、なんですか。せっかくスピカがレイくんのために擬態してわがままバディを用意してあげたのに、その態度はっ！」

「朝からうるさいやつだな」

　レインはもう一度マットレスに横たわり、スピカとは逆のほうに寝がえりをうつ。

　今日は休日だ。ゆっくり休ませてほしい。

「あ、もしかしてレイくんは、ダイナマイトバディのスピカよりも、いつものスピカのほうが好きなのですか？　照れるじゃないですか、もう」

「できれば、この部屋からでていってほしい」

「それならそうと言ってくれれば」

　まるでレインの言うことなど聞いていないスピカは、ぽむん、と擬態魔法を解いて、いつものちんちくりんな姿に戻った。

「はい、いつものスピカなのですよ。思う存分愛めでてくれてかまいませんよ？　あ、もちろん、触るな危険ドント・タツチ・ミーですけど」

　めんどくさいので、レインはスピカを無視してそのまま目を閉じた。

「ちょっと、レイくん、スピカをかまってくださいなのですよっ！」

　ゆさゆさと揺すられる。

「あれだろ？　アヴリルがきてから、仕事がなくなっちゃって暇なんだろ？」

「そ、そんなことはありません。アヴリルさんはまだ半人前。スピカがいないとなにもできないダメ子さんなのです」

「それなら、アヴリルを手伝ってきたほうがいいんじゃないか？」

「……獅し子しはわが子を千尋の谷に突き落とすといいます。スピカは今、心を鬼にして、アヴリルさんに厳しい修業を課しているのです」

　むっくりとレインは起きあがった。

「なんとでも言えるもんだな。勉強になるよ」

「えへへ、もっと褒めてくれてもいいですよ？」

「ニュアンスが伝わっていなかったみたいだな。ぼくは皮肉を言ったんだ」

　まあ、もう目も覚めていたので、スピカと一緒に食堂へ向かった。

「あ、おはようございます、レインさん！」

　スピカと同じ紺色のワンピースにエプロンをつけたアヴリルがレインを見て微笑ほほえむ。双子の姉であるイヴリンとそっくりな顔立ち、白い肌、金色ゴールドの瞳ひとみ、白銀の髪は三つ編みに結われていた。小柄で華きや奢しやだが、彼女の腰には二丁の拳けん銃じゆうがぶらさがっている。

「おはよう、アヴリル」

　食堂にはアヴリルのつくった朝食が並んでいた。

「おはよ、レイン」

　リリアはすでに席について、朝食を食べはじめている。

「おはよう……って、それぜんぶ食べるのか？」

　リリアの前にはこんもりと山になったサラダに、パン、ベーコンとたまご、スープが鍋なべに入ったままどんと置かれてあった。

　リリアは恥じるように顔を赤くして「べつにいいでしょ」と言った。

「いや、いいっちゃいいけど……」

　さすがに太るんじゃないかと思ったが、言っていいものかどうかわからず、言葉を呑のみこんだ。

　もそもそ、とリリアは食事を再開する。美しい豊かな赤毛、紅玉ルビーの瞳、はりのある白い肌、制服をきっちりと着こんでいる。イヴリンやアヴリルほどではないにしても、華奢だ。首も肩も手首も腰も足だって細い。こんなにたくさんの食事をどこが必要としていると言うのか……。いや、待て。そうなのか？　そういうことなのか？

　ごくり、とレインは唾つばを飲みこんだ。

「そうか、きみのはまだ成長期だったんだな」

　このまま大きくなりつづけるとしたら、いったい、どれほどになるのか……。

「ちょ、ちょっと、どこ見てるのよ！」

　リリアは胸を隠し、ナイフを投げた。ナイフはレインの頬ほおをかすめ、壁に突き刺さる。

「次は顔のまん中に突き刺さることになるわよ」

「以後、注意いたします」

「そうなさい」




　少し前までは学院の中で生活しているイヴリンに食事を運ぶのはレインの仕事だったが、最近はアヴリルがその役を買うことが多かった。

　お役目を奪われ時間を持て余している、というわけでもなかったが、アヴリルにぜんぶをまかせっきりにしてもいけないので、率先して食材の買いだしにいくことにした。

　寮をでて、一人森の中を歩く。しばらくいくと、ガサガサという物音が聞こえてきた。風で木々がしなったのとは明らかに違うし、野生の動物が立てた音とも異なっていた。

　一瞬、スピカがついてきたのだろうかと思った。けれど空気が違う。

　レインは息を詰める。

　何者かがすぐそばにいる。その気配がある。相手はこちらを窺うかがっているようだ。

　嘘泣き姫レデイ・ジヨーカーか……？　それも違う。殺気めいたものは感じない。というか、彼女なら気配を絶ってやってくることだろう。

　レインは一度目を閉じた。神経を研ぎ澄まし、感じられる気配を辿たどって──。

　目をあけると同時に、レインは気配のあった茂みに飛びこんだ。

「誰だれだ！」

　相手を素早く地面に押さえつけ──ようとしたが、ギリギリのところでとどまる。

　彼女はレインが茂みに飛びこんだと同時に「きゃっ」と小さな悲鳴をあげて、尻しりもちをついた。彼女はフードのついたマントを羽織っていたのだが、尻もちをついた拍子にそのフードがめくれあがる。

「なっ!?」

　レインは驚きの声を漏らさずにはいられなかった。

　栗くり色いろの髪がこぼれている。緑柱石エメラルドの瞳ひとみと、つんとした鼻もあらわになっていた。

「ど、どうして、あなたがこんなところに？」

　ちょっとやそっとのことでは動揺しないつもりだが、そんなレインでもこれには驚いた。

「レインを驚かせようと思ったのですわ」

　クイーン・ルナマリーは言い、

「でも、わたくしのほうこそ驚かされてしまいましたわね」

　あどけない表情で笑う。
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「花をほしいのが、わたし」

　背後より声をかけられ、花売りの少女はふりかえった。そこには真っ黒な傘パラソルをさし、黒い衣装ドレスを着た、驚くほど肌の白い少女が立っていた。

「はい、ありがとうございます」

　花売りの少女は笑みを浮かべた。

「なにをどれほどおつつみしますか？」

　カゴの中にはまだたくさんの花が売れ残っていた。

「ほしいのは、そこにある花、すべて。カゴごとぜんぶ」

「ぜんぶ、ですか？」

「そう。心配ないのは、代金」

「えっと、あの、わたし……」

　カゴの中の花をすべて買うと言う客は少なからずいた。それはほとんどの場合、高貴な身分の男性で、ようするに春を買うという意味だ。しかし、少女は一度もそれを承諾したことがなかった。少女に花売りの仕事をくれている大おお旦だん那なは、少女が売り物の花を残して戻るたびに、役立たずと罵ののしった。いずれ、その日がくるのだろうかと、少女はただ怯おびえている。このように女性に声をかけられることもないわけではない。高貴なお方は、自らは馬車の中にいて、召使いに声をかけさせるのだ。

「問題が？」

　花売りの少女はうつむく。自分のはだしの足を見つめる。

「そのつもりはないのが、あなたを困らせること」

　奇妙な言葉づかいをして、黒衣の少女が彼女の肩に手を置いた。

「諦あきらめる」

　そのまま、こちらに背を向け歩きだす。表情こそかわらなかったものの、彼女の声には落胆が含まれているように感じられた。もしかしたら、彼女は本当に花を買いたかっただけなのかもしれない。ようやく、そう気づいた。

「あ、あの、待ってください」




　花売りの少女は、黒衣の少女に連れられて、テネス河を訪れる。戦時中は工場排水や不法投棄されたゴミなどによって汚染されていたテネス河だけれど、今はとてもキレイな河に生まれかわった。

　見知らぬひとのあとをついていくことは危険をともなう。普段ならしないはずなのに、黒衣の少女からは悪意を感じなかった。病気の母のために働く花売りの少女には、黒衣の少女がいくばくかの孤独を背負っているように見えた。それとも、そう思いたかっただけなのだろうか。

　そう言えば、以前、ユリの花を買ってくれた恋人たちはどうしているだろうか。男のひとのほうは優しい顔をしていたけど、なんだか悲しそうな目をしていた。ふと、そんなことを思いだす。

　やがてテネス河の堤防に辿たどりついた。どうするのだろう、と花売りの少女が思っていると、黒衣の少女は買いあげたすべての花をテネス河に投げ入れた。

「あの、これは？」

「最後だから」

「最後？」

「生まれなかったわたしのために」

　花はゆったりとした河の流れに乗って少しずつ散らばっていく。美しい光景だった。

「わあ、キレイですね」

　言って、花売りの少女はふりかえる。

　そこにはもう、あの黒衣の少女の姿はなかった。






第二章　カンザシ






　自分の値段を知っている。

　両親が受けとっているのをはっきりと見たからだ。

　自分をかわいそうだなんて思ったことはない。

　どこにでもある光景だった。

　満足な食事をとれずに餓死する子供だってたくさんいた。

　それとくらべたら、自分のほうがいくらもましだ。

　それでも思いだすのは、売られていく日に見た故郷の夕ゆう陽ひだ。

　帰りたいとは思わない。あんな村、なくなってしまえばいい。

　そう願っているはずなのに……。

　なのに、あの夕陽の眩まぶしさを思いだすと、今でも涙がとまらなくなる。





　　　　†






「ど、どういうことですか、女王陛下？」

　レインは混乱する頭でルナマリーに訊たずねた。

「こんなところで、なにをしているんです？」

　ぺったりと地面に腰をおろしていたルナマリーが起きあがろうとしていたので、レインは慌てて手を貸した。まだ一四歳のルナマリーの手は小さくて、レインの手の中にすっぽりと隠れてしまう。

「ありがとう、レイン」

　ルナマリーは優雅に微笑ほほえんだ。レインは周囲に目を向ける。だが、彼女以外にひとの気配は感じられない。ルナマリーは困惑しているレインのことなど気にもせずに、ぱんぱんとお尻しりとマントを払った。

「レインはやっぱりすごいのですわね。王室にいる者たちとは身のこなしがまるで違いますわ。カンフーというんですか？」

　ルナマリーは見よう見まねでパンチやキックをくりだした。が、すぐにバランスを崩して倒れてしまいそうになる。

「きゃあ」

　レインはとっさに手を伸ばしてルナマリーの手をとった。ぐいと抱き寄せる。

「気をつけてください」

「ご、ごめんなさい、ですわ」

　ルナマリーはかすかに頬ほおを染めてレインを見あげた。

「お茶会のときも、こうして抱きとめてくれましたわね？」

　女王の命を狙ねらっていたあの男が、その後どうなったのか、一瞬だけ気にかかった。けれど、ルナマリーに訊きいて答えが得られるものでもないだろう。レインは小さく頭かぶりをふる。

「そんなことよりも、どうしてこんなところにいるんです？　お付きの者は？」

　先ほども確認したが、そばには誰だれの気配もない。

「わたくし一人で参りましたの」

　ルナマリーの言葉に、レインはしばし呆ぼう然ぜんとする。

「……一人で？」

「はい」

　ルナマリーは大きく頷うなずいた。栗くり色いろの髪が跳ねる。

「ど、どういうことですか？」

「わたくし、宮殿を脱走してきたのですわ」

「はあっ!?」

　思わず大きな声がでてしまった。待て待て。なにかの聞き間違いかもしれない。レインは深呼吸をする。

「あの、もう一度お願いします。どうも疲れているようで聞きとれませんでした」

「そうですの」

　ルナマリーはこくりと頷うなずき、律儀にくりかえした。

「わたくし、宮殿を脱走してきたのですわ」

　レインは今度こそ心停止しそうになった。これはなにかの悪い夢か？

「身代わりに機械人形オートマタを置いてきましたから、ちょっとのあいだはバレません」

　要人は身の安全のために、しばしば自身によく似た機械人形オートマタをつくると聞いたことがある。女王にそっくりの機械人形オートマタがあっても不思議ではない。

　だがしかし……。

「どうしてそんなことを？　あなたは命を狙ねらわれたばかりなのですよ？　あまりにも軽率すぎる。なにを考えているんですか？」

　知らず知らずのうちに口調が強くなっていた。怒りがわく。

「レインもギルのようなことをおっしゃるのですわね。つまりませんわ」

「誰だれだって言います。あなたはこの国の女王なのですよ？」

「わたくし、一度だって女王になりたいだなんて思ったことはありませんわ」

　その言葉にレインは返事ができなくなる。

　先代の女王が肺を病んで崩御したのち、ルナマリーは悲しむ暇いとまもなく、女王にならねばならなかった。二人の兄が亡くなっている以上、ルナマリーに選択肢などあるはずもない。そのことに気づき、目の前の彼女がひどく小さく見えた。実際、ルナマリーは女王とはいえ、まだ一四歳の少女でしかないのだ。

　なぜ、忘れていたのだろう。アヴリルが幽閉されて育ったように、ルナマリーもまた、女王を継ぐ者として徹底した管理のもとに生きてきた。そこに、どれほどの自由があったのか。二年前に即位して以降も公務の連続だったことだろう。

　彼女はクイーンである前に、ただのルナマリーであるべきだ。

　女王もこの巨大なシステムの犠牲者の一人でしかない。誰もが幸せになる世界を夢見るのなら、その『誰もが』の中には女王も含まれるべきだ。自分でそう言ったのだ。わかっていたはずなのに、感情をコントロールできないのは、自分が未熟者だからだ。

「それに、わたくし」

　ルナマリーはちまちまと指を組みあわせる。レインを一度見あげ、目があうと視線をさげ、また見あげて、さげた。

「その、えっと、あの……わ、わたくし、レインにもう一度、会いたかったのですわ」

「ぼくに？　どうしてまた？」

「どうしてって、その……た、助けてもらったお礼も満足にできませんでしたからっ！」

　確かに、女王を狙ったエドワード・ヒューストンなる男を捕らえたあと、ルナマリーは安全な場所に避難させられてしまい、それ以降はレインたちの前に姿を現さなかった。

「ギルバートさんに十分に礼は言ってもらいましたよ」

　そんなことのためだけに危険を冒してやってきたのだろうか。案外、律儀な性格なのかもしれないな、とレインは思った。

「まあ、いいです。宮殿までお送りしますよ。あ、それとも電話を入れて、迎えを呼んだほうがいいですかね」

「ま、待って！」

　ルナマリーがひっしとレインの腕にしがみついた。

「どうかしましたか？」

　ルナマリーが緑柱石エメラルドの瞳ひとみでレインを見あげてくる。

「えっとですわね、あの、その……」

　あうあうと口ごもるルナマリー。どうも様子がおかしい。

「だいじょうぶですか？」

　ルナマリーはごくりと唾つばを飲みこむ。

「レ、レイン」

「はい」

　彼女は大きく深呼吸をした。

「今日一日、わたくしとデートなさいっ！」

「え？」

「ダイロン市内を二人でデートですのっ！」

「なにを言って……」

「さもなければ」

　ルナマリーは一度きゅっとくちびるを結び、それから意を決したように告げる。

「レインがわたくしを誘拐したのだということにしますわ」

「…………は？」

　今、このやんごとなきお方はなんとおっしゃられた？

「もし、レインがわたくしにつきあってくれなければ、そのように言いますわ。けれど、わたくしと一緒にすごしてくれさえすれば、おとなしく帰ることにいたします」

「そ、それって脅迫では？」

「脅迫ではありません。いわゆる戦略的交渉術というやつですわ」

　女王というのはそんな教育も受けるものなのだろうか。

「……まさか、本気ではないですよね？」

「どう思いますの？」

　ルナマリーの緑柱石エメラルドの瞳は、かなり本気らしく見える。

「そんなの無理に決まっています！　あなたが宮殿内にいないことはすぐにバレる。いや、もうすでにバレているかも。捜索隊が出動して、それでおしまいです」

「かくれんぼみたいで、おもしろそうではありません？」

「そんなめちゃくちゃな」

「最悪、見つかってもわたくしが口添えをすれば小事として片がつきますわ」

　女王の座を利用しまくってるじゃないか。なにが一度だって女王になりたいと思ったことはない、だよ。

「それよりも、レインがここで断ったほうが、いろいろ厄介なことになりますわよ」

「……悪い女ですね」

「賢い女なのですわ」

　そう言うルナマリーの手は──震えていた。彼女の口調とは裏腹に。まるで、この脅迫的交渉など、すべては演技でしかなく、本当は拒絶されることに怯おびえる一人の少女でしかないように。

　女王の座に担ぎあげられた一人の少女は、広い宮殿の中で大勢の人間たちに囲まれながら、普段はどのようにすごしているのだろう。想像しようとしたけれど、うまくいかなかった。レインと彼女では住む世界が違いすぎる。

　レインは大きなため息をついた。すでに十分すぎるほど厄介なことになっている。

「…………わかりましたよ」

「本当ですの!?」

　ぐいっとルナマリーがレインの腕をひっぱる。

「誘拐犯に仕立てあげられてはかないませんからね。王室はあなたがいなくなったことに気づいても公表したりはしないでしょう。捜索隊は出動するでしょうが、あくまでも隠おん密みつ行動をとらざるを得ない。あなたには変装をしてもらうことになります」

「変装！　やってみたいですわ！」

「もちろん宮殿に帰ったあとで、あなたはこっぴどく叱しかられることになるでしょうけど。それはご覚悟を」

「問題ありませんわ。わたくし、叱られるの平気です。むしろ大好きですもの！」

　それはどうかと思う。

「ありがとうですわ、レイン！」

　ルナマリーがレインに抱きついてきた。女の子特有のやわらかで温かな感覚が伝わってくる。満面の笑みを浮かべるルナマリーは、なんだか普通の女の子みたいで調子が狂う。




「なあ、アヴリル」

　寮の前で掃き掃除していたアヴリルに声をかけた。

「あっ、レインさん。どうかしましたか？」

　こちらをふり向いたアヴリルの鼻の頭がススかなにかで汚れていた。カチャカチャと、腰に吊つっている二丁の拳けん銃じゆうが音を立てる。

「鼻の頭のとこ、汚れてるよ」

「え、ほんとですか？」

　アヴリルはいそいそと鼻の上を拭ぬぐったけれど、ススが広がっただけだった。

「じっとしてて」

　近くまで寄って人差し指で拭ってあげる。

「これでよし」

　アヴリルは恥ずかしそうにうつむいた。

「……あ、ありがとうございます」

　透けるように白い肌がほんのりと朱に染まっている。

「ちょっと訊ききたいんだけど、前に使っていた黒のウィッグってまだ持ってる？」

「ウィッグですか？　ええ、持っていますけど」

　レインの言ったウィッグとは、ウィルフレッドとアヴリル（途中からイヴリンが入れ替わっていたのだが）の結婚式で、彼女が給仕の機械人形オートマタに変装していたときに使っていたもののことだ。













「悪いけど、貸してもらえないかな？」

「いいですけど、女ものですよ？」

「ああ、いいんだ。あと、女子の制服も持っていたら貸してほしいんだけど」

「……わかりました。でも、なにに使うんですか？」

「うん、まあ、ちょっとね」

　レインはあいまいに答えた。アヴリルは金色ゴールドの瞳ひとみでレインをじっと見つめ、「あっ」と言い、それからまた急に頬ほおを赤らめた。

「えっと、その……イヴやみんなには内緒にしておきますから」

「ああ、そうだね。内緒にしておいてもらえると助かる」

「趣味はひとそれぞれですもんね」

「うん？　まあ、そうだな」

「レインさんなら似合うと思いますし」

「え？」

　アヴリルはなにを言っているのだろう。

「そんなレインさんも、その、わたし、嫌いじゃないです」

「……なんの話？」

「だいじょうぶです、わたし、口堅いですから。すぐとってきますね！」

　アヴリルはぐっと親指を立てたあと、箒ほうきを壁に立てかけて、寮の中に駆けていった。

　ウィッグと女子の制服をレインが使うものと勘違いしたのかもしれない。まあ、女王陛下に変装させるために貸してくれなんて言えるわけないし、それはそれでいいか……。

「いや、よくはないんだけどな」

　一人呟つぶやく。
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「わああ！」

　レインの隣で、ルナマリーが感嘆の声をあげた。顔立ちはいじりようがないのでそのままだったが、ウィッグをかぶることで栗くり色いろの髪は真っ黒になっていた。それだけで、だいぶ印象が違う。学院の制服を着てもいるので、ぱっと見には彼女がクイーン・ルナマリーだなんて誰だれにもわからない。

「すごいひとですわっ！」

「走らないでくれ、ルナ」

　人前では、女王陛下ともルナマリーとも呼べないので、彼女の了承も得て、そう呼ぶことにした。口調も慣れない敬語をやめて、普段どおりにする。

　ルナマリーのほうは、いつもの話し方が抜けないようだが、許容範囲内だろう。

「レイン、レイン、早く、こっちですわ！」

　ルナマリーが手招きをする。はじめての光景に喜びを隠しきれないみたいだ。

　宮殿にも大勢の人間がいるだろうし、式典などに出席すれば大歓声で迎えられるはずだ。でも、こうして下町でひとびとの中にまざるのは、これがはじめてなのだろう。なにより、新鮮なのは誰だれも彼女を気にかけないことに違いない。

　四輪馬車と混合動力車ハイブリツドキヤリツジが石畳の大通りを走りぬけていく。たくさんのりんごをのせた人力車もその横をのったりのったりと進んでいる。

　道の左右にはいくつも商店が並んでいて、店の前を大勢の人々がいきかっていた。

「なにか見たいものや、食べたいものがあったら言ってくれ」

「えーっと、えーっと……」

　ルナマリーはきょろきょろとあたりを見まわした。

「あれ！　あれを食べてみたかったのですわ！」

　ルナマリーが指さしたのはチップスの屋台だった。

　ほんの少し前まで、チップスと言えば魚の切り身とじゃがいもを油で揚げてビネガーをふりかけたものを意味したが、ここ最近はもっぱら色とりどりの野菜を薄切りにして揚げたものを言った。油でぎとぎとのフィッシュ＆チップスとは異なり、パリパリ、サクサクの野菜チップスはダイロンの女性たちのあいだで大人気であった。

「噂うわさでは聞いていたのですが食べたことがありませんの。あれを食べてみたいですわ」

　流は行やっているとは言っても、所しよ詮せんは庶民の食べ物。貴族のご令嬢は食べないだろうし、ましてや女王が口にするものとは思えない。

「わかった、あれを買おう」

　屋台に並んで、紙の袋につつまれた野菜チップスを購入する。袋ごと彼女に手渡した。

「揚げたてだから、まだ熱いよ。気をつけて」

　近くで子供たちが奪いあうようにしてチップスを食べている。ルナマリーはそれを見て一つ頷うなずいた。一枚を指でつまんで、口の中に入れる。とたんに彼女は目を輝かせた。

「こんなにおいしいもの食べたことがありませんわ！」

　いや、宮殿で供される食事のほうがぜったいおいしいと思うのだが……。

「まあ、喜んでもらえているみたいでよかったよ」

「大満足ですわ。手づかみで食べるというのも斬ざん新しんです」

「パンを食べるときは手で持つだろ？　それと同じだよ」

「なるほど、発想の転換ですわね」

　ちょっと違うと思ったけど、相手は箱入りの女王さまだ、こんなものだろう。

「レインも一枚いかがです？」

　ルナマリーが袋ごとレインに差しだしてきた。

「ありがとう」

　ごっそり手にとり口にほうりこむ。ばりぼり、ばりぼり。

「あああ、一枚って言いましたのにっ！　わ、わたくしのチップスが……」

　恨めしそうな目をして、ルナマリーはレインを見あげる。女王ってのは案外がめついなとレインは思った。そんなふうに食べながら歩いていると、

「お兄さん、お兄さん」

　不意に声をかけられた。露店商の男がレインを手招きしている。肌が浅黒く、長く伸ばした髪をうしろで束ねていた。異様に背が高い。

「かわいい彼女にプレゼントはどうだい？」

　台の上にペンダントやブレスレット、髪留めなどが飾られていた。しかし、このようなところに並んでいる商品は三流品だ。

　レインは男の言葉を無視してとおりすぎようとしたのだが、

「ねえ、レイン。かわいい彼女ですって、ねえ、ねえ」

　ルナマリーがレインの袖そでをぐいぐいとひっぱった。頬ほおがバラ色に染まっている。

「ああ、うん」

「ほら、レイン。見てくださいな。とっても素敵ですわ」

　ルナマリーは髪留めに興味を示していた。

「お嬢さん、お目が高い！」

　露店商の男は調子よく言って、その髪留めを手にとった。四枚の白い花はな弁びらに、たった一枚だけ青いものがまじっている。

「こいつはね、シュリアンシスの花を魔法で固めた髪留めなんですぜ」

「シュリアンシスの花、わたくし、知っていますわ。占いのお花でしたわよね？」

「そうだとも」

　と、露店商の男が頷うなずく。

「むかしは戦場に向かう夫や恋人が無事に帰ってこられるかどうかを占ったんだがね、最近じゃ、もっぱら恋占いの象徴になってる」

　シュリアンシスは風の精霊の名前だ。その名前をつけられた花は、もとは真っ白い花なのだが、問いかけに対して花弁の一枚の色をかえることで吉兆を伝えたとされている。風の精霊たちは世界中に散らばっていて、それぞれが緩やかにつながっている。だから、遠い戦場にいる想おもい人びとの安否も知ることができるという故事に由来する。それがいつの間にか恋占いの花にかわってしまった。

「青は平穏を表し、想い人が無事である証拠なんだ。お守りにもなるよ？　しかもこの破格のお値段だ。どうだい、お兄さん。彼女のプレゼントに最適だろう？」

　シュリアンシスの花は高級品だ。こんなところに本物があるわけがない。おそらくは白い花の一枚を染色しただけの紛い物フエイクだろう。

　レインは隣で髪留めをしげしげと眺めているルナマリーを見やった。

　黒髪はウィッグだ。もとは栗くり色いろの髪をしている。まあ、どちらであっても彼女には似合うかもしれないと思った。だが、女王ならばきらびやかな宝石で飾るのではないだろうか。その気になればこんな偽物ではなく、本物のシュリアンシスの花でつくった髪飾りを手に入れることだってできる。

　ルナマリーはあれこれ髪に当てて、鏡を覗のぞきこんでいた。同じ花でも、それぞれ大きさもバランスも微妙に異なっている。彼女の緑柱石エメラルドの瞳ひとみがきらきらと輝いていた。

「どれが気に入った？」

「え、あ、いえ……」

　レインの問いかけに、ルナマリーは慌てて髪留めをもとに戻す。

「す、少し長居をしすぎましたわ。次にいきましょう」

「いや、好きなのを一つ選んで。それを買おう」

「……レインが買ってくれますの？」

「今日の記念にね」

　女王陛下に脅迫された記念だ。二度と経験できそうにない。

「ほら、早く選んで」

「え、えと、えと……」

　こっちは青がはっきりしていて、ああ、でもこちらのほうがちょっと大きくて、などと騒ぎながら、吟味に吟味を重ね、ルナマリーはやっと一つを選びだした。

　露店商の男にコインをわたす。男は「まいどありーっ」と大きな声をあげた。




　ウィッグに髪留めをしたルナマリーは、靴屋の硝子ガラス窓の前で立ちどまり、いろいろな角度から髪留めをした自分の顔を眺めている。

「似合っていますかしら？」

「ああ、似合っているよ。花の妖よう精せいみたいだ」

　ルナマリーは恥ずかしそうに顔を伏せた。

「あの、その、わたくし、この髪飾り、一生大事にしますわね」

「大げさだな」

「だって、レインがわたくしに買ってくれたものですから」

　と、そこへ、

「やあ、レイン」

　突然、呼びかけられてレインはふりかえる。

「ああ、メルか」

　友人であるメル・ホワイトの姿があった。短く整えた金髪ブロンド、青玉サフアイアのような瞳ひとみ、それから、かわった意匠デザインの白い衣装ドレスを着ていた。確か、ジパングの人間が着るという着物キモノとかいう衣服だ。コルセットとは違うのだろうけれど、華美な帯を腰に巻いている。そこにいつもの簪カンザシを差していた。グライムス学院の聖徒は休日でも原則制服の着用を義務づけられるが、違反したからといって、大きな罰則ペナルテイがあるわけでもない。

「ちょうどいいところで会った」

　メルがこちらに近づいてくる。

「今夜の舞台の切符チケツトがあるのだけれど、一緒にどうかな、レイン？」

「悪い。今日はダメなんだ」

「……そうか」

　メルは少しばかり肩を落とした。

「急だったし仕方がないね」

「次はつきあう。約束するよ」

「ぜったいだよ？」

　と言ったところで、メルの視線がレインの背後に注がれた。

「あれ、そちらはどちらさまかな？」













　ルナマリーはレインの背後で隠れるようにしていたのだが、当然ながら完全に隠れられるわけもなく、早々に見つかってしまった。

　まあ、いい。こういう場面も想定していなかったわけじゃない。

「彼女はルナだ。知人の妹君だよ」

　メルに紹介し、つづいてルナマリーに向きなおる。

「彼女はメル。ぼくの友人だ」

「メル・ホワイトという。よろしく」

　メルが手を伸ばし、ルナマリーがおずおずとその手を握った。

「戦挙管理委員会のミス・ホワイトですね？　よろしくお願いしますわ」

　あらかじめ、レインの顔見知りの情報をごく簡単にルナマリーに伝えてあった。メルなら魔法認定〈ＬＥＶＥＬ４ストラングラーズ〉で、戦挙管理委員会に所属しているとか、オスカーなら同じく〈ＬＥＶＥＬ４ストラングラーズ〉で、封規委員会に所属しているなど、だ。手を抜かずにおいてよかった。

　しかし、メルはなにやらそこで訝いぶかしげに目を細めた。

「きみとはどこかで会ったことがあるような気がするな」

　ぴくり、とルナマリーが肩を揺らす。

「そ、そうですの？」

「そりゃ学院のどこかですれ違ったりしているだろ」

　レインはすかさずフォローを入れた。ルナマリーはグライムス学院の制服を着ているのだから、当然、聖徒という設定である。まさかメルが聖徒全員の顔を見知っているということもないだろう。

「ふむ、そう言われればそうか」

　どうやら納得してくれたみたいだ。

「それよりも、その着物キモノ、すごくキレイだな」

　レインは積極的に話題をそらす。

「な、なんだい急に？」

　メルは頬ほおを赤くした。

「いや、いつもと雰囲気が違うから驚いたよ。まるで花の妖よう精せいだな」

「そ、そうかな？」

「ああ」

「……お、おだててもなにもでないよ？」

「本心さ」

「きみは口から先に生まれてきたような男だから信用ならないね」

　などと言いながらも、メルは機嫌をよくしたようだ。それ以上、ルナマリーのことを深く追及してくるようなこともなかった。

「それでは、ボクはいくよ」

「ああ、また今度、舞台にはつきあうから」

　メルが去っていくのを見送る。やがて喧けん騒そうの中に紛れ、メルの姿も見えなくなった。

「ふう、あぶなかったな」

　レインは額の汗を拭ぬぐってから、ルナマリーをふりかえった。すると、どういうわけかルナマリーがふてくされたような表情を浮かべていた。

「あれ、どうかした？」

「……わたくし、レインのこと見誤っていたようですわ」

「どういうこと？」

「レインは女の子を褒めるのが上手なのですわねっ」

「えっと……ひょっとして怒ってる？」

「べつに怒ってはいませんけどっ」

　怒っていないと言うわりには、なんだか口調がとげとげしい。さっきまで上機嫌だったはずなのに、どうしたのか。

「レインは、わたくしのこと、お花の妖よう精せいみたいって言ったのに、あの子にも……」

「え、なに？」

　最後のほうはよく聞こえなかった。

「なんでもありませんわ」

　ぷいっとルナマリーは横を向いてしまった。

　なんなのだろう？　まあ、いいか。

「さて、そろそろいい時間だし、昼食にでもしようか」





　　　　†






　窓から入ってくるそよ風がカーテンを揺らす。

　リリアは窓辺に腰かけているスピカの黒くて豊かな髪に櫛くしをとおした。

「スピカの髪はキレイだね」

「えへへ」

　リリアの言葉にスピカは恥ずかしそうに笑う。足をぶらぶらさせた。

「リリアさんは、なんだかスピカのお姉ちゃんみたいなのです」

「お姉さん、いたの？」

　スピカはスタンルードから逃れてきた難民の一人だ。スタンルードは、先の世界大戦ワールド・ウオーで、連合国が制圧した国の一つである。内政が不安定で、政府軍と革命派との衝突がつづいていた。ブリトニアは政府軍を支援しているはずだ。

　擬態魔法をくりかえして逃げてきたスピカは、あまりにも多くのものに擬態をしすぎたせいで、自分が本当はどんな姿をしていたのか、名前はなんと言ったのか、どこに住んでいて、家族が何人いたのか、そういうことをすべて忘れてしまったのだそうだ。レインからそのように聞かされている。

「わからないのです。スピカは頭がよくないので、なにも覚えていないのです。でも、リリアさんはあったかくて大好きなのです」

　言って、スピカはまたちょっと笑った。

　家族のことを覚えていない。それはどんなに悲しいことなのだろうか。

　スピカが、「わたしは」と言うところを「スピカは」と言うのは、もしかしたら、その名前を忘れないようにするためなのかもしれない。ふと、そんなことを思った。

　ひょんなことから、スピカはリリアの折れてしまった魔銃剣ガンブレードに擬態をしてくれて、一緒に戦うようになった。彼女は思いだしたかのように「お役に立ちたいのです」と言う。自分に言い聞かせるように。まるで自分の存在意義を誰だれかの役に立つことでしか見いだせないかのように……。

「ねえ、スピカ」

「なんですか、リリアさん？」

　リリアはうしろからそっとスピカの小柄なからだを抱きしめてあげる。スピカはリリアの腕の中にすっぽりとおさまってしまった。

「ど、どど、どうしたのですか、リリアさん？　スピカ、女の子ですけど、ドキドキしちゃいます……」

「スピカは優しい子よ」

　リリアはそっと言った。

「わたしはスピカといられるだけで楽しいわ」

「……でも、スピカはお料理へただし、お掃除へただし、みんなを困らせてばかりで、役立たずなのです。誰かの役に立たなきゃ、スピカなんかいる意味ないのに」

　言いながらスピカは笑った。

「そんなふうに言わないで。わたしはスピカがいてくれるだけで嬉うれしいわ」

　少しのあいだスピカはなにも言わなかった。リリアは黙ってスピカを抱きしめつづけ、スピカは静かに抱きしめられつづけた。やがてスピカがぽつりとこぼす。

「本当ですか？」

「本当よ」

　ちゃんとスピカに届くよう心をこめてリリアは言った。

「スピカはそもそも役立たずなんかじゃないわ。お料理もお掃除も一生懸命じゃない」

「でも、スピカ、友達いたことないので、どうすればいいのかわからないのです」

「そのままでいい。わたしはずっとスピカの友達だし、レインだってそうよ」

「レイくんも……？」

「うん」

　リリアは頷うなずく。

　けれど、スピカはうつむいてしまった。小さな手を組みあわせたり、さすったりする。

「スピカはレイくんのこと、本当はちょっぴり、怖いのです」

「え？」

　スピカの思いがけない言葉にリリアは驚いた。

「これ、レイくんには内緒にしてくれますか？」

「うん。内緒にする」

「リリアさんがここにくる前のレイくんは、もっとピリピリしてました。あんまり笑わないし、笑ってても、目が笑ってないし」

「笑わない……」

「いつもなにかに怒ってるみたいな感じでした。だから、スピカはレイくんが苦手でした」

「そうなんだ」

「でも、最近のレイくんは前より優しい気がします。今のレイくんはちゃんと笑えてるみたいな気がします。そんなに怖くなくなりました。スピカ、毎日ちゃんと楽しいです。リリアさんとレイくんとスピカとアヴリルさんとで、なんだか家族みたいで楽しいです」

　スピカはにへっとリリアに笑いかける。

「レイくんには言っちゃダメなのですよ？」

「うん、約束する」

　スピカに返事をしながら、リリアは頭の片隅で考えていた。

　レインとリリアとはどんな関係なのか？

　友達──ではない。利用し利用される関係は、レインがイヴリン・ブラッドベリとかわした『契約』と同じものだ。そんなものを友達とは呼ばない。

　女王陛下のお茶会以降、レインとはあまり話せていなかった。会話をしていないわけではないけれど、意識的にも無意識的にも重要なことは避けていた。

　リリアを襲う発作や、指輪のこともなにも……。

　リリアはそっと右手の人差し指にある指輪に触れる。亀き裂れつは残されたままだ。

　いつもなにかに怒っているようなレイン。それは普段のレインからは程遠いような気もしたし、容易に想像できるような気もした。彼はこの国を転覆させようとしているのだから。そのためにレインはリリアの力を欲している。

　けれど、今のリリアでは──。

　そのとき急に、窓の外から声が聞こえてきた。

「──ちょっと訊ききたいんだけど、前に使っていた黒のウィッグってまだ持ってる？」

　今まさに話題にあがっていたレインの声だ。

　リリアとスピカはひょいと窓から下を見おろした。

「ウィッグですか？　ええ、持っていますけど」

　箒ほうきを手に、寮の前で掃き掃除をしていたらしいアヴリルの姿があった。その正面にレインは立っている。二人がなにかやりとりをしている。

「──あと、女子の制服も持っていたら貸してほしいんだけど」

「……わかりました。でも、なにに使うんですか？」

「うん、まあ、ちょっとね」

　レインはウィッグと女子の制服をアヴリルに借りようとしているみたいだ。

　アヴリルは一度寮の中にひっこんだ。そのとき、レインが一度こちらを見あげた。

　リリアはとっさにカーテンの陰に隠れる。しばらくしてそっと顔をだすと、レインはもうこちらを見てはいなかった。アヴリルが現れて、ウィッグと制服を貸している。レインはアヴリルに礼を言って、そこから去っていった。

　女性もののウィッグと制服なんて、いったい、なにに使うつもりなのだろうか。

「衝撃的なものを見てしまいました」

　スピカがぷるぷると震えている。

「レ、レイくんに女装の趣味があったなんて……」

「え!?」

　アヴリルもそのようなことを言っていた。確かに趣味はひとそれぞれだけれども、レインにかぎってまさかそんな。

「こうしてはいられませんよ、リリアさん！　尾行です、尾行！　決定的瞬間を写真に残し、レイくんを脅すネタにしなくてはっ！」

　しんみりとしたスピカはどこにもいなかった。今は思いついたイタズラに目を輝かせている。

「ちょ、ちょっとスピカ？」

「スピカはここぞという瞬間に、カメラに擬態します。リリアさん、すぐにレイくんを追いましょうなのです！」

　べつにレインが女装をするとは思わなかったけれど、リリアもレインのことが気にならないわけではなかった。なので、スピカとともに急いで寮を飛びだす。

　けれども寮の外にレインの姿はなく、二人は早くも彼のことを見失ってしまった。

「レイくん、いなくなっちゃいましたね」

「もともと、レインは買いだしにいったはずよ。町に向かったに違いないわ」

　二人並んで、町につづく坂道をおりていく。

　しばらくすると、大勢のひとで賑にぎわうとおりにでた。スピカはひとごみが苦手なので、リリアのうしろに隠れる。戻ろうかとリリアが提案してもスピカは「だいじょうぶなのです」と言った。手をつないで二人でレインをさがす。

　その甲か斐いあって、リリアたちはレインを見つけることに成功する。

　靴屋の前だ。異国の衣装ドレスを着たメル・ホワイトとレインが話をしているところだった。レインは女装などしておらず、いつもどおりのだらしない格好だった。

「あっ」

　レインのすぐうしろにもう一人女の子がいる。黒い髪にシュリアンシスの花の髪飾りをしており、グライムス学院の制服を着ていた。

　すぐにぴんとくる。あの黒髪はウィッグだ。着ている制服もアヴリルに借りたものに違いない。レインはそれらをあの少女に着用させたのだ。いったい、誰だれなのだろうかと思った。リリアたちがいる場所からは、少女の顔までは見えない。

　リリアとスピカは積みあげられた木箱のうしろに隠れながらレインたちを観察した。そんな二人のことを訝いぶかしげに見るひともいたが、ほとんどは無関心にとおりすぎていく。

「あのひとは誰なのでしょうか？」

　スピカがリリアを見あげてきた。

「……わからないわ。ここからだと顔が見えないし」

　リリアはレインとメルの会話に耳をすませた。

「それよりも、その着物キモノ、すごくキレイだな」

「な、なんだい急に？」

　メル・ホワイトが恥ずかしそうに笑うのが見えた。

「いや、いつもと雰囲気が違うから驚いたよ。まるで花の妖よう精せいだな」

「そ、そうかな？」

「ああ」

「……お、おだててもなにもでないよ？」

「本心さ」

「きみは口から先に生まれてきたような男だから信用ならないね」

　同感である。レインの言うことを真に受けてはいけないのだ。

　それからもう少し会話をつづけたあと、

「それでは、ボクはいくよ」

「ああ、また今度、舞台にはつきあうから」

　メルはレインにわかれを告げてその場から去っていく。レインは手をふって彼女を見送った。

「ふう、あぶなかったな」

　レインは額を拭ぬぐうような仕草をしてから、背後に立つ少女をふりかえる。

「あれ、どうかした？」

「……わたくし、レインのこと見誤っていたようですわ」

　少女がふてくされたような口調で言った。

「どういうこと？」

「レインは女の子を褒めるのが上手なのですわねっ」

「えっと……ひょっとして怒ってる？」

「べつに怒ってはいませんけどっ」

　なにやら、女の子を怒らせてしまったようだ。彼女はぽつりとなにかを言ったが、それはリリアのところまでは届かなかった。

「え、なに？」

　レインのほうでも聞こえなかったらしい。

「なんでもありませんわ」

　ぷいっと少女が横を向く。黒髪の毛先がふわりと跳ねた。

　瞬間、鳥肌が立つ。

「ぁ」

　少女の顔が見えてしまったのだ。あれは──。

「どうかしたのですか、リリアさん？」

　スピカが不思議そうにリリアを見あげてくる。けれど、リリアはとっさに返事ができない。少女の正体に驚いたというのもあるし、なにより──。

　レインが少女の態度に肩をすくめてから、こちらを見たのだ。

「さて、そろそろいい時間だし、昼食にでもしようか」

　レインの言葉に、リリアとスピカはその場から身動きがとれなくなる。

「一緒に食べるだろ、二人とも」





　　　　†






「い、いつから気づいてたのよ？」

　リリアが紅玉ルビーの瞳ひとみを鋭くさせて、こちらを睨にらみつけてくる。

「アヴリルから変装道具を借りたときかな」

　レインは油で揚げたチキンを頬ほお張ばりながら答えた。

「……さ、最初から」

　リリアはスプーンを持ったまま愕がく然ぜんとした表情を浮かべている。

「少しのあいだ姿が見えなかったから諦あきらめたんだと思ったよ」

　リリアは「むぅ」とくちびるをとがらせた。

「リリアもスピカも尾行には向いてないな」

　リリアはただでさえ目立つし、スピカもちょこまかしているのでやはり目立つ。

「って言うか、なんで尾行なんかしたんだよ？」

「そ、それは……」

　ごにょごにょ、とリリアは口をにごした。

「ま、どうせアヴリルと同じような勘違いをして、それでもって、ぼくが女装しているところを写真におさめて弱みを握ってやろう、とかそんなところだろうけど」

「ぐぬ」

　図星だったらしい。どうせ発案者はスピカだろう。そう思って彼女を見やる。スピカはかちんこちんに固まっていた。心なしか顔色も悪い。

「……どうかなさいましたの、スピカ？」

　ルナマリーがスピカに話しかける。スピカはびくんっと反応した。

「は、はひっ。だ、だいじょうぶなのです！　なんともないのれす！」

　だいじょうぶではないなと思った。レインと一緒にいた少女が女王だとわかってからスピカはこの調子だ。緊張しているらしい。それくらいの分別はあったと見るべきか。

　レインたちがいるのは町の中にある大衆食堂の一角だった。お昼時なのでかなり混雑している。店内は活気にあふれていた。学院の中にある食堂にくらべると味は劣るが、値段は手ごろだ。まさか、誰だれもこんなところに女王陛下がいるとは思わないだろう。

「どうして最後までわたしたちをふりきろうとしなかったのよ？」

「リリアもスピカも、誰にも告げ口したりしないだろうし、そこは信用してるからね。むしろ協力してもらおうかな、と」

　ルナマリーは緊張のあまり凍りついているスピカの頬ほおをつんつんとつついていた。

　リリアがそんなルナマリーに目を向ける。

「よくお一人で学院寮までこられましたね」

「それはもう大冒険でしたわ」

　言ってから、ルナマリーは人差し指をたてた。

「でも、リリア。今、わたくしは極秘作戦中なのですわ。わたくしのことはルナとお呼びなさい。あと、もっと普通にしゃべりかけること。いいですわね？」

「極秘作戦、ですか」

「かしこまった態度も禁止ですわ」

「えっと……」

　リリアがレインに困惑した表情を見せる。

「どこに王室が派遣した捜索隊の者がいないともかぎらない。彼らに見つかってはいけない。そういうゲームみたいなものだと考えてくれ」

「こんなことして問題にならないの？」

　リリアは声をひそめてレインに訊たずねてくる。

「なるに決まってるだろ」

「まずいじゃない」

「まずいんだよ」

「どうするのよ？」

「彼女に満足して帰ってもらうしかない。ぼくは脅迫されているから、選択肢はそれしかないんだ」

「脅迫？」

「言うことを聞かなければ、女王を誘拐したということにされる」

「げっ」

「きみも、もう立派に誘拐犯の一味だぜ？」

「協力って、共犯者にする気だったの？」

「そうともいう」

　リリアがあらためてルナマリーに目を向けていた。

「わたくし、こういうところで食事をするのははじめてですわ。友人と一緒というのもわくわくしますわね。とても楽しいですわ」

　リリアがレインに視線を戻す。リリアもまたレインが考えたように、女王の座に担ぎあげられた一人の少女の内面を想像したのか。

　あるいはまったくべつのことを思ったのか。目は口ほどにものを言うEyes are as eloquent as the tongue.なんていうけれど、どうなのだろう。口にしなければ、そのひとがなにを考えているかなんてわからないものだ。レインが推測しただけで、リリアが本当はどんなふうに思ったのかなんてわからない。

　リリアは再度ルナマリーに目を向ける。

「わかったわ、ルナ。よろしくね」

　少しすると、スピカの緊張もほぐれ、ぽつぽつと会話ができるようになった。やがて、先日の伯爵邸からアヴリルを奪還したときの話を誇張して伝えはじめる。

　ルナマリーはスピカの話に目を輝かせていた。




　大衆食堂をでてからは四人で町の中を歩いた。露店をひやかし、屋台でお菓子を買って食べた。二度ほど、王室が手配したであろう捜索隊らしき者たちを見かけたが、やはり隠おん密みつ行動を義務づけられているらしく、行動は控えめだった。彼らが変装しているルナマリーに気づいた様子もなかった。とはいえ、見つかるのも時間の問題か。そろそろ、ルナマリーには宮殿に戻ってもらわなければならないだろう。気が咎とがめないわけではないが、それが彼女の仕事だ。

「あれはなんでしょうか？」

　不意にルナマリーが指さす。そちらに目を向けると、公園に大勢のひとが集まっているのが見えた。なにかの催し物が開かれているのだろう。公園や広場で芸を披露し、金銭を稼ぐ者たちがいる。許可を得ずにやると違法なのだが、たいていは黙認されていた。

「いってみましょうですわっ！」

「はいなのですっ！」

　ルナマリーとスピカが駆けだす。

「ちょっと待て」

　だが、レインの制止の声を二人は聞いていない。ひとだかりの中に飛びこんでいってしまった。レインとリリアも慌てて二人のあとを追う。

　みんなが見物しているのは子供たちによるダンスパフォーマンスだった。音楽にあわせて、見たこともないユニークな動きを披露する。機械のように動いて見せたかと思えば、関節がないようにくねくねと動いたりもする。まるで新しい武道のようでもあった。

　しかし、そちらに気をとられているひまはない。ルナマリーもスピカも小柄なので、ひとごみの中に交じってしまうと容易に見つけることができないのだ。

「ルナ！　スピカ！　返事をしろ」

　ひとの波を縫うようにしながら呼びかける。見物人たちはレインとリリアに迷惑そうな目を向けた。でも、そんなものを気にしてなどいられない。

　突然、歓声とともに拍手が打ち鳴らされた。ダンスが終わったようだ。ひとびとは子供たちが用意した箱や帽子の中にコインや紙幣を投じていく。チャリン、チャリン、と硬貨が跳ねる音がする。

　そのとき、ふとスピカのうしろ頭が見えた。

「スピカ！」

　レインの呼びかけにスピカがこちらをふり向く。

「レイくん、レイくん、すごかったですね！」

「すごかったじゃないよ、勝手にいなくなるなよな。ルナはどこだ？」

　スピカは一人だった。

「え、なに言ってるです？」

　スピカは首を傾かしげる。

「ルナさんなら、スピカと手をつないで──」

　スピカの手にはなにもなかった。

「え、そんな、だって、今まで手の感触もあったですのに……」

　スピカがおろおろと慌てだす。

「どういうことなの？」

　リリアがスピカに問いかける。スピカは顔を青ざめさせた。

「スピカ、ちゃんとルナさんの手をつないで……」

　レインは素早く周囲に視線を配る。集まっていたひとたちはゆっくりと解散をはじめていた。その中にグライムス学院の制服は見当たらない。

「ルナ！」

　大きな声で呼びかける。けれど反応はなかった。

「ねえ、これ、まずいんじゃないの？」

　リリアが不安そうな目を向けてくる。

　まずいどころの騒ぎではない。

　ルナマリーが消えたのだ。消えてしまったのだ。あまりにも唐突な消失。

　さらわれたというのか？　いや、こんな一瞬で、しかも大勢のひとがいる中、どうやって？　誰だれにも気づかれずにルナマリーを連れ去るなんてことは不可能だ。ならば、ルナマリーは自分の意志でここを去ったのか？

　いや、スピカは手を握っているルナマリーが消えたことに気づかなかった。いくらなんでも、手をはなす瞬間に気づかないはずがない。なんらかの魔法が行使されたとしか考えられなかった。何者かが魔法を発動させて、ルナマリーをこの場から連れ去った。

　ルナマリーをさがしていた王室の者か？　変装を見破り、彼女を連れ戻した？　その可能性もゼロではないが……。

　そのとき、レインは地面にあるものが落ちていることに気づいた。

「これは……」

　しゃがんで、それを拾いあげる。

「レイくん……なんなのですか、それ？」

　スピカが不安げに訊たずねてきた。

「……ありえない」

　レインはそれを強く握りしめた。

「なにかの間違いだ」

　呟つぶやき、そのまま駆けだす。

「レイン！」「レイくん！」

　リリアとスピカの声がして、レインは一度だけふりかえる。

「二人とも、この付近にルナがいないかさがしつづけてくれ。ぼくは一度学院へ戻る」

「ちょっと待ってよ」

　リリアに呼びとめられたが、今度はふりかえらずに走りだす。何人かと肩がぶつかった。罵ば声せいを浴びせられたがかまわない。とおりの角を飛びだすと、大型の混合動力車ハイブリツドキヤリツジに接触しそうになった。とまらずにボンネットを飛び越えた。背後から怒鳴り声がしたが、それも無視した。ひとの波を縫い、町を抜け、グライムス学院につづく坂を駆けあがる。息が切れ、汗が噴きだした。

　やがて、女子寮の建物が見えてくる。

　女子寮には男子の立ち入りに制限がある。だが、そんなものを気にしている余裕もなかった。レインは寮の入口を許可なく抜けると、そばにいた女子聖徒につめ寄る。

「メル・ホワイトの部屋は何号室だ？」

「え、なに、なんで男子が……」

「早く教えてくれ！」

　レインの剣幕に押されて、女子聖徒は「二〇一号室だけど」と答えた。

「ありがとう。それから怒鳴って悪かった」

　レインはすぐさま階段を駆けあがった。寮内の女子がことごとくレインのことを見つめている。立ち入りに制限のある男子の姿があるのだから仕方がない。

　二〇一号室を見つけ、レインは扉を何度もノックした。

「メル！　ぼくだ、あけてくれ！」

　ややあって扉が開く。

「はいはい、そんな叩たたかなくてもすぐあけるわ、よっ……あれ？」

　扉をあけてくれたのはメルのルームメイトのマーガレット・クルスだった。頬ほおにはそばかすが浮いている。メルと同じく魔力認定は〈ＬＥＶＥＬ４ストラングラーズ〉で、Ｂクラスに所属していたか。オスカー・ベネトン封規委員長のファンクラブにも入っていたはずだ。

　マーガレットはレインの顔を見て、目をまるくしている。

「え、なにごと？」

「メルはいるか？」

　レインは乱れた呼吸を整えながら訊たずねた。いくつかの扉が開かれて、好奇の視線が注がれている。

「メルメル？　いないけど……。今日はお芝居を観みにいくって外出許可をとってたはず。遅くなるんじゃないかな」

　昼間会ったときもそんなことを言っていたか。

「あいつは本当に芝居を観にいっているのか？」

「なにそれ？　あたしが嘘うそ言ってるってこと？　　って言うか、ここ、女子寮なんだけど？」

「わかってる。騒がせてすまない。すぐにでていくよ」

　レインはずっと握りしめていたものに視線を落とした。

　ルナマリーがいなくなった場所に落ちていた──簪カンザシを。

「これに見覚えは？」

「あ、それ。メルメルの簪カンザシ。どしたの？」

「メルのものに間違いないか？」

「と思うけど。届けにきてくれたの？」

「まあ、そんなところだ」

「悪いけど、本当にメルメルはいないのよ」

「そうみたいだな」

「わたしておいてあげよっか？」

「……いや、自分でわたしたい。かわりに一つ頼まれてくれないか。メルが戻ったら、レイン・レッドハートが会いにきたと伝えてほしい」

「べつにいいけど」

「頼んだよ」

　レインは踵きびすをかえし、女子寮をでた。いつの間にか、日が傾きはじめていた。一度大きく息を吸いこみ、そのまま校舎のほうへ向かって走りだす。念のためにメルがいそうな場所を確認しておかなければならない。ひとまずは戦挙管理委員会の会議室を目指すことにした。

　いったい、なにが起きているのか。どうして、ルナマリーが消えた場所にメルの簪カンザシが落ちていたのだろうか。ただの偶然なのか。それとも、ルナマリーの消失にメルがかかわっているのか。

　そんなバカな。そんなことはありえない。メルがそんなことをするはずがない。

　仮にメルが関係しているのだとしても、こんなにわかりやすいものを現場に落としていくわけがない。レインの知っているメルはそんなに間抜けじゃない。

　だとしたら、何者かがメルに濡ぬれ衣ぎぬを着せようとしているのか。

　それは誰だれだ？　ルナマリーはどこへいった？　ルナマリーの失しつ踪そうと簪カンザシとの関係は？

　ふと冷たいものが胸に忍びこんでくる。

　メルもまた誘拐されていたとしたら？

「おい、レイン、きさまなにしてる？」

　不意に名前を呼ばれて、レインは立ちどまった。声がしたほうに目をやれば、イヴリンの姿がそこにあった。傾きつつある日差しを受けて、白銀の髪がかすかにオレンジ色に染まっている。

「イヴ！　ちょうどいい。メルを見なかったか？」

「戦管の小娘か？　いや、見ていないが？」

「……そうか」

「そんなことよりも、きさま！」

　イヴリンが突然声をあげた。目をつりあげる。

「なんだよ？」

「今日一日、このわたしをほったらかしにしたなっ！」

　イヴリンは小柄なからだを大きく見せようとしてか、両手を高くあげた。

「きさまは、もっとわたしのことをかまわないとダメなんだぞっ！」

「悪いが、今はそれどころじゃない。緊急事態なんだ」

「ふん、緊急事態だと？」

　イヴリンが片方の眉まゆを訝いぶかしげに持ちあげる。

　この際、イヴリンにも協力してもらったほうがいいかもしれない。すべてを話そう。

「ああ、実は──」

　言いかけていると、不意にイヴリンが強くレインの服をひっぱった。レインはその場でひき倒されてしまう。

「つっ！　おい、いきなりなにを──」

　イヴリンは輝く金色ゴールドの瞳ひとみを鋭くさせ、一歩前にでた。そして、威圧的に言う。

「なんの用だ、オスカー？」

　肩まで伸ばしたアッシュブルーの髪、獲物を狙ねらう鷹たかの目、そして封規委員の者だけが着ることを許された白いコート。オスカー・ベネトン封規委員長がそこに立っていた。

　うしろには十数名の封規委員たちが控えている。

「きさまに用はない、ブラッドベリ」

　言ってから、オスカーはレインを見た。その瞳にはいつもの敵意だけでなく、軽けい蔑べつのようなものもまじっている。

「大変なことをしでかしてくれたな、フォックス」

「なんのことですか、封規委員長？」

　レインは立ちあがった。

「悪いですけど、今はあなたの相手をしている場合じゃないんですよ」

「逃げるつもりか？」

「逃げる？　なんの話です？」

「賭かけ試合などとはわけが違うのだぞ」

　そのときだ、オスカーのうしろから冴さえない風ふう貌ぼうをしたメガネの男が現れる。

　クイーン・ルナマリーの家庭教師、ギルバート・ダーリントンだ。

「……レインくん」

　相変わらず、彼は野暮ったい衣服に身をつつんでいた。粗末というわけではないが、いかにもパッとしない。赤い宝石の指輪も古臭いものだ。伸ばしっぱなしの髪、分厚いメガネのせいで目を見ることができない。レインの知っている彼は、それでもにこやかな印象があったが、今はひどく顔色が悪く、くちびるも震えていた。

「クイーンが……クイーンがいなくなってしまいました」

　ギルバートは悲ひ愴そうな声をあげる。

「身代わりの機械人形オートマタが残されていて、発覚が遅れてしまったんです。それでも、はじめはご自分で宮殿から脱走したのだと思いました。けれど……」

　分厚いメガネをとおして、ギルバートはレインを見つめた。

「今日、彼がしゃべったんですよ」

「彼……」

「クイーンの命を狙ねらった彼です。エドワード・ヒューストン。今日になって、突然彼は話しはじめました。すべては──きみの計画だと」

　レインは言葉を失う。

「きみは、かの反逆者レッドハートの息子なのでしょう？　それでも、わたしはきみと父親のことなど関係ないと思った。なのに、きみは……きみもこの国を裏切るのですか？」

「なんのことだかわかりません」

「エドワードはきみに指示されたと言っています。きみが女王に招待を受けた日に、エドワードはわざと問題を起こした。きみが女王を救うために」

「ぼくが女王を救うために……」

「そうすれば、われわれはきみを信用する。命を助けられたクイーンはわれわれ以上にきみを信じる。きみはそれが目的だったのだと」

　エドワードというあの男が、お茶会の当日に行動した理由がそれか。

　つまり、レインは誰かにハメられたのだ。

「クイーンをどこへやったのですか？　お命は無事なのでしょうね？」

「あいつはなにを言っている？」

　イヴリンはギルバートの言葉に顔をしかめた。

「彼はこう言ってるんだ」

　レインは一拍置いてからつづけた。

「国賊レッドハートの息子がクイーン・ルナマリーを誘拐したんだとね」

「バカな」

　イヴリンは吐き捨てるように言った。

　だが。

　レインとイヴリンのまわりを、ローブをまとった魔導師たちが囲んでいく。王室警備隊でも、ダイロン市警の者でもない。王室お抱えの国家認定魔導師たちだ。この状況は、言うなれば大砲を向けられているのと同じだった。

「ほう、おもしろそうだ」

　イヴリンが嗤わらう。しかし、レインはイヴリンの細い肩をつかんだ。

「必要ない」

　レインは前にでる。両手を頭にのせて、地面に膝ひざをついた。

「レイン、きさまどういうつもりだ！」

「抵抗する気はない。イヴ、おまえもおとなしくしていろ」

　レインの姿を、オスカーは不機嫌そうな顔で見つめている。騒ぎに気づいたらしい聖徒たちもまた、遠巻きにこちらを窺うかがっていた。

　魔導師たちがレインを取り囲む輪を狭めてくる。

「レイン！」

　一人の魔導師がレインの手をとり、地面に伏せさせたとき、声がした。

　豊かな赤毛が少し跳ねているのは、きっと走ってきたからだろう。この状況を見て、驚いている。リリアの隣にはスピカの姿もあった。顔は青ざめたままだ。

　二人の姿しかないということは、ルナマリーは見つからなかったということだ。レインにとっては不利な状況がつづいている。

「ちょっと、あなたたち、その手をはなしなさいよ！」

　リリアがひとだかりをかきわけてこちらに駆け寄ってこようとした。その前にギルバートが立ちはだかっている。

「とおしてください。こんなの間違いです」

「きみもクイーンの誘拐にかかわっているのですか？」

「そんなことしていません。レインもです」

「エドワードはレインくんの名前しか吐いていませんが、きみからお話を伺うこともあるでしょう。寮で待機していてください」

「今この場で話します。ぜんぶ誤解で──」

「だいじょうぶだよ、リリア」

　レインはリリアを制して言った。

「なにも問題ない」

「問題ないって、そんな……」

　うしろにまわされたレインの手首に手錠がかけられる。魔法を使えなくさせるものだろうが、もともとレインに魔法なんて使えない。抵抗しているわけでもないのに、魔導師はレインを乱暴に立たせて頭を小突いた。それを見たイヴリンがギリと歯ぎしりをする。

「きさまら」

　そんなイヴリンに向けて、レインは笑いかけた。

「大したことじゃない。そう怒るな」

「きさまは無実だろ？　無実に決まっている！　なぜ反論しない？　不当に扱われているのだぞ？　矜持プライドはないのか？」

「矜持プライド？　それってうまいのか？　いくらで買える？」

　イヴリンが強くレインを睨にらむ。

「きさまはバカだ！　愚か者だ！」

　レインはあくまでもにこやかに答えた。

「褒め言葉として受けとっておくよ」

「ひとのセリフをとるな！」

「いいか、イヴ。おとなしくしているんだ。わかったな？」

「わたしに指図するな。必ずきさまを助ける。首を洗って待っていろ」

「なんだよ、それ」

　あたりは騒然としている。

　レインは魔導師たちによって護送車の中に押しこめられた。






第三章　逃亡者は眠らない






　その部屋には自分と同じ境遇の子供たちがたくさんいた。

　いくばくかの金銭とひきかえに家族や集落から売られてきた子供たちだ。

　意外にも泣きわめく子供は少なく、みんな、運命を受け入れているようだった。

　ある者は臓器を奪われるだろう。ある者は金持ちの慰みものとなるだろう。

　ある者は実験施設に送られ、ある者は使い捨ての兵士として戦場に送られる。

　抗あらがうことはむだであると知っていた。

　諦あきらめてしまったほうが心穏やかでいられる。

　部屋の中から顔見知りがへっていく。同時に、あらたな子供が補充される。

　総体として子供の数は常に一定だった。

　いずれ、自分の番がやってくる。

　そのはずだった──。
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　調書室の窓には鉄格子がはめられていた。そこから見える空はすでに暗い。

　レインの前には強こわ面もての警部が座っている。体格がよく、左腕に軍用の機械義手を接続している。退役軍人か。大して広くもないその部屋に、二人きりで閉じこめられていた。

　尋問が開始されて、すでに一時間が経過している。

「女王陛下をどこへ連れていった？」

　警部が強く机を叩たたいた。

「ご期待に添えずに申しわけないですが、ぼくはなにもしていません」

　ルナマリーの誘拐とされるものは二段階にわけることができる。

　第一段階として、ルナマリー自身が身代わりの機械人形オートマタを残して宮殿から脱走した。

　第二段階として、レインたちと行動中にルナマリーが謎なぞの失しつ踪そうを遂げた。

　レインにはこの二つの事象が見えているが、ほかの者にはルナマリーの失踪という部分しか見えていない。レインが疑われるのも無理はなかった。なにをどう説明しようと信じてはもらえないだろう。裏付けるだけの証拠も提出できない。レインにかけられた容疑を晴らすには、ルナマリーを見つけ、彼女に証言してもらう以外になかった。

　強面の警部がレインを睨にらみつける。

「エドワード・ヒューストンと二人で計画したわけではあるまい。仲間の名前を言え」

　レインは肩をすくめた。

「エドワード・ヒューストンというひとをそもそも知りません」

「おまえ、天空競技場での事件とフィッシュボーン伯爵の事件、どちらにもかかわっているな？」

「グライムス学院の聖徒ですからね」

「今、すべてを話せば極刑は免れるよう進言してやってもいい。まだガキだからな。だが、このままだと困ったことになるかもしれないぞ？」

「ぼくはなにも知りません。エドワード・ヒューストンというひとが、ぼくの名前をだしたというのなら、彼に会わせてください」

　そう、彼に会う必要がある。どういうつもりでレインの名前をだしたのか。彼の目的はなんなのか。

「それは不可能だ」

　今まで前のめりだった警部が、そのひと言とともに椅い子すに深く座りなおした。

「共謀しておかしなことをしたりはしませんよ」

「そういう問題じゃない──やつは自殺した」

「……自殺？」

「今までだんまりをつづけていたと思えば、急に自供をはじめ、その揚げ句に俺の部下からペンを奪って、のどに突き刺しやがった。医療班が到着したときには出血多量でショック死していた」

「……それはおかしい」

「なにがだ？」

　警部が片かた眉まゆを持ちあげる。

「自殺をするのなら仲間の名前なんか口にするはずがありません。墓場まで持っていくものでしょう」

「いいや、おかしくもなんともないな。つまり、こういうことだ。やつはおまえの名前をゲロした。警察はおまえを首謀者だと思う。だから、こうしておまえをとり調べている。だが、俺が思うに、おまえは首謀者じゃない。言ってみればダミーの首謀者だ。まだ仲間がいるんだろ？　おまえもエドワードも蜥蜴トカゲのしっぽみたいなもんだ」

　意外にもキレる男らしい。警部の肩書きは伊だ達てではないのか。

「なるほど。確かにそれなら筋がとおりますね」

「ふん、肝の据わったガキだな。嫌いじゃない。だが、悪いが女王陛下の失しつ踪そうとなれば一刻を争う。いつまでも舐なめた態度でいると、それ相応の対応をとらざるを得なくなるぞ」

　警部が脅し文句のようなことを言ったそのとき、コンコンと部屋の扉がノックされた。

「なんだ？」

　警部の返事と同時に扉が開かれる。制服警官が顔を覗のぞかせた。

「警部、王室のダーリントン氏が、レッドハートに面会したいと仰っています」

「尋問はこちらで済ませる。おひきとり願え」

「いえ、それが……」

　制服警官は警部に耳打ちをする。話を聞いた警部は舌打ちをし、レインを睨にらみつけた。

「上からの圧力ってやつですか？」

「黙って待っていろ」

　警部は顔をしかめ、部屋からでていく。調書室にレイン一人が残された。とはいえ、扉の前には見張りがいるだろうし、窓から脱出するのは容易ではない。そもそも、今は逃げる気はない。

　少しすると扉が開いた。先ほどの警部と一緒にギルバートが姿を現す。部屋の中に入ってきたのはギルバートだけだった。なんらかの約束事がかわされたのだろう。

　ギルバートはレインの正面に座った。神妙な面持ちで口を開く。

「レインくん、なぜこんなことを？」

「ぼくは関与していません。ですが、クイーンが失踪しているのは事実です。早く手を打たないといけません。エドワード・ヒューストンという男が、なぜぼくの名前をだしたのか定かではありませんが、ぼくは彼のことを知らない。彼を調べるべきだ」

「エドワードは自殺したそうです」

「聞きました。妙だとは思いませんか？　仲間を裏切るなら自ら命を絶ったりしない。さっきの警部はそれも作戦の一部にすぎないと思っているようでしたが、やはりおかしい。まるで、口封じのようだ。エドワード・ヒューストンは自殺ではなく、殺されたのかもしれません」

「ペンでのどを突いたと聞きました。どう考えても自殺としか……」

「誰だれかに魔法で操られていたのかもしれない」

「留置所では魔法は使えません」

　そのとおりだ。署内にある調書室や留置所などでは犯罪者に魔法を使わせないためにも、そういう仕組みになっているはずだ。

　対魔法強化素材の進化はめまぐるしい。先の大戦以降、ブリトニアにかぎらず各国が魔法を無効化する研究に力を入れている。魔導師に魔法を使えなくさせるためだ。優秀な一人の魔導師は千人の歩兵に匹敵する。魔法を完全に防ぎきる技術が開発されれば、戦争の姿は大きく変化するだろう。

　だが、魔法を無効化する技術はむかしから存在してもいた。

　たとえば、翼の民アルコンテスの遺跡がそうだ。魔法を発動させるには詠唱が不可欠だが、千年以上もむかしに存在したとされている翼の民アルコンテスたちは、詠唱そのものを封じることで魔法を発動させられなくした……。

「ところで、きみの所持品の中にあったこれはなんですか？」

　おもむろに、ギルバートが透明な袋をとりだした。レインがここに連れてこられた際に持ち物の提出を命じられた。その中にあったもの──メルの簪カンザシだ。

「友人の落し物ですよ。届けようとしたところ、こんなことになってしまいました。できれば大事にしていただきたい」

「クイーンの失しつ踪そうとなにか関係が？」

「まさか」

「……そうですか」

　そこでまた扉がノックされた。ギルバートが返事をするよりも前に扉は開かれる。

「ダーリントン。悪いが時間だ」

　強こわ面もての警部が廊下から顔を覗かせる。

「……わかりました」

　ギルバートは静かに立ちあがる。それから一度レインに目を向けた。彼はなにも言わずにレインを見据えた。レインもギルバートを見つめかえす。時間にすれば一〇秒ほどか。

「こっちにも手続きがある。急いでくれ、ダーリントン」

　警部が急せかし、ギルバートは「すみません」とひと言詫わびて調書室から退出した。

「出口までご案内しろ」

　あいかわらず廊下に立ったままの警部が部下に指示をだしている。彼のうしろには制帽を目深にかぶった制服警官が一人ついていた。制服警官が中に入ってくる。

「レッドハート。おまえを移送する」

　徹夜の尋問を覚悟していた。女王の失しつ踪そうを解決させることは急務であるはずだからだ。それなのに、レインを移送させるということは、なにか新しい情報が手に入ったということなのか。

　いや──。

　制服警官がレインに立つよう指示をだした。うしろにまわり手錠をはめる。レインは制服警官をふりかえった。制服警官は鋭い目をしてレインを睨にらみつけ、乱暴にレインの背を押す。おかげでレインはよろめいた。

「もう少し優しくしてほしい」

「うるさい」

　レインは肩をすくめる。

「なにをしている。準備はできたか？」

　警部が制服警官に訊たずねた。

「はい」

「よし、いくぞ」

　手錠のかかり具合を確かめてから制服警官がまたしてもレインを押す。レインは抵抗せずに、おとなしく従った。警部が先頭に立ち、次にレインが、最後に制服警官が並ぶ形で部屋をでた。廊下を進み、階段をおりる。先頭をいく警部は一階に到着すると、裏口へつづく通路を選んだ。会話もなく黙々と前進する。出口には守衛の姿があった。

「どうされたのですか、警部」

　守衛が敬礼する。

「こいつを移送する」

　こいつ、と親指で背後のレインをさした。守衛はレインの顔をまじまじと見る。

「そんな知らせは受けていませんが……」

「俺もだよ。だが、王室からの命令だ」

「王室からの？」

　守衛は慌てたように背筋を伸ばした。

「確認するなら早くしてくれ。遅れると俺のクビが飛びかねん」

「わ、わかりました。どうぞ、おとおりください」

「ああ、それから移送用に一台車を用意してくれ」

「はい、ただいま」

　守衛は電話で誰だれかに呼びかけている。それからカギをあけ、扉を開いた。

　すでに夜の帳とばりがおりていた。レインは促されるままに外へでた。そこから短いスロープが延びているのが発光天使エンジエルフライの明かりでわかった。

　警察署の周囲には目線よりもやや高い壁があり、常緑樹が植わっている。

　ほどなく一台の警察車両タイプの混合動力車ハイブリツドキヤリツジがやってきてスロープの先に停車した。レインは後部座席に押しこめられる。車両の窓には金網がはられている。前とうしろの座席を隔てる部分にも頑丈な金網があった。

「ヴァレンタリア宮殿へ向かえばよろしいのですか？」

　運転席に座っていた警官が警部に訊たずねる。

「いや、極秘任務だ。こいつに運転させる」

　と、警部は制服警官を指名する。

「承知いたしました」

　と、運転席の警官は言って外へでた。入れ替わりにレインを連れてきた制服警官が運転席に座り、助手席に警部が座った。制服警官がゆっくりと車を発進させる。

「それにしても驚いたな、リリア」

　手錠をはずしながらレインは言った。制服警官はどう見てもリリアだった。髪はくくって制帽の中に隠しているが、意志の強そうな紅玉ルビーの瞳ひとみは隠せない。

　最初に調書室で見たときから気づいていた。

　リリアは手錠をかけた段階でレインの手にカギを握らせたのだった。

　容疑者の逃亡に手を貸すなんてバラードの名を汚すことになるのに。

「おまえはスピカなんだろ？」

「正解なのです」

　ぽむん、と音がして、助手席に座る強こわ面もての警部はスピカへと姿をかえた。

　ギルバートが入室して以降、警部は調書室へ足を踏み入れていないから、擬態魔法が無効になることもなかったわけだ。警察署内すべてで魔法が無効というわけでない以上、スピカと警部が入れ替わる余地がないわけじゃない。

「本物の警部はいったいどうしたんだ？　あ、いや、いい。聞かせないでくれ」

　リリアが制服警官の服と手錠一式とを持っているということは、警部のほかにもう一人気絶かなにかさせられた人物がいるということだ。深くは考えないでおこう。

「っていうか、レイン！」

　とがったリリアの声。

「……なんでしょう？」

「どうして弁解もせずに自分から捕まったりしたのよ？」

「ルナマリーを見つけないといけない。エドワードという男が関係しているなら話を聞く好機チヤンスだと思ったんだ」

　もちろん、願いでて会わせてもらえるものでもないだろうから、どこかで脱走し、会いにいくつもりだった。なのに、まさか、留置所内で死ぬなんて。

「エドワード・ヒューストンね。彼、死んだって……」

「自殺だそうだ」

　本当に自殺したとは思えない。誰だれかに口を封じられた。それは誰だ？　そいつがルナマリーを誘拐したやつの一人だ。警察内部に裏切り者がいるのか……。

　レインは軽く頭かぶりをふる。

「……きみこそ、なんでこんな危険を冒してきたんだ？」

「それ、本気で言ってるわけ？　聖徒会寮のまわりも警察が見張ってるし、ここまでくるのにどれだけ苦労したと思ってるの？　ブラッドベリが騒ぎを起こしてくれて、そのうちになんとか抜けてきたのよ？」

　ミラー越しに見えるリリアの顔は少し怒っているようだった。

「だから本気で言ってるならぶっ飛ばすわよ」

「……助かったよ」

「ふん、はじめからそう言ってればいいのよ」

　石畳の上を走っているために、ガコガコと車両が揺れる。

「ところで、リリア」

　レインは運転席にいるリリアに声をかけた。

「車の運転なんてできたのか？」

「できるわけないじゃない！　見よう見まねよ！」

　よく見ると、リリアは組みつくようにハンドルを握りしめている。逃げる心理が働いているのか、周囲を走る車よりも若干スピードがでている気がした。ヘッドライトで照らされているものの、視界は昼間よりも狭い。ひとでもはねたら大変だ。

「リ、リリア。落ちつけ。そのへんにとめよう」

「こんな警察署のそばじゃダメよ。安全なところまで移動してからよ」

　いや、今この車内がまるで安全ではない。レインはすっと青ざめた。助手席のスピカも顔が凍りついている。前とうしろの座席を隔てる頑丈な金網が張られているので、前に移動して運転をかわることもできない。

　まさか、こんなところでデッドエンドということはないと信じたいが……。
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　気づけば夜空は厚い雲に覆われていた。月も星もすっかり隠されてしまっている。

「……なんとか生き延びた」

　リリアのあぶなっかしい運転でも、誰だれかを轢ひくことはなかったので、レインはホッと胸をなでおろした。

　車はひと気のない倉庫街に乗り捨てる。目立つわけにはいかなかったので、フードつきのマントを入手し、頭からかぶった。今ごろ警察署では大騒ぎになっていることだろう。

「ひとまずレインを安全な場所に匿かくまう必要があるわね」

　リリアがあごに手を当てながら言った。

「ねえ、わたしから言うのも気がひけるんだけど、接続ツナギ屋さんに連絡をとって協力を頼めない？」

　無許可で魔術義手や義足などの接続をひきうける非合法医療売人だ。

　地下闘技場で賭かけ試合に参加していたレインに出資してもいる。レインの体内に回遊させている極小汎用魔法式機関ナノマシンはその一環だ。例の地下闘技場は警察のガサ入れなどもあり、現在は閉鎖されているが、近いうちにまたべつの場所で開催されるだろう。

「いや、隠れるつもりはない」

「自覚がないわけ？　レインは追われる者なのよ？」

「わかっているさ。だからってほとぼりが冷めるまで様子見なんかしていられない。接続ツナギ屋は国外逃亡の手くらいは貸してくれるかもしれないけど、そうするつもりはない。それよりも、ルナを見つけるために会わなければならないやつがいる」

「会わなければならない人物？」

　リリアの問いに対してレインはある種の覚悟を決める。

「メルだ」

「……戦挙管理委員のメル・ホワイト？」

「ああ、そうだ」

「どういうこと？　まさか、彼女がルナを連れ去ったって言うの？」

「それは……不明だ。もしかしたら無関係かもしれない。ただ、ルナがいなくなった公園にメルの簪カンザシが落ちていた」

「あ、それ、スピカも見たのです」

　小柄なスピカはマントをひきずるようにしている。大きなフードで顔の半分が埋もれてしまっていた。

「本当にメル・ホワイトのものなの？」

「ぼくの所持品は警察署で保管されている。簪カンザシも置いてきてしまったから、現物を見せることはできないが、あれは東方の国からの舶来品で珍しいものなんだ。まず間違いなくメルのものだ」

　レインは琥珀色アンバーの瞳ひとみでリリアを見つめた。

「ぼくは一度、学院に戻る」

「そんなの危険よ。賛成できない。今、警察や王室の人間が学院の警備に当たっているのよ？　レインがいくくらいなら、わたしがメル・ホワイトに会いにいくわ」

「危険の度合いで言えばきみも同じだろう。きみの動向も監視されていたんだろう？　見つかれば捕まる」

　あるいは、こうも考えられる。リリアが関与している明確な証拠がなかったから、最初はリリアを放置した。リリアが自分から動いて、容疑者であるレインに手を貸せば捕まえる大義名分が生まれる。彼らはわざとリリアを見逃したのか。

「じゃあ、どうするのよ？」

　レインは一度目をつむり、それから地面に膝ひざをついた。

「スピカ」

　小柄なスピカに目線をあわせる。

「おまえに頼みがある」

「ス、スピカにですか？」

「ああ。スピカにぼくの擬態をしてもらいたい。その状態で町を歩いてほしい。とくべつなことはしなくていいが、ぼくの格好で目撃されるんだ。警察官がうようよしているはずだから顔を見られるのがベストだ。陽動作戦だよ。レイン・レッドハートが町の中で発見されれば学院の守りはいくらか手薄になるだろう。ぼくはその隙すきに学院の中に入りこむ。言っておくが、これは危険を伴う。だから断ってくれてかまわない」

　スピカはくちびるを閉じた。ほのかに赤い瞳ひとみでレインを見つめた。

「レイくんは誰だれにものを言っているのですか？　スピカは鉛玉が飛びかう中を生き延びたつわものなのですよ。そんなのお茶の子さいさいなのですよ」

「ありがとう、スピカ。でも危険を感じたらすぐにべつのものに擬態するんだ。いいな？」

「わかっているのですよ、レイくん」

　レインはスピカのフードをはぎとり、豊かな黒髪をくしゃくしゃと撫なでた。

「借りができたな」

　スピカはほのかに赤い瞳をレインに向ける。

「……ちゃんとかえしてくださいなのです」

「ああ、約束する」

　レインは立ちあがり、今度はリリアに視線をやった。

「リリア、きみは──」

「レインについていく」

　レインの言葉を遮るようにしてリリアは宣言する。

「いや、きみこそ、どこかに隠れて──」

「レインについていくわ」

　ぐいっとリリアがレインとの距離を縮めてきた。

　意志の強さを象徴するような紅玉ルビーの目で、レインを射抜く。

「わたしだけ除のけ者にしようったって、そうはいかないんだから。それに、レインにはこんなところで捕まってもらうわけにはいかないのよ。わたしの夢を叶かなえるために、レインは必要なんだもの。レインだってわたしの力が必要なんでしょ？　だったら、約束を守ってくれるまで、はなれないんだから」

　早口でまくしたてるリリア。

「そうか。そうだったな」

「なによ、忘れてたわけ？」

「いや、なんだか、あまりにもきみといるのが自然になりすぎていたみたいだ。きみといるのが思いのほかに楽しくて、利用するとかしないとか、そんなのどうでもよくなってた」

　レインに接近していたリリアが突然レインと距離をとった。瞳ひとみをそらして、くちびるをむにゃと曲げる。

「ふ、ふんっ、騙だまされないんだからねっ！」

「騙す？　なにを？」













「そ、そんなふうに言えば、女の子がなびくと思ってるんでしょ？」

「まさか。本心だよ。きみに会えたなんて、ぼくは運がいい。いや、きみこそが、ぼくの幸運の女神なのか」

「は、恥ずかしいやつ！」

　ぷりぷりと怒りながら、リリアは歩きだしていた。





　　　　†






　マーガレット・クルスは眠れない夜をすごしていた。寮に備えつけのベッドの上で何度も寝がえりを打つ。先ほど見つけた手紙が頭からはなれない。そのせいでまったく眠気がやってこないのだ。

　レイン・レッドハートは警察署に連れていかれたきりだし、なにより……。

「ああ、もうっ」

　マーガレットは勢いをつけて飛び起きた。ベッドのスプリングがキチ、キチ、と音を立てる。レイン・レッドハートが警察署に連れていかれたのは、クイーン・ルナマリーに関係しているというもっぱらのうわさだ。実際になにがあったのかは定かではないけれど、暗殺未遂だとか誘拐計画に関与しただとか、いろいろ言われている。

　レイン・レッドハートが捕まったのは彼が二〇一号室を訪れた直後だ。

　彼はいったいなにをしでかしたのか。

「……メルメル」

　マーガレットは呟つぶやく。そのとき不意に、コツ、というかすかな音が聞こえてきた。なんだろう、と思い、マーガレットは顔をあげる。

　コツ、コツ。

　窓のほうからだ。マーガレットはそっと窓辺に立ち、カーテンをひらいた。

「──っ!?」

　マーガレットは言葉を失った。悲鳴をあげなかっただけ、自分を褒めてあげたいくらいだ。窓の向こうは寮の裏側に当たる。大きな木が生えていて、その枝の上に人影があった。夜空は厚い雲に覆われていて、月の明かりも差しこまない。けれど、発光天使エンジエルフライが何体か集まっていて、その光でそこにいる人影の顔を判別することができた。

　聖徒会執行部の書記レイン・レッドハートと、会計のリリア・マリアス・バラードだ。

　二人そろってフードのついたマントをかぶっている。

　彼らはそこから小石だか木の実だかをマーガレットの部屋の窓に投げつけていたらしい。

　マーガレットは急いで窓をあけた。

「あなたたち、なにして──」

　声をあげたマーガレットに対して、レイン・レッドハートは自身のくちびるに人差し指を当てて「静かに」というジェスチャーをしてみせた。

「悪いが中に入れてほしい。発光天使エンジエルフライはひとの存在を感知するから厄介でね」

　マーガレットは一瞬ためらったものの、すぐに思いなおした。

「早く入りなさいよ」

　レインとリリアが木の枝からマーガレットの部屋に飛び移る。マーガレットが明かりをつけようとすると、レインが「すまない。明かりはつけないでくれ」と言った。仕方なく明かりをつけるのはやめたけれど、言うとおりにするだけではしゃくだったので、ロウソクに火をともした。マーガレットが趣味で集めているアロマキャンドルだ。部屋の中に甘い香りが漂う。

「ありがとう」

　レインがマーガレットに礼を述べる。

　彼のことはルームメイトのメルが気にかけている男子だから知っている。グライムス学院はじまって以来の〈ＬＥＶＥＬ０クークス〉としても有名だ。

　リリアのほうも、バラード家の娘だということで一時期話題になった。そばかすもなにもないキレイな肌が羨うらやましかったので、とてもよく知っている。

「で、いったい、どうなってるわけ？　あなた、警察に連れていかれたんでしょ？　釈放されたの？」

「メルに会いにきたんだ」

　マーガレットの質問には答えずに、レインが言った。

「だが、この様子からすると、あいつはいないみたいだね」

　そう、メルはとっくに門限をすぎているのに寮に戻っていないのだ。心配になったので寮監には伝えてある。寮監も同じく心配していて、警察に相談したようなのだが、今夜はレイン・レッドハートの騒ぎもあって、どうも後回しにされているらしかった。

「ねえ、彼女の居場所についてなにか知らない？」

　リリアが訊たずねてくる。彼女と言葉をかわすのは、これがはじめてだ。

「あたしは知らない。でも……」

　マーガレットは二人に背を向け、自分の机に向かった。ひきだしをあけ、中から大きめのカギをとりだし、レインに差しだす。

「夕方ごろには気づかなかったんだけど、これ、あなたに」

「ぼくに？」

　マーガレット宛あてにメルからの手紙が一通あり、レインがここを訪れるだろうからそのカギをわたしてほしいとのお願いと、今晩は帰れないという旨が書き記されていた。手紙に気づいたのは寮監にメルが戻っていないと告げたあとだった。すぐには発見されないようにしたのだろう、マーガレットの枕まくらの下に隠されていた。

　レインは受けとったカギをしげしげと眺める。

「それだけ？　ほかには？」

　リリアの問いにマーガレットは首を横にふる。手紙の中にもカギをわたすようにとしか書かれていなくて、どこのカギなのかは記されていなかった。

「いや、だいたいわかった」

　レインは一人頷うなずいている。ダークブラウンの髪をくしゃりとかきあげるのは、彼のくせなのだろうか。

「ねえ、いったいなんなの？」

　マーガレットはレインを見据える。

「メルメルは帰ってこないし、わけわかんない。あなたが警察にいったのと、メルメルが帰ってこないことと、なにか関係があるの？　知ってるなら教えてよ」

「きみは知らないほうがいい」

「なにそれ？」

「そもそも、ぼくもなにが起きているのかわかっていない」

「ふざけないで」

　レインにつめ寄り、マントの胸ぐらをつかむ。

「さっきまで警察は出入りしてたし、なんか変なのよ。メルメルになにかあったの？　どうなの？　言いなさいよ！」

「ちょ、ちょっと」

　リリアがレインからマーガレットをひきはがそうとした、そのときだ。

　今度は扉がコンコンとノックされる音が響いた。

「あ、メルメルが帰ってきたのかも」

　とっさにそう思ったマーガレットはレインから手をはなした。急いで扉に駆け寄り、カギをはずす。

「メルメル、こんなに遅くまでどこに──」

　言いかけた言葉は途中で失われてしまった。それもそのはずだ。

　マーガレットの目の前に立っているのは──、

「オ、オオオ、オスカーさま」

　マーガレットの憧あこがれの人物、オスカー・ベネトン封規委員長だったのだから。

　端整な顔立ち、やや長めに伸ばされたアッシュブルーの髪、名刀のごとき鋭い目、白いコートをすらりと着こなしている。彼のうしろにも同じく白いコート姿の封規委員たちが控えていた。

　よくよく考えてもみれば、メルならノックなどせずにカギを使って入ってくるはずだ。

「ミス・クルスだな？」

　オスカーがマーガレットに話しかけてくる。

「は、はい。マ、マーガレット・クルスといいますっ」

　思わず背筋が伸びた。オスカー・ベネトンのファンクラブ規約には、オスカーに話しかける際には二人以上でなければならないというものがある。この状況は自分から話しかけたわけではないのだけれど、ほかのメンバーに知られたら怒られてしまいそうだ。

「まずは夜分に淑女レデイの部屋を訪れた非礼を詫わびよう」

「い、いえ、そんな」

　自分の舌はきちんとまわっているだろうか。緊張しすぎてうまく話せそうにない。

「単刀直入に訊たずねる。今夜、レイン・レッドハートを見なかったか？」

　オスカーはレイン・レッドハートをさがしている？

「え、ええ、それでしたら、今しがた」

　マーガレットは部屋の中をふりかえった。けれど、そこにはレインの姿も、リリアの姿もなかった。アロマキャンドルに灯ともされた炎がかすかに揺れているだけ。

「あれ？」

「失礼」

　オスカーがマーガレットの横をすり抜けて部屋の中に踏みこんできた。あいたままになっている窓に組みつき、身を乗りだす。

「フォックス！」

　オスカーは叫んだ。フォックス──レインのことだろう。

「逃がさん」

　呟つぶやき、オスカーが窓から飛びだした。うしろの封規委員たちがつづく。

　ばたばたと音がして、隣室や向かいの部屋を使っている友人たちが顔を覗のぞかせた。

「マギー、何事よ？」

　そんなのわかるはずない。こっちが聞きたいくらいだ。

「……なにがどうなってるの？」

　マーガレットは呟いた。





　　　　†






　窓を飛びだしたオスカーはコートの裾すそを翻しながら走った。

　前方には二つの影──レイン・レッドハートとリリア・マリアス・バラードの姿があった。二人は巧みに木々のあいだを駆け抜けていく。




　レイン・レッドハートが警察署内より脱走したとの知らせを受けたのは一時間前のことだった。自室で読書をしていたオスカーはすぐさま封規委員を学院に招集した。

　公にはされていないが、現在クイーン・ルナマリーが行方不明だという。レインはその件になにかしらのかかわりがある。それを調べるために拘束されたのだ。

　そんな中でレインは署内から逃げだした。

　しかし、オスカーはレインが逃亡するためにそうしたとは思わなかった。

　レインは学院に戻るだろう。

　警察に連行される直前、レインはメル・ホワイトをさがしていたという。そのメル・ホワイトはどういう事情なのか、夜間になっても寮へ戻っておらず、捜索願が提出されていた。一連の件に関してメル・ホワイトも関係しているのかもしれない。そうであるならば、レインが彼女の部屋をもう一度訪れる可能性は少なくなかった。

　女王陛下の失しつ踪そうと行方不明のメル・ホワイト、そしてレイン・レッドハートの逃亡。

　いったい、なにが起きているのか？




「とまれ、フォックス！」

　オスカーの呼びかけにレインは応じない。レインとリリアは森を突っ切るような形で、明らかに学院のほうへ足を向けていた。オスカーは前を走る二人に向けて右手をあげた。口の中で素早く魔法を詠唱し、生成魔法で地面を隆起させる。バリバリと音を立てて大地に根を張った木々が倒れた。前方をいく二人は突如として生じた、高さ三メートルほどの土壁によって足をとめざるを得なくなる。

「おとなしくしろ」

「待ってください」

　ふりかえったリリアが声をあげた。

「これにはわけがあるんです」

「どんなわけがあろうと秩序を乱す者には罰がくだる。自らの正当性を訴えたければ、正しい手続きを踏め」

「相変わらず、あんたは頭が固い」

　レインが口を曲げる。

「逃亡者が偉そうなことを言うなよ」

　ようやく追いついたほかの封規委員たちがレインとリリアを囲んだ。

「安心しろ。われわれが、おまえたちをどうこうするということはない。すぐに、警察に身柄をひき渡す」

「それは困りますね」

　と、レインがまるで困っていない口調で言った。オスカーは眉まゆ根ねを寄せる。

「いったい、なにを考えている、フォックス？」

「今、考えているのは、どうしたらあなたがたに怪け我がをさせずに、ここから逃げだすか、ですね」

「ここから逃げだすことはむずかしくないとでも言いたげだな」

「むずかしくはありませんよ。ですが、傷つけずに、というのは少々難易度が高い」

「言うじゃないか」

「ああ、でも、ぼくがどうこうする必要はなさそうです」

　レインが言ったそのとき。

　パン、という銃声が響き、オスカーは背後をふりかえった。

　そこにイヴリン・ブラッドベリの姿が──いや、違う。彼女の双子の妹であるアヴリル・ブラッドベリの姿があった。両手に銃を持った彼女は片方を空に向けていた。先ほどの音は空に向けて引鉄トリガーをひいた音なのだ。発射されたのは通常弾ではなく、照明弾だった。夜空で青い閃せん光こうが砕ける。

「レインさん、リリアさん、伏せて！」

　アヴリルが叫んだときには、すでに二人とも横に飛んでいた。

　次の瞬間、その場に暴風が召喚された。木々も土壁もその場にいた封規委員らも呑のみこんで、空へと巻きあげる。オスカーはもう一度、魔法で壁を生成し難を逃れたが、仲間たちはみな悲鳴をあげて吹き飛ばされてしまった。

　オスカーは顔をあげる。その先にはすでに駆けだしている三つの影があった。

「逃がすか」

　素早く地面を蹴ける。湿った空気、腕を伸ばす枝葉。心臓の鼓動がうるさい。

　そうして森を抜けたところで──。

「今夜の月はかくべつに美しいな、オスカー」

　イヴリン・ブラッドベリがオスカーの行く手を塞ふさいだ。彼女の姿があるということは、ここはもう学院の敷地内か。

「月などでていない」

　空は厚い雲に覆われていた。雨のにおいが漂っている。

「あの雲の向こうには満月が浮かんでいるさ」

　イヴリンのそばにレインとリリアの姿はなかった。妹のアヴリル・ブラッドベリの姿も見えず、ただ一人、イヴリンだけが佇たたずんでいる。イヴリンは回廊魔法グライムスの呪いにより学院の外へでることができない。かわりにアヴリルがレインたちのもとへ向かい、照明弾を発射した。イヴリンはそれを見て、レインたちがいる位置を把握し、魔法を行使する。なるほど、よくできている。

「現在、クイーン・ルナマリーが行方不明だ。フォックスはその件にかかわっている。やつを逃がすわけにはいかない」

「そいつはご苦労なことだな」

「フォックスの逃亡に手を貸すなら、おまえも同罪だぞ？」

「なにを今さら。ブラッドベリがなぜひとを殺せないか知らないわけではないだろう？　女王の命に背いたからだ。そのために未来永えい劫ごうひとを殺すことができない呪のろいにかけられた。つまり、ブラッドベリの娘であるわたしは生まれながらの反逆児なのだ。一つ罪が増えようが痛くもかゆくもない」

　レインに協力を求められる可能性があったイヴリンは、厳重な監視下にあった。だが、その者たちの姿は見えない……。

「おまえとやりあう気はない」

　オスカーはイヴリンに背を向けた。こうして話しているあいだに、レインたちはどこかへ逃げてしまう。急いであとを追わなければならない。

「逃げるのか？」

「なんとでも言え」

　歩きはじめたオスカーの背中にイヴリンが声をかけてくる。

「憐れだな、成金男爵の息子というのは」

　オスカーはふりかえらなかった。

「そんなにも手柄を立てたいか？」

「挑発には乗らない」

「きさまは親父おやじ殿が恥ずかしいのだろう？　母親を軽けい蔑べつし、兄と縁を切りたいと思っているのだろう？　だから、この学院へやってきた。きさまがほしいのは金でも地位でも名声でもない。グライムスの魔導具にも興味はない。きさまが求めてやまないのは──」

　オスカーにはイヴリンの表情は見えない。けれど、彼女は微笑ほほえんでいることだろう。

「誰だれの手て垢あかにもまみれていない誇りだ。誰が与えてくれるものでもない。自分で自分を誇れるものがほしい。だから、きさまはその白いコートに袖そでをとおしつづける」

　オスカーは歩みつづけた。

「しかし、きさまは気づいている。その白いコートが示す欺ぎ瞞まんに。封規委員の権威に自らの誇りを託してしまった時点で、きさまも親父殿と大差なくなってしまった。そのコートは外部からの評価だ。男爵の地位となにもかわらない」

　オスカーはようやく足をとめ、ふりかえる。

「……なにが言いたい？」

「誇りを勝ちとれよ、オスカー。わたしを倒せばそれが叶かなうぞ」

「挑発には乗らないと言ったはずだ」

「レインを追うことよりも、わたしの話を聞くほうを選んだ時点で、きさまは挑発に乗っている。わたしはレインたちが逃げ切るまで、ここできさまを足止めすればよかった。その意味で、すでに目的は達せられた」

　オスカーは小柄なイヴリンを睨にらみつける。

「そんな情熱的な目で見るなよ、オスカー」

「戯たわ言ごとを」

「きさまだって、あいつが本当にクイーンを誘拐したとは思っていないだろう？」

「いいや、やつならやりかねない」

「なんだ、オスカー。レインをそんなに高く買っていたのか？」

　オスカーは答えなかった。レインの姿がない以上、長居をする意味はない──けれど。

　厚い雲に覆われた濃い灰色の空を見あげる。

　オスカーがなにを犠牲にしてもほしいもの。

「……誇り、か」

　そうなのかもしれない。誰だれかに褒められるためのものではない。誰かに認められるためのものでもない。ただ自分の拠よりどころとなるもの。それをこの学院の名に求める気はなかった。封規委員長という座に求めるつもりもなかった。少なからず存在する、その手合いをオスカーは軽けい蔑べつしていたのではなかったか。なのに、いつの間にか、自分がそうなっていた。しかし、そのこととはべつに果たすべき責任もある。レイン・レッドハートを見逃すことはできない。

「安心しろ。きさまはレインを追いたい。わたしはおまえを足止めしたい。十分すぎるほどの大義名分だろ」

　その言葉に、オスカーは──笑った。封規委員の白いコートを脱ぎ捨てる。それだけでなんだかからだが軽くなったように錯覚する。手袋も脱ぎ捨て、左手の内側のつけ根を口にくわえる。そして思い切り歯を立てた。破れた肉から血があふれてくる。そのまま左手を高く掲げた。





「──You are the monarch of destruction破壊の申し子よ

　　　darker than the darkness of night,夜の闇よりもなお暗く

　　　those who dye the ground red.大地を赤に染めあげし者よ

　　　I'm going to sign the contract of blood and soul with you.われ、汝と血と魂の契約を結ぶ

　　　Prostrate yourself before me and drink up my life.わが前にひれ伏し、わが命を飲み干せ

　　　It belongs to you to one chip of my bone.わが骨のひと欠片までも汝のもの

　　　It belongs to me to one drop of your blood.汝の血の一滴までもわれのもの」






　流れた血が時間を巻き戻すように傷口に戻っていった。同時に大地が震動をはじめる。こぶしサイズの石くらいであれば宙に浮いていた。

　突如として地面に巨大な亀き裂れつが生まれた。幻想の世界と現実とをつなぐ幻視の亀裂。そこから一頭の巨大な竜族ドラゴンが姿を現す。全身を青い鱗うろこに覆われ、前傾の姿勢を保ち、背中の翼は翼竜プテロサウリアにくらべると退化してしまって小さいが、全長は一〇メートル弱もあり、翼竜プテロサウリアよりも大きい。

「獣脚竜シンラプトルか」

　小柄なイヴリンはその巨体を見あげ、獰どう猛もうに嗤わらった。

「おもしろくなってきた」

「悪いが手加減はできそうもない」

「それでいい。そのほうがいい。こちらも全力で暴れられる」

　イヴリン・ブラッドベリは力が強大すぎるがゆえに制御魔法で通常の半分以下に能力を抑えている。その制御を解除すると、彼女は言っているのだ。

「レインには内緒にしろよ？」

　イヴリンが自らの心臓に向けて、右手を刺し入れる。





　　　　†















　今にも泣きだしそうな雲の下、リリアがレインのマントをつかんだ。

「ねえ、レイン。本当にここなの？」

　オスカーの追跡をふり切ったレインとリリアは郊外にある墓地を訪れていた。いくつもの墓石が暗くら闇やみの中に並んでいる。あたりは静けさにつつまれていた。

　アヴリルにはレインたちと別行動をとってもらうことにした。大勢で行動していればその分、発見される確率もあがってしまうからだ。アヴリルにはレインに擬態しているスピカと合流してもらうことにした。スピカはレインの格好でわざと目撃され、発見されれば逃げてべつのものに擬態し、追手を撒まいてからまたレインに擬態する、ということをくりかえさせている。擬態魔法の腕が一流だといっても、スピカを一人にしておくことは心配だった。アヴリルならスピカの助けになるだろう。

「見覚えがあるんだ」

　レインはマーガレットから受けとったカギをポケットからとりだした。メルがレインに残したものだ。

「ここのカギで間違いないの？」

「ああ」

　小さな石づくりの建物──霊れい廟びようの前でレインは立ちどまる。

〈生ける屍の国シツクスフイートアンダー〉──地下闘技場の入口だ。

　しかし、少し前に警察のガサ入れがあったため、現在は閉鎖されている。そのカギをなぜメルが持っていたのか、それはわからない。どうして、それをレインに託したのかも。あるいは、カギを残したのはメルではないのか……。

　レインは扉の穴にカギを差しこんだ。半回転させると、カチリ、という音が響く。

「ビンゴ」

　重い扉をあけると、下へつづく階段が見てとれた。ロウソクの炎がゆらりと揺れる。

「これって……」

「ああ、誰だれかいる」

　ロウソクに火がともっているということは、つまり、そういうことだ。

　レインとリリアは口をつぐみ、一段ずつゆっくりと階段をおりた。長い階段の次は地下通路だ。そこにも点々とロウソクが用意されていた。やがて、鉄の扉の前に到着した。これをあければ大きな音が響き、レインたちの侵入はいとも容易たやすくバレてしまうだろう。

　そうだとしても躊ちゆう躇ちよしてはいられない。

　レインはリリアに頷うなずきかけたあと、鉄の扉を押し開いた。試合が行われていたころは常に大きな歓声に埋めつくされていたのでまるで気づかなかったが、扉の音はそうとうなものだった。地下につくられたこの空間に冷たく響きわたる。

　かつて、中央にあるリングのまわりには金網が張り巡らされていたのだが、ガサ入れの際に撤去されたのか、リングだけが残されていた。

　そこにルナマリーの姿があった。意識がないようだ。椅い子すに座ったまま、ぐったりとしている。まるでスポットライトのように、彼女に照明が向けられていた。ウィッグはしていない。栗くり色いろの髪がしどけなく垂れている。シュリアンシスの髪飾りも見当たらない。着ているものだけは、アヴリルに借りたグライムス学院の制服のままだった。

「どう見ても罠わなよね、これ」

「だろうな」

　レインは周囲に目を配る。リングには照明が向けられているが周囲は真っ暗だった。ルナマリーをさらった何者かが気配を殺して暗がりに隠れていても見つけだすことは困難だ。

「どうするの、レイン？」

「画期的なアイディア募集中」

「そんなのないわよ。正面突破しか思いつかないわよ」

「それ、採用」

「え!?　ちょっと、レイン！」

　レインはルナマリーのもとへ急いだ。罠だとわかっていても彼女を見捨てるわけにはいかない。誰だれかが暗がりに隠れているのなら、そいつを明かりの前にひきずりだす必要もある。そうして、ルナマリーのもとまであと五メートルばかりのところで、




「思ったよりも遅かったね、レイン」




　声がした。

　レインは足をとめ、そちらに目を向ける。が、照明の強い光のせいで向こう側が見えない。それを狙ねらったのか、そういうつもりでもないのか、よくはわからないが、向こうからゆっくりと姿を現したのは──。

「……メル」

　青玉サフアイアのような瞳ひとみに、すっきりとした鼻、美しい金髪ブロンドの髪はショートにまとめられている。レインがずっとさがしていたメル・ホワイトだった。昼間会ったときとは異なり、黒いローブのようなものを着ている。

「どういうことだ？」

「本当にわからないのかい、レイン？」

「おまえが……ルナを誘拐したのか？」

「ご明察」

　メルは四メートルほどはなれたところで立ちどまる。その顔には笑みが浮かんでいた。

「バカな、信じられない」

「わかりやすいように、簪カンザシを残していっただろう？　きみはそれを頼りに寮へ向かう。エドワード・ヒューストンはきみの名前を吐いたから、きみは警察に逮捕される。きみは逃げない。エドワードに会うためにね」

「おまえがエドワードを操ったのか？　彼にぼくの名前をださせ、殺したのか？」

「誰だれも操ってなんかいない。彼は自らその選択をしたんだ。きみを《王》に迎えるために」

「……なんの話だ？」

「世界を救うんだよ。きみだって、やってみたいだろ？」

「……世界を、救う？」

「きみは警察署を脱走する。イヴリンや、ミス・バラードがきみに協力するだろうことも予想済みだ」

　メルはちらりとリリアへ視線を向けた。けれど、すぐにレインに向きなおる。

「きみはボクの足どりを辿たどり、カギを手に入れる。だからここへ辿りつけた」

「ルナをどうするつもりだ？」

「どうもしない。彼女はきみをここへ導くためのエサにすぎない」

「彼女を巻きこまなくてもぼくはおまえの呼びだしなら応じた」

「そう言ってもらえて嬉うれしい。でも、クイーンが宮殿から脱走したのは予定外のことだったんだ」

　そう言った直後、「いや」とメルは首を傾かしげる。

「あるいはそれも彼の脚本シナリオの一部か」

「なにを言ってる？　ルナを解放してくれ。今ならまだ間にあう」

「いいや、もう手遅れだよ」

　言って、メルはローブの下から自動拳銃ハンドガンをとりだした。銃口を意識のないルナマリーに向ける。

「メル！」

「おとなしく、ボクについてきてほしい。レイン、それから、ミス・バラードも」

「冗談はやめろ」

「冗談に見えるかい？　きみらは魔法適性がない。一応はそういうことになっているし、いずれにせよ、銃弾をどうにかできる術すべはないだろう？　だいじょうぶ、言うことを聞いてくれればクイーンを傷つけたりはしない」

「こんなことはメルらしくない」

「ボクらしくない？　きみがボクのなにを知っている？」

「それは……」

「魔法認定〈ＬＥＶＥＬ４ストラングラーズ〉のＢクラス、戦挙管理委員会に所属しており、性格は明るく社交的、ジパングからの舶来品を集めるのが趣味で、ブランドン・ホワイトとメアリー・ホワイトの娘。それから、レイン・レッドハートにほのかに恋心を抱いている──それがきみの知っているメル・ホワイトだろ？」

「……メル」

「そんなものはまやかしだよ。きみの言う『メル・ホワイト』なんてどこにもいない。きみにそう思わせようと装っていただけさ。残念ながら、ボクはきみが思うよりずっと醜い。さあ、レイン、きてくれ」

　レインはリリアに目配せをした。リリアはそっと頷うなずく。

「……わかった」

　レインは両手をあげる。

「おまえに従うよ」

「よかった」

　レインはメルのほうへ一歩踏みだした。瞬間、思い切り地面を蹴ける。リリアも同時に飛びだしていた。わずか四メートルの距離を縮めるのに一秒とかからない。レインはメルが持っている自動拳銃ハンドガンを狙ねらい、リリアは意識を失っているルナマリーの救助に向かう。とっさのことにメルの銃口はブレる。ルナマリーを狙いつづけることも、レインやリリアに狙いを定めなおすことも間にあわない。レインはメルの銃を握りしめる。

　同時に、リリアがルナマリーに到達した。安全確保のために、彼女をかばうように地面に押し倒そうとした刹せつ那な、ぐったりと椅い子すに腰かけさせられていたルナマリーが飛び起きた。

「「なっ!?」」

　レインとリリアは同時に声をあげる。起きあがったルナマリーの手には真っ黒な傘パラソルがあった。

「サプライズ」

　ルナマリーが淡々とした調子で言った。

　リリアに向けて、傘パラソルが突きだされる。リリアはギリギリのところでそれをよけた。二撃目がくりだされる前に、リリアはうしろへ跳躍する。

　ルナマリーは追うことはせず、閉じた傘パラソルの先端をリリアに向けた。

　ダ、ダ、ダ、ダダダダダダダ。

　大量の弾丸が吐きだされる。けれど、そのときにはもう、レインはメルを解放し、リリアを抱きしめ、リングの下に落下していた。硬い床に肩をぶつける。

「くっそ」

　レインはすぐにからだを起こした。弾が少しかすったようだ。足に血がにじんでいる。でも、大した怪け我がではない。

「リリア、無事か？」

「ええ、だいじょうぶ。レインこそ」

「かすり傷だ。問題ない」

　やがて銃声がやんだ。火薬のにおいが鼻につく。レインは用心してリングの下から顔を覗のぞかせた。

「どうなってるんだ？」

　ルナマリーが持っている黒の傘パラソルには見覚えがあった。

「なぜ、ルナが……」

　メルの隣に立っているルナマリーに目を向けた。その顔が突然、崩れはじめる。この異様な光景を知っていた。《無心論者マツドヴエイン》こと、ヒルダ・ブラッドベリの顔も同じように崩れていくのを見た。そして、はがれ落ちた表皮の下から凹凸のない人形の顔が現れたのだ。あのときのことを再現するようにルナマリーの顔が地面に落ちると、その下から表情のない白い面が露あらわになった。

「……嘘泣き姫レデイ・ジヨーカー」

　なぜ、メルが嘘泣き姫レデイ・ジヨーカーと行動を共にしているのか？

　彼女は白い手でのっぺらぼうの顔を拭ぬぐう。すると、そこに涙模様の化粧が浮かびあがった。グライムス学院の制服が黒い炎につつまれる。まるで早着替えの手品のように、闇やみ色いろの衣装ドレスにかわっていた。

　彼女は機械人形オートマタだ。リリアの指輪が発動させた《矛盾する純天使エンドレス・パラドクス》の効果によって、右腕を失ったはずだが、今は修復されているようだ。

　あのとき、嘘泣き姫レデイ・ジヨーカーはヒルダ・ブラッドベリの顔の皮をかぶって、彼女になりすましていた。スピカの擬態魔法とくらべても遜そん色しよくのない見事な入れ替わりだった。

　だが、つまり、それは──。

「心配はいらないよ」

　メルがレインの心中を見透かしたように言う。

「クイーンは存命だ。嘘泣き姫レデイ・ジヨーカーの顔は彼が似せてつくったかぶり物イミテーシヨンだから」

　彼？　誰だれのことだ？

「クイーンを助けたいだろう？　なら、ボクについてくるんだ、レイン」

「レイン」

　声をひそめてリリアがレインのマントをひっぱる。

「作戦があるわ」

「作戦？」

「リングに据えられている照明はぜんぶで四台よ。あれを壊しましょう。石でも投げれば簡単だわ」

「なるほど。この空間を真っ暗にするんだな？」

「ええ。視界が閉ざされれば満足に行動できなくなるわ。こちらは目を閉じて暗くら闇やみに慣らしておけば、主導権イニシアテイブをとれる」

「問題は嘘泣き姫レデイ・ジヨーカーだな。機械人形オートマタであるらしい彼女にこの作戦は通用しないだろう」

「まず、メル・ホワイトをとり押さえましょう」

　機械人形オートマタに対してメルが人質たりうるのかわからないが、二対二の現状でこう着状態を維持するよりも先手を打って動いたほうがいい。

「よし、それでいこう」

　レインはリリアに頷うなずきかける。

　だが、リリアが即席で立案した作戦が実行に移されることはなかった。

「ところで、ミス・バラード」

　突然、メルがリリアに呼びかけたからだ。

「きみは、なんでもお母上をさがしているんだそうだね」

　レインはとっさにリリアの手を握りしめる。動揺させる気なのだ。乗ってはならない。

「きみは、失しつ踪そうしたお母上を見つけだし、バラード家を再興させるためにグライムス学院を受験したのだろう？《聖者の歯車ロードギア》を使えばそれが叶かなうと思った」

　リリアは答えなかった。ただ、レインの手を強く握りかえしてくる。

「ねえ、ミス・バラード」

　メルは優しい声で言った。

「きみのお母上の居場所をボクが知っていると言ったらどうする？」

　ぞくりと鳥肌が立つ。まずい。

「リリア、ダメだ。話を聞くな」

　レインは呼びかけた。けれど呼びかけながら、リリアには届かないことも知っていた。

「心外だな、レイン。ボクはちゃんとアリシア・ネル・バラードの行方を知っている」

　アリシア──リリアの母親の名だ。レインも以前、ホワイト家お抱えの探偵にバラード家のことを調べてもらったときに聞いていた。だから、メルも知っていておかしくない。それだけのことだ。だけど──。

「残念ながら、きみのお母上はお亡くなりになった」





　　　　†






「お母さまに、なにをしたっ！」

　赤の少女がリングの上に姿を現した。激げつ昂こうする彼女を、嘘泣き姫レデイ・ジヨーカーは感情のない瞳ひとみで見つめる。

　豊かな赤毛、白いけれども確かに血のかよった肌、紅玉ルビーを思わせる美しい瞳ひとみ、どれも彼女にはないものだった。ほしいのか、と問われても答えられそうにないが。

「リリア！」

　黒の少年もリングにあがった。その顔はひどく歪ゆがんでいた。だが、少年は間にあわない。そう仕組まれていた。すべては彼の脚本シナリオどおりなのだ。

　嘘泣き姫レデイ・ジヨーカーは傘パラソルを水平に持ちあげ、先端をリリアに向けていた。

「人間は悲しいな」

　どこからか彼の声がする。本当に悲しんでいるように聞こえた。

「ええ」

　嘘泣き姫レデイ・ジヨーカーは引鉄トリガーをひく。必要なのは黒の少年だけだ。

　ダ、ダ、ダ、ダ、ダ。

　発射される弾丸が空くうを切り裂く。人間は悲しく、その身はあまりにも脆もろい。鉛の弾を受ければ生命は著しく損なわれる。弾丸が彼女のやわらかな肉をえぐり、その美しい肌を血の化粧で汚す。そのはずだった。しかし、その未来は訪れなかった。

　眩まばゆい光で世界が満たされている。清らかな白。その温かさにつつまれる。

　弾丸はまるで氷のようにとけて蒸発した。

　なんという光景だろうか。時間の流れがひどくゆっくりに感じられた。

　赤い少女の全身を大量の魔法式がとり巻いている。虚空に刻まれる祝い名《矛盾する純天使エンドレス・パラドクス》。魔法式は彼女の右手にある指輪から漏れだしていた。

　そして次の瞬間、指輪が砕け散った。破片が美しい弧を描く。

　──《矛盾する純天使エンドレス・パラドクス》か……いや、今はまだ脅威ではない。

　──彼女は指輪をしていたのだろう？　それなら問題はない。

　なるほど、彼が言っていたのはそういう意味なのか。嘘泣き姫レデイ・ジヨーカーは唐突に理解する。あの指輪が能力を持たない赤の少女に魔法を無効化する力を授けていたわけではない。目に見えていた部分は二義的な意味しかなかった。

　目的が違うのだ。

　あの指輪は赤の少女の能力を制御している魔導具だったのか。

　そして今、制御は失われた。魔法式が暴れはじめる。

　轟ごう音おんと爆撃。天井からレンガがふってくる。

「まずい」

　メル・ホワイトの声がした。

「退避だ、嘘泣き姫レデイ・ジヨーカー」

　けれど、すでに視界が不ふ明めい瞭りようだった。彼女を見失う。メル・ホワイトこそ無事だろうか。いや、どうでもいいことか。彼の指示で組んではいたけれど、彼と親しげに話すメル・ホワイトのことが、本当は少し疎ましかったくらいだし。

　今、嘘泣き姫レデイ・ジヨーカーの目に映っているのは、赤の少女だけ。彼女のことだけが鮮明に見える。魔法式につつまれた彼女の背中から、一対の大きな翼が生えていた。まるで、千年のむかしに消え去った翼の民アルコンテスのよう。

「美しいのが、彼女。そう感じるのは、わたし」

　嘘泣き姫レデイ・ジヨーカーは呟つぶやいた。

　力の渦に呑のまれ、からだが分解されていくのを感じる。とめる手立てはない。恐怖はなかった。痛みもない。あっけないものだと思う。あるいは、こんなものか、とも。

「疑問に感じているのが、お役に立てたのか否か」

「十分だ」

　どこからか声がした。いや、どうだろう。すべては幻聴か。すでにあらゆる魔法式がほどけていた。自分をつなぎとめているものが、すべて切断されていく。

「あなたの脚本シナリオどおりなのが、すべて？」

「すまないな」

「理解できないのが、謝罪の理由」

「おまえを使い捨てることになる」

「はじめからそのつもりだったのが、あなた」

「そのとおりだ」

「お役に立てればそれでいい。もとより、生まれなかった命」

　ただ、それでも悔やまれることはある。最後に彼の大きな手に触れておきたかった。

　今、思いだされるのは、はじめて見た青空、眩まぶしすぎる太陽、風のにおい、悲しそうな目をした彼。

「……悲しいのは、あなた。かわいそうなのは、ひとりぼっちの、あなた」

　返事はなかった。きっと、自分の声帯だって破壊されている。聴覚もとっくに失われている。彼に届けばよかったのに。一度くらい、伝えておけばよかったのかもしれない。

　彼の願いが叶かなえばいい。でも同じくらい、彼の願いが失敗することを期待している。

　少しでも彼が長く生きてくれるほうがいい。でも、そんなの言えるわけない。

　だって、わたしはただの機械人形なのだから。

「……ご武運を」
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　獣脚竜シンラプトルが吐きだした紅ぐ蓮れんの炎がイヴリンの眼前に迫る。













　しかし、イヴリンはそれを避けることはしなかった。魔法式をまとったイヴリンが手をふりあげるだけで、同じ火力の炎が生みだされ、ぶつかりあう。とたんに爆風が生みだされ、漆黒の空に火炎の柱を生みだした。制御を解除したイヴリンに魔法の詠唱は必要ない。伸びつづける髪は、今や根元から蒼あおく染まりだしている。

　ふり注ぐ雨はイヴリンの魔法式に触れるとたちまち蒸発した。

「この程度か？　退屈ではないか」

「ほざけ」

　オスカーは魔法を詠唱する。空中に大量の短剣ダガーが召喚され、地面に突き立つ。

「どこを狙ねらっている？」

「これでいい」

　短剣ダガーが発光し、魔法式の連なりが生まれた。それはぐるりとイヴリンを取り囲んでいる。

「屈しろ」

　オスカーが呟つぶやいた次の瞬間、イヴリンは地面に膝ひざをついた。短剣ダガーで結ばれたエリア内に重力魔法が発生しているのだ。そこだけ大地がわれていく。今、イヴリンのからだには通常では考えられないほどの力がくわえられている。全身が満足に動かないばかりか、血液の循環すらとめられ、意識が途絶えていてもおかしくない。

　だが、相手はブラッドベリ家の次期当主、最強の聖徒会長イヴリン・ブラッドベリだ。手を抜く余地などありはしない。

「潰つぶせ」

　獣脚竜シンラプトルが咆ほう哮こうした。巨大な足をイヴリンめがけてふりおろす。重力が増している状態では獣脚竜シンラプトルの体重は何倍にも膨れあがる。

　凄すさまじい轟ごう音おんが響いた。さすがのイヴリンとて無傷ではいられまい。そのはずだった。

　だが、そうはならなかった。

　イヴリンは片手で獣脚竜シンラプトルの足を支えていた。

「おしまいか、オスカー？」

「……重力を変換したのか」

　オスカーの重力魔法を強制的に解体し、逆に通常の何分の一かに縮小したのか。

「いいや、せっかくだから、そのままにしてある。ちょっとしたハンデだ」

「……化け物め」

「褒め言葉として受けとっておく」

　そのときだった。西の空に白い柱があがった。認識したときには、すでに光がからだをつつみこんでいる。

「──!?」

　まるで、生ぬるい湯の中に身を浸しているような感覚。

「なんだ、これは？」

　オスカーが魔法で生成した短剣ダガーが消えていく。それだけではない。幻想生物である獣脚竜シンラプトルも砂さ塵じんと化していく。まるで夢から覚めるかのように。

「なにをした、ブラッドベリ？」

「知らん」

　見れば、イヴリンもまた魔法式をほつれさせていた。伸びつづけていた髪はそこで伸長することをやめ、色も蒼あおさを失っていく。

「いや、これは──」

　イヴリンは純白の空を睨にらみつけた。
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「いたか？」

「おかしい。この角を曲がったはずなのに」

「くそ、どこへいった、レイン・レッドハートめ」

「おまえは右を頼む。俺は左を確認する」

「ああ」

　制服警官が右の角を折れて駆けだした。その背中を見送り、警官の姿に擬態をしていたスピカはホッと息を吐きだした。スピカはレインの指示に従って、彼の姿に擬態し、わざと警官の前に姿をさらしている。追いかけられれば、すぐに擬態魔法を解除して、べつのものへと変へん化げしていた。けれど、さすがに走りすぎて息があがっている。もともと、体力なんてちっともないのだ。

　少しばかり休憩しようと思って、路地裏のほうへ足を向ける。いつの間にかふりだした雨が制帽を濡ぬらしていた。

「おい、おまえ。こんなところでなにしてる？」

　急に呼びとめられ、スピカはふりかえった。

「あ」

　瞬間、血の気がひく。スピカの擬態魔法はオリジナルを忠実に再現するものだ。今の姿も、たまたま目にした制服姿の警官を擬態したものだった。

　そして今、目の前にいるのはスピカが擬態したオリジナルの人物だった。

「きさま、なんだ、その格好は？」

　彼は異変を察して笛をくわえた。吹き鳴らされてしまえば、ほかの警官たちがわんさかと集まってくるだろう。とり押さえられる自分を想像し、ぞっとする。早く逃げなければ、とスピカは思った。けれど笛の音はせず、かわりにドサリと重いものが倒れる音がした。オリジナルの警官が地面に倒れている。

「ま、まさか、スピカが知らないうちに倒してしまったのでは」

　スピカは自分の手を見つめる。

「おそろしいことなのです。スピカ最強伝説の幕あけなのかも……」

　だが、もちろんそうではなかった。

「だいじょうぶですか、スピカさん……スピカさん、ですよね？」

　白銀の髪を雨に濡らしたアヴリル・ブラッドベリの姿がある。

「よかった、ようやく合流できました」

「うわーん、アヴリルさん」

　警官の姿のままスピカはアヴリルに抱きつこうとして、アヴリルはすっとよけた。スピカは顔を壁にぶつけ「ふぎゃ」と声をあげる。

「うう、ひどいのです」

「ごめんなさい。でも、わたし、おじさんはちょっと……」

　などという間の抜けたやりとりをしていたときだった。突然、真昼のような光で満たされる。空は厚い雲に覆われていて、星も月もでておらず、暗い夜のはずだったのに。清浄で温かな光に全身の緊張が緩んでいく。この光をスピカは一度経験している。

「……リリアさん」

　呟つぶやいたときにはスピカの擬態魔法は解除されていた。




　同時刻。ダイロン市内で利用されていたすべての魔法式が強制的に解除されるという不可思議な現象が発生した。発光天使エンジエルフライはことごとく落下し、発条人形ピノツキオは停止してしまった。自動車事故が多発し、いくつかの火事が起こった。

　このことに伴い、怪け我が人にんが続出したが、幸運にも死者は報告されなかった。汎はん用よう魔法式を利用した人工心臓を埋めこんでいた男性が一時、心肺停止状態になったが、医師らの懸命な努力により一命をとりとめた。

　なぜ突然、このような事態が発生したのか原因はわかっていない──。
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　そして男は覚かく醒せいする。

　ゆっくりと呼吸をして、自分の手足の感覚をとり戻す。自分が椅い子すに深く腰かけていたことを思いだす。男はまぶたを指でもんだ。

「……抑えこまれていた翼の民アルコンテスの力は想像以上だな」

　あの光を浴びるわけにはいかなかった。《矛盾する純天使エンドレス・パラドクス》を浴びれば、すべてが終わる。ゆえにあの指輪は破壊しておく必要があった。

　その結果、忠実な部下を消費することになろうとも。

　──……悲しいのは、あなた。かわいそうなのは、ひとりぼっちの、あなた。

「かもしれない」

　男は回想する。この記憶は自分のものか、あるいは……。

　かつて、とある貴族の依頼で彼の妻を治療したときのことだ。貴族の妻は流産により娘を亡くして以来、心を病んでいた。閉じた世界の中で、彼女は存在しない娘を育てはじめる。貴族の妻には魔法適性があった。そのせいで、彼女は生まれなかった娘を不完全な形で召喚してしまった。娘は母親の心の中に、精神体としてだけ存在するようになっていたのだ。男は貴族の依頼で母親の心から娘を摘出した。娘のことを忘れた母親はみるみるうちに快復していった。果たして、それで母親が幸せになれたのか、男にはわからない。閉じられた安全な世界で、母と娘が静かにすごすことの、なにがそんなに悪かったのか。

　男は報酬を受けとるかわりに、摘出した『娘』を貰もらい受けた。その精神体のために、男は魔導具をつくった。心の器。魂の牢ろう獄ごく。それはのちにこう呼ばれた。

《病人形マイ・フエア・レデイ》と。

　王室の公式文書には感染型魔導具と記されている。ただ存在するだけで、人々に狂気を感染させる魔導具。

「人間は悲しいな」

　男はひとりごちる。

「ご苦労だった、ゆっくり休め」

　男は椅い子すから立ちあがり、闇やみの中で目をこらした。

「さあ、幕はあがった。世界を救おうじゃないか」






第四章　そして聖者の歯車はまわる






「ひどく長い一日だ」

　レインは呟つぶやいた。長い上に最悪な一日だ。先ほどの一件で、全身の骨と筋肉が悲鳴をあげている。いつもなら、極小汎用魔法式機関ナノマシンが反応し、痛みを和らげ、治療がはじまっているはずなのに、痛みは和らぐどころか増していた。右足と左手首の骨、それから右側の肋ろつ骨こつは折れたきりでつながる気配もない。内出血を起こし、腫はれあがっていた。傷という傷から黒いもやが滲にじみだしてきている。

　どうやら極小汎用魔法式機関ナノマシンが壊れてしまったようだ。

　天空競技場の一件ではその働きにより失った右腕を再生させることができた。あのときだってリリアの《矛盾する純天使エンドレス・パラドクス》の光を浴びてはいた。そのはずだ。あのときと今回とで違うことと言えば、傷喚魔法を発動させていたか否か、だ。あのときはレインの影が盾の役割を果たし、極小汎用魔法式機関ナノマシンも生き延びたのかもしれない。だが、今回はそうもいかなかった。

　レインとリリアは地下道を進んでいた。途中にあったロウソクを一つくすね、それで前方を照らす。心こころ許もとないが、ないよりはましだ。この地下道は、かつては排水管として利用されていた場所だが、現在は閉鎖されている。地上では雨がふりはじめたらしく、かすかに雨音が聞こえてくる。それがわかるということは出口が近いということだろう。

「もう少しだぞ、リリア」

　ふりかえって呼びかける。そのとき、リリアが足をもつれさせた。

「リリア!?」

　くずおれそうになる彼女をレインは慌てて支える。

「ごめん……だい、じょうぶ、だから」

「すごい熱じゃないか」

　レインの腕の中でリリアは荒い息をもらしていた。からだがひどく熱い。大粒の汗が浮かんだ顔はとても辛つらそうだ。なぜ、今まで気づけなかったのか……。

「どうしてすぐ言わなかった？」

「だい、じょうぶよ。いきましょう」

「だいじょうぶじゃないだろ！」

　レインは無理やりリリアを座らせる。リリアも抵抗しなかった。するだけの力が残っていないのだろう。レインもその場に腰をおろした。シャツでリリアの額を拭ぬぐう。

「あり、がと」

「少し休もう」

　彼女の背中には翼が生えたままだ。地下道をでてしまえば誰だれかに見られないともかぎらない。今はとっさに拾いあげたマントをかぶせて隠しているが、どの程度隠しとおせるものなのかわからなかった。

　リリアはゆっくりとした動作で右手を目の高さにあげる。

「……指輪、壊れ、ちゃった」

　レインもその瞬間を目撃していた。メルと嘘泣き姫レデイ・ジヨーカーのもとへ突進していくリリアを魔法式がつつみこみ、そして指輪が砕けたのだ。

「わたし、ダメだな。剣も折っちゃったのに、指輪まで、壊しちゃうなんて」

　リリアにかける言葉が思い浮かばない。

　これまで、リリアの指輪が《矛盾する純天使エンドレス・パラドクス》を発動させる条件を考えてきた。持ち主に危険が迫ったときなのではないかと想像もしたが、必ずしもそのような場面で発動していたわけではなかった。今、ようやくわかった。

　指輪はリリアが翼の民アルコンテスの力を解放しそうになると反応していたのだ。彼女の力を封じることが第一の目的であり、周囲の魔法式が解除されてしまうのは副次的な意味でしかなかった。その指輪が壊れ、リリアの力は抑えがきかなくなった。今は小康状態にあるらしいが、また、いつ暴走をはじめるかわからない。先ほどの力は尋常ではなかった。地下闘技場は今ごろ土砂で埋まってしまっているだろう……。

「リリア、きみは、翼の民アルコンテスの生き残りなのか？」

「……わから、ない」

　リリアは顔を伏せる。

「この数日、きみに感じた異変も、このことに関係していたんだな。いったい、いつからだ？　いつからぼくに黙っていた？」

　あれはルナマリーの招待を受けた日の朝だ。あの日、朝食の席にリリアはいなかった。用事があるらしいとアヴリルから聞いた。その後、リリアと教室で顔をあわせたときに違和感を覚えた。着替えられた上着ジヤケツト、泥のついたブーツ。異様な食欲もおそらく翼と無関係じゃない。

「なぜ黙っていた？」

　リリアは答えない。紅玉ルビーの瞳ひとみを伏せた。前髪が目元に影を落とす。

「どうしてぼくに言わなかった！」

「レインだって！」

　苦しみを押し殺すようにしてリリアも声を荒らげた。

「レインだって、なにも教えてくれないじゃない！　いつも自分だけなんでも知ってるみたいな顔して、一人で背負おうとして、わたしなんて、いてもいなくても同じじゃない！」

「そんなこと」

「あるわ！」

「……だとしても、それとこれとは」

「同じだわ！」

　怒鳴ったあと、リリアは顔をしかめる。背中が痛むのか……。

「利用しあう、関係なんて、うまくいきっこない。こんなの、最初から、破は綻たんしてたのよ」

「……リリア」

「わたし、いかないと」

　立ちあがろうとする。けれど、すぐによろめいて壁に手をつく。レインも立ちあがり、リリアを支える。

「待て、どこへいくつもりだよ」

「メル・ホワイトのところに、戻らないと。お母さまを助けなくちゃ」

　メルの名前がでたことで、レインの心はかすかに軋きしむ。

「あんなのリリアを動揺させるための嘘うそに決まってるじゃないか」

　それにあの場所はもう崩れているはずだ。へたに戻ればさらなる崩落に巻きこまれるおそれもある。メルは無事だろうか？　一瞬そんな考えがよぎり、どうしようもない空虚が押し寄せてくる。

「わからないじゃない」

「ダメだ。今は自分のからだを優先しろ」

「こんなのなんでもないわ」

「いかせない」

　リリアの手を強く握る。尋常ではない熱さだった。

「はなして！」

「はなさない。こんなからだで、どうするってんだ。すごい熱なんだぞ」

「レインには関係ないでしょ！」

「あるさ」

「ないわ」

「ある！」

　レインは力をこめてリリアを壁に押しつけた。今の彼女ではレインを押しのけることができない。レインはそのままリリアのくちびるを奪った。リリアが目を見開く。

「──っ!?」

　次の瞬間、リリアの手がレインの頬ほおを打った。けれど、やはりそこに力はこもっていなかった。













「……な、なんで、こんなことするの？」

　リリアが泣きだしそうな顔でレインを見る。

「はじめてきみが聖徒会室にやってきたとき、きみの意志の強そうな瞳ひとみを見た、あの瞬間から、ぼくはきみに惚ほれている。大した作戦もないくせに、がむしゃらに突き進もうとするきみはとても愚かで、とても眩まぶしかった。だから、ほうっておけなかった。今も。だから、嫌われてもかまわない。きみをいかせはしない」

　レインはリリアを睨にらみつける。

「まずは熱をさげないとまずい。高熱がつづくと命にかかわるぞ。接続ツナギ屋のところにいこう」

　この際、選えり好ごのみなどしていられない。非合法医療の売人とはいえ、彼にどこまでできるか疑問だが、それでもこのままここにいるよりもましだ。




「悪いけれど、その予定は中止キヤンセルにしてくれ」




　背後から声がした。ひとの気配に気づかなかったことに焦りを覚えながら、レインはふりかえる。

「……メル」

　黒いローブ姿のメルの姿がある。魔法灯ランプではなく、角灯ランタンを手にしている。目立った怪け我がはないようだ。そのことにわずかに安あん堵どし、安堵した自分に動揺する。

「……無事でなによりだ」

　言いながら、リリアをそっと背中に隠した。

「ボクを心配してくれていたんだね、嬉うれしいよ」

　メルは微笑ほほえみを浮かべた。

「だから、ミス・バラードを口説こうとしていたことは忘れてもいい」

　メルの手にはまたしても自動拳銃ハンドガンがあった。銃口がこちらを向いている。

「さあ、仕切りなおしだ。あらためて、ボクについてきてほしい。今、怪我をすると厄介なことになるだろう？」

　極小汎用魔法式機関ナノマシンは無効になっている。ただでさえ全身くまなく怪我をしている状態で抵抗できるわけがなかった。へたをすれば、傷喚魔法まで発動してしまう。

「どこへ連れていきたい？」

「いけばわかる。それに、きみはミス・バラードを助けたいのだろう？　ボクについてくれば彼女を助けてあげられる」

　リリアは苦しげに浅い息をもらしていた。それでも、レインを押しのけてメルのほうへいこうとする。

「……おかあ、さま、は、どこに？」

　リリアは一歩踏みだし、そしてバランスを崩す。レインがリリアのからだを支えた。

「ミス・バラードを死なせたくはないだろう、レイン？」

　レインはメルに視線を戻す。

「本当にリリアを助けられるのか？」

「ボクには無理だけれど、彼にならば可能だよ」

「それは誰だれのことだ？」

「それもいけばわかる」

「……そいつがぼくを連れてこいと言ったのか？」

「そういうことだ。さあ、どうする？」

　迷っている余裕などなかった。

「……わかった。おまえに従う」

　レインの返事にメルは安心したように息を吐いた。

「地上に馬車を待たせている。さあ、いこう」

　レインはリリアを背中に担ぐ。リリアはレインになにかを言おうとしたようだけれど、痛みと熱のためか、それはもう言葉にならなかった。一度、レインの手をふり払おうとしたが、それだけだ。レインの手から逃れるだけの力は残っていない。

「だいじょうぶだ、必ず助ける。なにも心配はいらない」

　レインはリリアに囁ささやき、汗で濡ぬれた彼女の前髪をそっとかきわけた。




　雨だ。

　地下道を抜けると、メルが言ったように馬車が待っていた。促されるままに乗りこみ、リリアを座らせる。メルが窓を叩たたいて御者へ合図を送った。雨に濡れた石畳の道を馬車が走りだす。このころにはもう、リリアは一切の抵抗をやめていた。意識も朦もう朧ろうとしてしまっている。治癒魔法もなにも使えないレインはただ、リリアの手を握っていてあげることしかできなかった。

「ボクがミス・バラードと同じような目に遭っていたら、そんなふうに優しく手を握っていてくれたかい？」

　向かいに座るメルが冗談めかした口調で訊たずねてきた。それには答えず、逆に質問する。

「ルナも無事なんだろうな？」

　地下闘技場にいたのはルナマリーに扮ふんした嘘泣き姫レデイ・ジヨーカーだった。レインはまだ、彼女の無事を確認していない。

「もちろん」

「いつからこんなことを？」

　メルは目を細めた。

「はじめから」

「はじめから？」

「きみが町の中で果物を盗んだ男の子をかばって殴られていた、あの日から」

　覚えている。小さいころの自分に似た、みすぼらしい子供が殴られているのを見て、レインは青果店の店主をとめに入ったのだ。店主からサイフをすり、そのお金で目の前のかわいらしい少女を食事に誘った。

「……そうか。おまえとは友達だと思ってたんだけど、そうじゃなかったんだな」

　メルはなにかを言いかけた。でも、結局はなにも言わずに、窓の外へ目を向ける。市内はやけに暗い。おそらく《矛盾する純天使エンドレス・パラドクス》のせいだろう。町中の魔法式が解除されてしまったに違いない。雨雲のせいで月明かりもない。馬車はレインたちを乗せて走りつづける。テネス河にかかった巨大な橋をわたり、やがて見えてきたのは──、

「……ヴァレンタリア宮殿？」





　　　　†






　どういうわけか門の前に警備の者の姿はなかった。ルナマリーが行方不明になっているために、人手を割いているのはわかるが、誰だれもいないというのはおかしい。

　馬車を運転していたはずの御者はいつのまにか消えていた。メルは迷いなく宮殿の中へ足を踏み入れる。レインもリリアを抱えながらそのうしろにつづいた。リリアの意識は失われたままだ。

　宮殿の中にもひとの姿はなかった。不気味なまでに静まりかえっていて、二人の足音がやけに大きく響いた。ここも薄暗い。宮殿の中では原則として魔法を使うことができないから明かりに魔法を使用しているわけではないはずなのだが、照明を絞っているようだ。幸運とみるべきか、魔法の使用が制限される空間にいるために、傷から滲にじみだしていたもやが体内に戻っていた。

　やがて謁えつ見けんの間に辿たどりついた。ここにもロウソクの明かりしかなく、視界は不ふ明めい瞭りようだった。窓の外で雷が光る。その閃せん光こうによって、からっぽの玉座が照らしだされた。

　謁見の間にも誰もいない。そのはずなのに。




「よくきたな、レッドハート」




　不意に背後から声がして、レインはふりかえる。

　そこには──。

「……ギルバート・ダーリントン」

　ルナマリーの家庭教師の姿があった。

「あんたが黒幕だったのか」

　ギルバートは口もとに笑みを浮かべる。

「黒幕という言葉はいかにも陳腐だな。おもしろみがない」

　今までの丁寧語が消えている。演技をつづける必要がなくなったということか。

「あんたがぜんぶ仕組んだのか？　ルナを連れ去ったのも、エドワード・ヒューストンにぼくの名前をださせたのも、嘘泣き姫レデイ・ジヨーカーを寄こしたのも、メルにこんなことをさせているのも！」

　レインはギルバートを睨にらみつける。宮殿の中では魔法は使えない。こちらはもとより使えないが、向こうも条件は同じだ。ならば勝機はある。

「やめておけ」

　レインの心の内を読んだかのようなタイミングでギルバートが言った。

「そのからだでは満足に動けまい。それにバラードのお嬢さんを救いたいだろう？」

　レインはくちびるを噛かみしめる。ギルバートの言うとおりだったからだ。

「さあ、彼女をこちらへ」

「リリアを本当に助けるという保証はあるのか？」

「そう警戒するな、レッドハート。必ず助けるさ。人質として利用したいからな」

「……ルナはどうした？」

　人質というならばルナマリーがすでにそうだ。あらたに人質を増やすということは、ルナマリーに人質としての価値がなくなったことを意味している。

「案ずるな、彼女も無事だ。単純にわたしはバラードのお嬢さんを救いたいだけだ。ならば彼女を人質とするほうがおまえにとっても安心だろう？　人質は生きていてこそ意味があるのだから。さあ、早くしろ。手遅れになる前に」

　レインの腕の中でリリアは浅い呼吸をくりかえしている。一向に熱がひく気配はない。本当にこのままでは危険だった。レインは頷うなずき、ギルバートの前に立つ。

「そのまま、そこに立っていろ」

　ギルバートは右手の人差し指と中指を伸ばして、苦しげなリリアの額に乗せる。それから口の中で魔法を詠唱した。魔法の詠唱？　ここは宮殿の中なのに？

　魔法式がリリアのからだをつつみこむ。彼女は苦く悶もんの表情を浮かべた。

「リリア!?」

「あぁあああああああああああああああああああっ！」

　耳をつんざく凄すさまじい絶叫が響きわたる。

「なにをした!?」

　リリアはレインの腕からはなれ、宙に浮かびあがる。からだを覆っていたマントが床に落ちた。背中を限界までそらせる。レインはとっさにリリアを抱きとめようとした。それをメルが制止する。

「ダメだ、レイン」

「はなせよ！」

「彼女を助けたいなら、おとなしく見ているんだ」

　リリアの背中にある翼が大きく開かれ、衝撃波が生まれる。壁や床に亀き裂れつが走り、シャンデリアをつないでいた鎖が切れた。

「──っ!?」

　メルがレインを突き飛ばした。二人で床の上を転がる。骨折した部分がひどく痛む。レインはすぐさま顔をあげた。シャンデリアがリリアとギルバートの上に墜落することはなかったようだ。魔法式にぶつかり、粉々に吹き飛ばされている。破片がこちらにまで飛んできた。

「宮殿内では魔法が使えないんだ。ボクらは見守っているしかない」

「なら、あいつはなぜ使える？」

「彼はとくべつだからだ」

　ギルバートだけではない。リリアの翼も魔法を生みだしていた。

「眠れ──翼の民アルコンテスの子よ」

　ギルバートは歌うように言った。リリアをつつんでいる魔法式はイバラが巻きつくように彼女の翼を縛いましめる。やがて翼が強制的に折りたたまれていった。リリアをつつんでいた魔法式が次第に小さく細くなっていく。リリアの顔からも苦く悶もんが薄れていく。宙に浮いていた彼女はゆっくりと落下し、ギルバートの腕の中におさまった。

「リリアから手をはなせ」

　メルをふりきって、レインはギルバートの前につめ寄る。折れている右足が痛んだが、そんなことはどうでもいい。

「わかっているさ。そう怖い顔をするな。おまえの想おもい人びとを傷つけたりはしない」

　ギルバートはおどけた調子で答えた。それからメルを呼びつける。

「ホワイト。バラードのお嬢さんを治療室へ。まだ熱はさがっていないから、氷でからだを冷やしてやれ」

「はい、ただいま」

　メルは、いつの間にか移動式ベッドストレツチヤーを用意していた。ギルバートはそこにリリアを寝かせると、自分の指輪をはずした。あの赤い宝石のついた古めかしい指輪だ。それをリリアの指にはめる。それからレインを見た。

「彼女は──」

「……わかってる」

　レインは声を押し殺して言った。

「人質なんだろ？　助けるには、おまえたちにリリアを預けなければならない」

「そのとおり。理解が早くて助かる」

「……リリアになにかしてみろ、おまえを殺す」

「それは怖い」

「だいじょうぶだ、レイン。ミス・バラードは助ける」

　レインはメルを見やった。メルは困ったような笑みを浮かべる。

「信じてくれと言うのはむずかしいけど、でも、今は信じてほしい」

　レインは小さく頷うなずいた。移動式ベッドストレツチヤーにリリアを乗せたメルが、それを押して謁えつ見けんの間からでていく。レインはあらためてギルバートに向きなおった。

「ルナも無事なんだな？」

「もちろんだ」

「会わせろ」

「彼女は部屋でお休みだ。うら若き乙女レデイの寝室を覗のぞこうというのは褒められた趣味とは言えんな」

「人質は一人で充分だろ。会わせろ」

　声をとがらせるレインに対してギルバートはあくまでも笑みを浮かべたままだった。

「まあ、いいだろう。こちらだ」

　ギルバートのうしろについて廊下を進む。やがて、一つの部屋の前で立ちどまった。

「ルナマリーはここにいる」

　扉をあけると、そこには天てん蓋がいつきのベッドが据えられていた。ルナマリーはシーツの上に横たわっていた。レインはルナマリーのそばに寄り、彼女の顔を確認する。レインが近づいても反応はない。だが、それは本当に寝ているだけのようだった。かすかに胸が上下しているので息をしているとわかる。レインは胸をなでおろした。

「満足か？」

「いいや。どうしてぼくが、こんなふうにして、あんたの前に連れてこられなければならなかったのか、それを説明しろよ」

「もちろんだ。なにを隠そう説明はわたしの得意分野でね」

「だったら早くしろよ」

「威勢がいいな」

　分厚いメガネを押しあげながら言う。

「ついてこい、見せたいものがある」

　ギルバートはルナマリーの寝室からでていく。レインは一度、ルナマリーをふりかえり、それからギルバートのあとにつづいた。しばらく進み、ギルバートがまた扉をあける。今度は書斎であるらしかった。大きな机と、本棚が並んでいる。彼は一冊の本に手をかけ、手前にひいた。ガチャンと音がして、本棚が横にスライドする。隠し扉だ。そこは少しばかり奥まった空間になっていた。そこにまた扉がある。扉の横には硝子ガラス板のようなものが設置されていた。ギルバートはそれに手を乗せる。光がギルバートの手のひらを読みこんでいく。ピピッ、という軽快な音とともに扉が解錠された。

　ギルバートが先に入り、レインもつづいた。今まで薄暗さに目が慣れていたために眩まぶしさを覚える。そこは、どこまでも真っ白な空間だった。なにもない。いや、なにかの入力装置らしきものだけが、その白い空間の中心にぽつんとたたずんでいるのが見えた。

「グライムス学院にはグライムスが遺のこした五つの魔導具が保管された部屋があるな？」

　突然、ギルバートが言った。

「……あ、ああ」

「回廊魔法がかけられているために、その部屋には誰だれも辿たどりつくことができない。入室を許可されるのは聖徒会長職を二年間まっとうした者だけ」

「……そうだ。それがどうした？」

「なら、おまえは会長職に就いていない者の中で、はじめてその部屋に足を踏み入れた者ということになる」

「なにを言って──」

　途中で言葉を呑のみこむ。まさか、ここは……。

　ギルバートは入力装置に数字を入力した。床から五つの台座がせりあがってくる。

「これが《憑匣パラダイス０》だ」

　ギルバートが台座に載っている箱をぞんざいな仕草で指し示す。それは五センチ四方の立方体だった。透明な硝子ガラス製で、中が透けて見える。箱の中にはなんらかの肉片が閉じこめられていた。そして、それは動いている。

「失敗作だがな。それから、こちらが《愛匣パラダイス４》」

　同じような立方体だが、こちらは三〇センチ四方もある。こちらも中身が透けている。なにかの機械仕掛けがゆっくりと稼働しているのがわかった。

「本物なのか？」

「もちろん。なんなら使ってみるか？」

　ギルバートが《憑匣パラダイス０》を手にとり、レインにほうり投げる。受けとったレインは箱の中をまじまじと見つめた。うごめく肉片の中には眼球や人間の指のようなものがまじっていた。気味が悪い。レインは箱をもとの台座に戻す。

「……ここは学院にある魔導具の保管室なのか？」

　とても信じられるはずがなかった。けれど、こんなにも大それた嘘うそをレインにつく理由が思い浮かばない。

「ここは空間的にはグライムス学院の中に当たる。学院からは入ることができないがな。そういうつくりになっている」

　王室の公式文書によれば、《憑匣パラダイス０》は寄生魔法を発動させ対象者を変容させる魔導具だ。《愛匣パラダイス４》は封印魔法系統のアイテムで、対象者から特定の『概念』を喪失させることができるという。

　台座はぜんぶで五つ。しかし、二つの箱があるだけで、三つの台座は空白だった。

「《独裁者の右脳アイソレーシヨン・システム》はウィルフレッドの一件で回収されてしまったからな、ここにはない。《病人形マイ・フエア・レデイ》も失われてしまった」

「……《聖者の歯車ロードギア》は？」

「使用中だ」

　使用中？　どういう意味だ？

「あんたは、いったい……」

　レインは得体の知れない男に視線をやる。

「ここまで示して、わたしが誰だれなのか、まだわからないのか？」

　男もレインを見つめている。これまで誰も見つけることのできなかったこの空間に自由に出入りできる男。それは……ただ一人……。

「そんな、ありえない……」

「世界はありえないことで満ちている。奇き蹟せきなんてものは五分に一度くらいの頻度で起きているものだ」

「あんたは──」

　レインは唾つばを飲みこんだ。そして、頭の中に浮かんだ人物の名前を口にする。

「あんたは、イル・グライムスなのか？」

　ギルバートはできのいい聖徒に向けるみたいに微笑ほほえんだ。

「いかにも。わたしはイル・グライムスだ」

　グレートブリトニアが誇る最強の魔導師、サー・イル・グライムス。数々の魔法式と魔導具を生みだした天才。誰もがその名前を知りながら、誰も彼の本当の姿も、彼の生い立ちも知らない。その死さえも謎なぞにつつまれている。

　とはいえ、およそ一八〇年前の人間が生きているはずがない。

　魔法技術の発達によっても、不老不死と、死者を蘇そ生せいさせることは叶かなわないと言われている。せいぜい可能なのは、ウィルフレッドのように機械化させることだが、それは蘇生とは根本的に異なる。人格は伴わず、文字どおりの生ける屍しかばねとなるだけだ。

　だからこそ、あのとき、ウィルフレッドとしてふるまっていた者は、彼自身ではないべつの『誰か』だったのだ。べつの……『誰か』……。

　不老不死も、死者の蘇そ生せいも本来的には不可能だ。

　でも、もし、それを叶かなえることができるとしたら──。

　それは天才が生みだした魔導具《聖者の歯車ロードギア》をおいてほかにはない。

「ここからが本題だ」

　ギルバートがまた入力装置に数字を打ちこんだ。

　今度は巨大な円筒形の硝子ガラス筒が何本も床から伸びてくる。三〇本ほどだろうか。

「……これは」

　それらは溶液で満たされていた。その中に胎児が浮かんでいる。へその緒の部分にはコードがつながれていた。ギルバートは近くの硝子筒の前に移動し、その表面を撫なでる。

「これは、わたしの複製体クローンだ」

「……複製体クローン？」

「正確にはイル・グライムスの複製体クローンと言うべきだな。この中に浮かんでいる胎児はみな、遺伝子的にイル・グライムスとまったく同一の存在だ」

「あんたは……イル・グライムスの複製体クローンなのか」

「そうだ。わたしも彼のコピーだ。そして──」

　ギルバートはそこで分厚いメガネをはずした。彼の琥珀色アンバーの瞳ひとみがはっきり見える。ギルバートは長い髪をうしろに撫でつけ、顔をあらわにする。

　レインはとっさに口がきけない。これまで分厚いメガネと長い髪のせいでわからなかった。けれど今気づいた。ギルバートの顔が、驚くほど、レインに似ていることに。

　──レイン・レッドハート、あなたとはどこかでお会いしたことがありましたかしら？

　ルナマリーが最初に言っていた言葉を思いだす。




「おまえもまた、グライムスの複製体の一人だ」




　口の中から水分がなくなる。心臓の鼓動がうるさい。

「おまえには両親の記憶があるか？」

　物心がついたときには、レインは孤児院にいた。それ以前の記憶はない。

「イル・グライムスの……複製体クローン？」

「おまえはここで生まれたんだ」

　レインはもう一度胎児たちを眺めた。奇妙な既視感。まるでここを知っているかのような。気分が悪い。骨折の痛みも忘れる。ただ、異様にからだが重たかった。

「わけが、わからない。あんたはなにを言っているんだ？」

「説明するには、翼の民アルコンテスについて知っていなければならない。おまえはかの者たちについてどれだけ知っている？」

「……千年以上前にいたとされる翼を持つ民族だ。高度な技術を有していたが、なんらかの理由で絶滅した」

「教科書どおりだな」

「……違うのか？」

「翼の民アルコンテスが生きていたとされる千年前は魔法戦争の時代だった。当時は魔法を使えることが当たり前だったんだ。四つの大陸と、天上都市群があり、ひとびとは覇権争いに躍起になっていた」

「天上都市群？」

　魔法戦争についてはいくつかの文献が残っている。けれど、天上都市群というのは聞いたことがなかった。

「翼の民アルコンテスの故郷だ。空にいくつもの小島が浮かんでいるところを想像しろ。彼らは元来、地上とは無縁の一族だった。平和を愛し、穏やかに暮らしていたんだよ」

　ギルバートは懐かしむように言った。

「だが、持たざる者は空へ憧あこがれる。地上の人間たちは翼の民アルコンテスに宣戦を布告した。いくつかの天上都市は墜落し、彼らの一部は地上へおりることを余儀なくされた」

「無音都市──メリルフィールド」













「そうだ。平和を愛する彼らは、どうしたら世界から戦争をなくすことができるのかを真剣に議論した。そして、世界から『魔法』という存在を消し去ろうと試みた。誰だれも魔法を使えなければ戦争を起こすことができなくなると考えたのさ」

「……魔法の詠唱を不可能化させようとした、のか」

「手始めにな。それだけでなく、翼の民アルコンテス自身も積極的に魔法を捨てようとした。彼らが滅びたというのは、なんのことはない。翼を持つことをやめただけさ。力を封じることにしたんだ。大きすぎる力は災いを招く」

「……リリアの指輪がそうなのか？」

「ああ。《翼ある者へ祝福と戒めを》──《咒じゆ翼よくの環わ》の力だ」

　滔とう々とうと語るギルバートを見つめながら、レインの心に疑問が浮かぶ。

「どうしてそんなに詳しい？」

「イル・グライムスが翼の民アルコンテスだったからだ」

　それはつまり……。

「わたしも、そしておまえも、その血をひいていることになる」

「ぼくが、翼の民アルコンテス……」

「もっとも、われわれは遺伝子を操作しているから翼が生えることはないがな。あんなに邪魔なものを背負って生活もできまい。眠るにもひと苦労だ」

　ギルバートは小さく笑う。レインは困惑するばかりだ。

「さて、千年前に話を戻そうか。翼の民アルコンテスは世界に平和をもたらすために魔法をこの世界から消してしまおうとした。だが残念なことに、彼らの願いは成就しなかった。ひとは争いをやめられなかった。魔法があろうが、なかろうが、そんなものは関係なかったんだ。人間は悲しいな」

　ギルバートはレインに静かな視線を寄こす。

「誰しも基本的には善良なのだ。だが、ときおり、なにかが壊れる。間違った方向へ流されてしまう。善良ゆえに、と言ってもいいかもしれない。だから、愚かな人間たちを導く者が必要だ。グライムスはそう考えた。決して間違えない独裁者が彼らを制御コントロールしてやらなければならない。もちろん、彼らに支配されていると気づかせない形で」

「間違えない独裁者……」

「《王》だ。誰よりも強く、誰よりも賢く、誰よりも孤独な者。権力に固執せず、自分を犠牲にすることを厭いとわない者。グライムスは《王》をつくることにした。そのために複製体クローンを生みだし、ある段階まで成長すると、過酷な環境下に置いた」

「……英雄とは困難な環境にあって創作される生いけ贄にえである」

「そのとおり。グライムスの蠱コ毒ドク理論だ。生贄候補はここで生まれる」

　ギルバートは芝居がかった仕草で両腕を広げた。

「当初、おまえは失敗作だと思われていた。遺伝子のエラーにより、魔法適性を持っていなかったからだ。しかし、おまえの場合はスノー・レッドハートの死により、傷喚魔法を発生させた。おまえにもグライムスの才能がきちんと受け継がれていたわけだ」

　レインは自分の手のひらを見つめる。

「ひとは普通、負の心と正の心をわけることなく、混こん沌とんの中で生きなければならない。だからこそ、バランスを崩せば壊れてしまうことがある。だが、おまえは心の中にもう一人の自分を生みだし、負の心のすべてを背負わせることで、壊れることなく生き永らえた。とても興味深い。そう──」

　ギルバートがレインに近づく。

「おまえこそが《王》に相応ふさわしい」

「……《王》」

「《王》とはグライムスの知識を受け継ぎ、ひとびとを導く者のことだ。イル・グライムスは自身の複製体クローンにすべての記憶を譲ることで、千年にわたるときを生きてきた」

「千年……待て、それじゃあ、グレートブリトニアが誇る英雄ってのは」

「あれもまたオリジナルではない。だが、勘違いするなよ。彼もわたしもグライムスの記憶を継いでいる。今、わたしを含めて二四人ものグライムスの知識がこの中にある」

　ギルバートは人差し指で自分の頭をつついた。

「すべての知識と力をおまえに譲ろう。おまえが二五人目となれ」

　レインは目の前の男を見つめつづけた。自分とよく似ている。イル・グライムスのきちんとした肖像画が残されていないのは、顔を知られることが次のグライムスにとって有益ではなかったからなのか。生い立ちが不確かなのも、すべてはこのせいだったのか。

　でも──。

「あんたの言っていることはおかしい。グライムスが生みだした魔導具《聖者の歯車ロードギア》に願えば、そんなにまどろっこしいシステムは必要ないはずだ」

　自らの複製体クローンを生みだし、過酷な環境下に置き、たった一人の相応しい者を選びだして記憶を譲る。いつか、その者が世界を統治する。そんなことをして世界の覇者にならずとも、魔導具に願えばいいではないか。

「願ったさ。そして、今まさに、グライムスの願いは叶えられつつある」

「……どういうことだ？」

「複製体クローンにすべての記憶を継がせ、支配者とする、このまどろっこしいシステムこそ《聖者の歯車ロードギア》が生みだしたものなんだよ」

　ギルバートは一度まぶたを閉じ、それから開く。左右の眼球が薄く透けていた。眼球の中で歯車が噛かみあい、回転しているのが見える。

「一般的には《聖者の歯車ロードギア》はグライムスが生みだした魔導具ということになっているが、実際はそうではない。これは翼の民アルコンテスの遺物だ。そして、決して使用してはならないものとされてきた。本当に、どんな願いでも叶かなえてしまうからだ。世界の平和を願う彼らも使うことはしなかった。翼の民アルコンテスたちはある意味で理解していたんだ。世界を平和にするということがどういうことなのかを」

「一人の独裁者が民を平定する世界……」

「だからこそ《聖者の歯車ロードギア》に願うことはしなかった。彼らはひとの善なる心を信じ、失敗した。グライムスだけが行動に移した。彼は自分を生いけ贄にえに捧ささげたのだ」

「千年も必要だったのか？」

「すべてのひとを救うには神にでもなるしかない。《王》とは神である。これは神を生みだすためのシステムなのだ。神をつくるには時間がかかる」

　頭がおかしくなりそうだった。

「学院には聖徒会長を二年務めあげた者に《聖者の歯車ロードギア》を授けるという伝統がある。これはなにを意味する？」

「それも蠱コ毒ドク理論だ。一人の最強を生みだすためのシステムだよ」

「なぜ、そんなものをつくったんだ？　グライムス自身が生贄でありつづける道を選んだのなら、ほかには必要ないはずだ」

「純粋に魔導師を育成し、国力とするためだ。褒美は豪華なほうが身も入るだろう？」

「戦争のための道具づくり？」

「きれいごとは言わないでおこう。グレートブリトニアが一度世界を滅ぼし、その後、統治する。世界平和のための第一歩だ」

「これまで四人の聖徒会長が職をまっとうしたはずだ。彼らはみな学院から姿を消している。いや、完全に消息を絶っている。あんたがなにかをしたのか？」

「彼らはただ願いを叶えただけだ」

「願いを叶えた？」

「これまで現れた四人のうち、一人は死んだ妹を生きかえらせようとした。一人は永遠の命を願った。一人は他国の人間で祖国のために強大な軍事力を欲した。最後の一人はこの国の権力を得ようとした」

「どうなった？」

「だから、全員が願いを叶えている。夢の中でな。ゆえに彼らは姿を消した」

「夢の中？」

「《聖者の歯車ロードギア》はどんな願いであろうとも、必ず一つは叶えてくれる。それは一人につき、ではなく、ぜんぶで一つだ。願い同士が矛盾しあう可能性もあるためにそのように設定されている。グライムスの願いを叶えている以上、ほかの願いは受けつけない。言ってみれば、もう《聖者の歯車ロードギア》なんてものは存在していないんだ。聖徒会長に授けたのは《聖者の歯車ロードギア》の二流品レプリカだ。それでも、彼らの願いは必ず叶う。厳密に言えば永遠の命だけは、本人の寿命までの永遠性しかないので叶かなえたとは言い難いが」

「学院のトップを眠らせたのか？」

「安全な場所でな」

「戦力を失うということだろ。デメリットしかない」

「いいや、英雄はその強さゆえに孤独なものだ。誰だれとも肩を並べるということができない。戦場ではそんなやつは役に立たない。強すぎてはいけないんだ。適度に弱く、団体行動ができ、使い捨てられる者こそが戦場に適している。その意味では学院で二年間、トップを維持できてしまうような有能な者は排除しておいたほうがいい。必要なのはトップの人材ではなく、トップを目指したが、なれなかった者たちのほうだ」

「そんな……」

　ギルバートは間を置いてからつづける。

「だが、彼らは不幸でもなかろう。願いは叶ったのだから」

　レインにはわからなかった。自分の願いを叶えるのに、夢の中でだけと言われたらレインは承服しない。でも、夢と現実を見わけられないのだとしたら、どちらでも同じことなのか……。

「説明は以上だ。ほかに質問は？」

　訊たずねるべきことはいくつもあるはずだった。けれど、もはや頭が働いていない。

「今からおまえに三日の猶予を与えてやる」

「三日の、猶予？」

「《王》を継ぐか否かを選ぶ時間だ。そのあいだ、バラードのお嬢さんはこちらで預からせてもらう。どちらの道を選択しても彼女は無事にかえすと約束しよう。ただし、選択をおこなわない場合は、そのかぎりではない。どうだ、悪い条件ではないだろう？」

「ぼくが、ＮＯと言ってもリリアは助かるのか？」

「そうだ」

「その場合、ぼく自身はどうなる？」

「失敗作に用はない」

　ギルバートは微笑ほほえんだ。

「三日後、迎えをやる。学院にいろ」




　ギルバートに解放されたレインは誰もいない宮殿から外へでた。頭に霧でもかかっているかのようだった。外は暗く、雨音はするが、どれほどふっているのかよくわからない。

　ふと気づくと、正面入口のところにメルが立っていた。レインはその場で足をとめる。

「ひどい顔をしているな、レイン」

「ひどい一日だったからな……」

　まるでおもしろくないジョークを徹夜で聞かされた気分だ。

「リリアは？」

「寝ているよ。心配ない。安定している」

「そうか。それならよかった」

「訊かないのかい、ボクがきみを裏切っていた理由を」

「話したいのなら聞くよ」

　メルは苦笑する。

「ずるいな、それは。きみにはぜったいに知られたくないような気もするし、きみだけには知っていてもらいたいような気持ちもある」

「あいつに無理やり命じられているのか？　おまえも人質をとられているとか？」

「いいや、ボクは彼に恩義がある。そして、彼の目指す世界に共感してもいる」

「そうか。なら、おまえが選んだ道だ。まっすぐ歩け。ぼくはなにも言わない」

「きみだって、この世界を憎んでいるのだろう？　泳げない者は溺おぼれればいいという、今の世界のあり方をかえようとしているんだろう？」

　メルがレインに近づいてくる。

「ボクは、きみに《王》を継いでほしいと思っている」

　メルの手がレインに伸び、頬ほおに触れた。

「きみが支配する世界でなら、ボクはきっと息ができる」

「三日の猶予を与えられた。三日間、考えるよ」

「三日間、ボクのところへくればいい。それからもずっとボクといればいい」

「ありがとう。でも、いくよ」

「……そう」

　レインはメルの手をそっと頬からはずし、夜の闇やみの中に足を踏みだす。メルはひきとめもしなかったし、追いかけてもこなかった。冷たい雨がレインの髪を濡ぬらした。





　　　　†






　まぶたを開くとぽろっと涙がこぼれた。しずくが頬を伝って落ちる。頭がもうろうとしていた。それでも徐々に意識が覚かく醒せいしてきて、リリアは自分がどこかに横たわっていることに気づく。からだを起こそうとしてみたけれど、うまくいかなかった。手足が自分のものではないみたい。

「無理はしないほうがいい、バラードのお嬢さん」

　声がして、そちらに視線を走らせる。

「まだあれから四時間ほどしか経過していない」

　窓辺に据えられた椅い子すに腰かけている男がいた。彼の膝ひざの上には分厚い本が載っている。男の背後にある窓の外は暗い。まるで男が闇やみを背負っているように見えた。

「あなたは……」

　男の顔を見たリリアは驚きを隠せない。

「レイン……？」

　琥珀色アンバーの瞳ひとみも、暗い色の髪も、顔つきもどれもレインとそっくりだった。けれど、もちろんレインではない。あと一〇年も経たてばこうなるかもしれない、という顔立ちをしていた。

「レッドハートは去った。安心していい。彼にきみを助けると約束した」

　その声に聞き覚えがあった。

「まさか……あなた、ギルバート・ダーリントン……なの？」

　今まで前髪をおろして、分厚いメガネで顔を隠すようにしていたのでわからなかった。今は髪をうしろへ流し、メガネもはずしている。どうして、ギルバートとレインがこんなにも似ているのだろうか？

　ギルバートは微笑ほほえんだ。読んでいた本を閉じ、近くの机の上に無造作に置く。

「わたしが誰だれかということは、そんなに重要なことじゃない」

「ふざけ、ないで」

　リリアはベッドから飛びおりた。でも、そこで視界が真っ白に染まる。目め眩まいを起こしてよろけたのだ。けれど、地面に倒れ伏したりはしなかった。ギルバートがリリアのからだを支えてくれていたからだ。

「無理はするなと言ったろう？」

「はなしてっ！」

「仰せのままに」

　ギルバートはリリアから手をはなした。壁に手をついて自分一人の力で立つ。そして、目の前の男を睨にらみつける。ギルバートはそんなリリアを見て、また微笑を浮かべた。

「不思議な縁だな。きみとレッドハートが出会っていたというのは。あるいは運命か」

「なにを言っているの？」

「きみのその目、アリシアによく似ている」

「お母さま……どうしてお母さまのことを！」

　リリアはギルバートにつかみかかる。けれど、まるで力が入らない。そのせいで、結局はギルバートにからだを支えられていた。ギルバートはすぐにリリアから手をはなす。

「無茶はしないことだ。指輪で抑えがきかなくなれば、また力が暴走することになる」

　言われてはじめて気がついた。からだはだるいけれど、痛みは消えている。背中にあった翼もなくなっていた。服は簡素な部屋着に着替えさせられている。

　そして右手の親指に指輪がはめられていた。赤い宝石のついた古い指輪だ。

「わたしのものだからサイズがあわなくてね。親指にはめておいた」

「これは……」

「《咒じゆ翼よくの環わ》──翼の民アルコンテスの力を封じるためのものだ」

「翼の民アルコンテス……」

「千年前、この世界には翼を持った、民族が暮らしていたんだ──」

　ギルバートは翼の民アルコンテスについてを語った。かつて平和のために地上におりることを余儀なくされたひとびとの歴史を。そして、バラードの人間がその血をひいているということを……。

「信じ、られない」

「信じようが信じまいが、どちらでもかまわないがな」

　リリアはギルバートを見つめる。

「歩けるようならついてこい。母親アリシアに会わせてやる」




　ギルバートに案内されて建物から外へでる。周囲は鬱うつ蒼そうとした森に囲まれていた。うしろをふりかえってみる。そこには立派なお城が建っていた。

「……ここは？」

「わたしの秘密基地だよ」

　冗談めかした調子でギルバートは言った。そんなところもレインに似ている。ギルバートはリリアにあわせてゆっくりと歩いた。リリアは距離を置いて彼につづいた。発光天使エンジエルフライなどの姿は見えないが、不思議と視界は悪くない。森全体が淡く光っているようだった。少しばかり肌寒い。

　やがて、丘を思わせるひらけた場所にでた。

「……なに、これ？」

　リリアは自分の目を疑う。丘どころか、そこは断だん崖がいの絶壁だった。いや、それも正確ではない。雲が崖がけの下のほうに浮かんでいるのが見えた。

「ここは翼の民アルコンテスが暮らしていた天上都市群の最後の一つさ」

　ギルバートの言うように、リリアがいる丘は明らかに空に浮いていた。あまりの光景に目め眩まいを覚える。いつもよりも、少しだけ月が大きいような気がした。音もなく星明かりがふりそそいでいる。

「お母さまはどこ？」

　ギルバートが無言のまま指を伸ばす。

　二つの墓石が寄り添っていることに気づいた。背筋がぴんと伸びる。リリアはそっと墓石に近づいていった。それぞれに名前が刻まれている。

　クライヴ・ノックス・バラード。

　アリシア・ネル・バラード。

　リリアはその場で膝ひざをついた。髪の毛の先端が地面につく。

「そんな……嘘うそよ……」

　リリアの目から涙がこぼれ、頬ほおを濡ぬらしていった。

「嘘よ、だって、こんなの……」

　リリアは墓石にしがみついた。墓石は硬く、そして冷たかった。嗚お咽えつをとめることができない。そのあいだ、ギルバートはなにも言わなかった。涙は永遠にとまらないような気がした。それでも、ゆっくりと時間をかけておさまっていく。ギルバートがハンカチーフを差しだしてきた。リリアは受けとることを拒否して、手で顔を拭ぬぐった。立ちあがり、ギルバートを睨にらみつける。

「……お母さまに、なにをしたの？」

「恩赦を受けた彼女をわたしは保護した」

「保護ですって？」

「先ほどまでのきみと同じだよ。力が暴走することがあった。彼女は周囲のひとを傷つけないため、そしてきみを守るために、翼を切り落としていたんだ」

「切り落とす？　どういうこと？　わたしを守るって……」

「自分が翼の民アルコンテスであるとわかれば、その血をひいているきみが注目を浴びる。それを避けるためだ」

　冷たい風がリリアの髪をさらっていく。

「魔導師は魔法を使う際、詠唱を必要とする。だが、翼の民アルコンテスは翼そのものが魔法式を生みだすため、詠唱がいらない。逆に翼を失えば魔法は使用できない」

　ギルバートは黄金の月を仰いだ。

「それって、わたしに指輪を──」

「いや、指輪の有無はあの状況では関係なかった」

「でも」

「関係なかった」

　ギルバートは断言する。

「保護はしたが、残念ながら助ける手立てはなかった。翼を失った彼女は衰弱をつづけ、そして亡くなった。わたしは彼女と、彼女が大切に持っていた夫の髪をそこに埋め、墓石を建てた」

「お父さまの、髪の毛……」

「残念だが、クライヴの遺体はそこにはない。クライヴは獄中で亡くなったそうだ。肺炎と知らされているだろうが、彼は妻を守るために死んだ」

「どういう、こと？　お父さまに、なにが……」

「クライヴは戦争に反対していた。だから罪をでっちあげられ、獄中にて殺された」

「……そんな」

「一つ言えることは、クライヴは勇敢な男で、妻と娘を誰だれよりも愛していたということだ」

　不思議だった。父と母のことを語る彼の声はとても優しいものだったから。

「……あなたは、何者なの？」

「この誤った世界を正そうとする者さ」





　　　　†






　イヴリンは聖徒会室の窓から早朝の青く澄みわたった空を見あげる。

　三日前、ダイロン市内で突如として魔法が使用できなくなるという事件が発生した。原因は不明で、現在もまだ完全に復旧しているとは言い難い。学院も休学となっている。

　あの日以来、レインとリリアは姿を消したままだ。

「無事なんだろうな、レイン……」

　イヴリンは握りしめたこぶしを壁に叩たたきつけた。大きな音がして、壁に亀き裂れつが走る。

「ものに当たるなよ、ブラッドベリ」

　いつの間にか、背後にオスカーが立っていた。イヴリンは鋭角な視線を送る。

「気配を殺して近づくな、オスカー」

「ノックしたさ。返事がなかったので勝手にあけさせてもらった」

「……なんの用だ？」

　オスカーがアッシュブルーの髪をかきあげる。

「フォックスの指名手配が解除されたそうだ」

　それはつまり。

「小娘は宮殿に戻ったのか」

「口のきき方に気をつけろ。女王陛下だ」

「われらが愛すべき女王陛下殿は、無事に宮殿に戻ったのか」

「そのようだな。もっとも、王室の発表によると女王陛下はご病気だったそうだ。体調不良により、ご公務はすべてキャンセルになった」

「ふん、そのあたりが落としどころか」

　女王が誘拐されていたなどと発表できるはずもない。国家の威信にかかわる問題だ。仮にルナマリーが死んでいたとしても、しばらくは生きていることにしただろう。その後、しかるべきタイミングで亡くなったことにする。そんなものだ。

「やつはおまえのところに連絡を寄こさないのか？」

「ない」

「そうか」

「きさま、なにをしにきた？　世間話をしにきたのか？」

「先ほど理事会に呼ばれて発言してきた」

　昨夜から理事会が招集されていた。夜が明けたというのに、まだつづいているらしい。議題はレイン・レッドハートの処分についてだ。

「思う存分、レインの悪口が言えて満足したか」

「それほどでもない」

「ふん」

「出席要請はなかったのか？」

「レインを庇かばうことがわかっていて、わたしを呼ぶはずがない」

「メル・ホワイトも学院から姿を消したままだ」

　そう、レインとリリアだけではない。メルもまた消息を絶ったきりだった。彼女の場合は捜索願がだされている。

「いったい、なにが起きている？」

「レインは、わたしにさえ教えていない。あいつは……書記のくせに生意気だ」

　オスカーは少しのあいだイヴリンを見つめ、それからきびすをかえした。

「やつに会ったら、指名手配の件を伝えてやれ」

　オスカーはそれだけ言い、聖徒会室をあとにする。一人残されたイヴリンはしばらくのあいだ、扉を睨にらみつけていた。くぅ、と小さくおなかが鳴る。

「はらがへったではないか。食事はまだか、レイン」

　そのとき、コツコツと窓が音を立てた。ふりかえると、そこに──。

「なっ!?」

　レイン・レッドハートの姿があった。窓枠につかまっている。琥珀色アンバーの瞳ひとみ、ダークブラウンのくせ毛、身を隠すためなのか黒いコートを着ていた。

「悪いが、あけてくれないか？」

　イヴリンは勢いよく窓をあけはなつ。そのせいで一瞬、レインは落ちそうになった。

「おまえ、ぼくを殺す気か？」

「ブラッドベリの者は誰だれも殺せない。それよりも、きさま、いつからそこにいた？」

「おまえが封規委員長と話してたから隠れてたんだ」

　レインが、ひょい、と窓から中に入ってくる。

「よ、三日ぶり。元気だったか？　　……って、おい」

　イヴリンはおどけるレインに抱きついた。強く強くしがみつく。レインの体温を感じる。

「バカ者め」

「……イヴ。悪いな、心配かけさせて」

　ふわりと温かなものがイヴリンの頭に触れた。レインの手がイヴリンの髪を撫なでている。

「心配などしていない」

「そうか」

「もっと撫でろ」

　しばらくのあいだ、二人は無言だった。先に口を開いたのはイヴリンだ。

「きさま、わたしに無断でどこへいっていた？」

「野暮用があったんだ。それよりもイヴ」

　イヴリンは顔をあげ、レインを見つめる。

「おまえに頼みがある」





　　　　†






「ボクの名前はメル・ホワイト」

　はじめてレインと会った日のことだった。町の定食屋に入り、正面に座ったレインに向けてメルは名乗った。

「ぼくはレイン・レッドハートだ」

　知っているよ、とメルは心の中だけで応じる。

「ホワイトって、もしかして、市議のブランドン・ホワイトと関係あったりする？」

「ああ、それは父だ」

　メルの答えにレインは口笛を吹いた。

「ってことはメアリー・ホワイトの娘でもあるわけか。どうりでキレイなわけだ」

「ふふ、きみはお世辞がうまいんだね」

「お世辞を言うのは得意なんだ」

「そこは、本心だよ、と言うところじゃないのかい？」

　メルはふざけてレインを睨にらんでみせた。レインは笑った。

「さっきはありがとう。警察だ、って叫んでくれたのはきみだろう？」

「目に余るものがあったからね。でも、どうやらボクの勇み足だったようだ。きみはほとんど怪け我がらしい怪我もしていないじゃないか。なにか格闘技でも？」

「まさか、偶然だよ。さっきのオヤジがケンカ慣れしてなかったんだろう。幸運ラツキーだ」

　注文をとりにきた店員に魚料理を注文する。最初に飲み物が運ばれてきた。

「でも、きみは店主からサイフをスッていた。器用なんだね」

「彼はぼくを殴るあいだ、脳内麻薬アドレナリンを放出させすぎて、感覚が鈍くなっていたんじゃないかな。それでサイフがなくなったことに気づかなかった」

「そんなものかな」

「そんなものだよ。でも、まあ、あとで戻しておくことにしよう」

「戻しておく？」

　レインはグラスに口をつけた。

「サイフ。ここの代金はちゃんと自腹を切るよ」

「殴られた分、もらっておいてもよさそうだけど」

「お嬢さまは大胆なことを言うね」

「それって褒め言葉？」

「もちろん」

　奥で盛りあがっている男性客たちが「女王陛下万歳ゴツド・セイヴ・ザ・クイーン」と乾杯の声をあげてグラスをぶつけあっている。

「でも、まあ、ぼくには不要なものだしね。彼に恨みがあるわけでもないし」

「きみっていいひとなんだな」

「それって褒め言葉？」

「もちろん」

　レインはふっと笑った。













「いや、ぼくはただの道化師だよ」




　ああ、どうしてあのときのことを思いだしているのだろう？

　メルは一人、学院の門ゲートに背中を預け、顔をあげる。早朝の空は青く、空気は澄んでいた。ギルバートが指定した三日後、それが今日だ。この三日間、レインは姿を消していた。調べようと思えば可能だったかもしれないけれど、メルはなにもしなかった。レインは約束の日に、必ず現れると知っていたからだ。

　でも──。

　密ひそかに彼がこなければいいと、メルは思っている。レインが《王》を継いでくれることを心待ちにしながら、でも、彼がそうしないことを望んでもいる。

　どちらが本当の気持ちなのか。

　どちらも本当の気持ちなのか。

「……レイン」

　メルは呟つぶやく。

「呼んだか？」

　メルは声のしたほうに目を向ける。





　　　　†






　メルが青玉サフアイアの瞳ひとみでこちらを見た。朝日を受けて、きらきらと輝いている。

「レイン……きたんだね」

「当然だ。リリアを助ける」

「もう答えは決めてきたかい？」

「ああ。ギルバートはどこにいる？　まさか宮殿じゃないだろ？」

　レインの問いかけにメルは空を指さした。レインは青い空を見あげた。

「翼の民アルコンテスの故郷だよ」

「墜落したんじゃなかったのか？」

「最後の一つがある」

「どうやってそこまで？」

「これでいく」

　レインはメルに視線を戻す。彼女はふところから小さなビンをとりだした。

「魔法薬だ。発動すると転移魔法が使える」

「便利なものだな」

「魔法だもの」

「飲むのか？」

「まさか、飲んだらおなかを壊すよ」

　メルが笑った。そこへ、コツコツという足音が聞こえてくる。

「おまえら、こんなところでなにしてる？」

　レインが目を向けると、アイリーン・ダリアがそこに立っていた。腕を組み、鋭い目つきでこちらを見ている。

「ああ、先生」

「ああ、先生、じゃねえよ。なにしてると訊きいている」

「立ち話です」

「ふざけてるのか？」

「そう見えます？」

　アイリーンはいっそう視線を鋭くさせた。くちびるを曲げ、ポケットから巻まき煙草たばこをとりだす。くわえて火をつけた。ぷかりと煙が吐きだされる。

「おい、レイン・レッドハート」

「なんです？」

「おまえは一カ月間の停学処分と、その間の社会奉仕活動が決まった」

「驚きました」

「なら、もっと驚いてみせろ」

「てっきり退学処分かと」

「誰だれのおかげだと思ってる？」

「先生が便宜を図ってくれたんですか？」

「バカ抜かせ。ブラッドベリ家が大金を積んだ」

「……イヴのやつ」

　さっきはおくびにもださなかったくせに。

「おら、説教してやるから、ついてこい。おまえもだ、メル・ホワイト。今までどこにいってやがった？」

　メルは苦笑し、レインに目を向けてきた。レインは肩をすくめる。

「先生の説教はとても楽しみなんですが、いかないといけない場所があるんです」

「リリアのところか？」

　アイリーンがはじめて彼女を名前で呼んだ。

「……あいつは無事なのか？」

「ええ。ちゃんと連れ戻します」

「そうか」

　ほんの一瞬、アイリーンが表情を緩める。

　メルがビンの蓋ふたを抜いて、地面にほうった。甘い香りが漂い、魔法式がレインとメルのからだをつつみこむ。蒼あおい光が生まれ、からだが宙に浮いた。

「あと、そうだ」

　レインは言った。アイリーンが片方の眉まゆをつりあげる。

「リリアを助けるついでに世界も救ってきます」




　気づくと、そこは学院にある門ゲートの前ではなくなっていた。見知らぬ部屋に立っている。調度品のたぐいはなにもない。がらんとした部屋だ。つくりが古く、壁が石でできている。足もとには魔法陣が描かれていた。線に沿ってかすかに蒼く光っている。

「気分は？」

　隣にメルが立っていた。

「すこぶるいい。ここはもう空の上なのか？」

「そう。ついてきて」

　メルにつづいて部屋をでる。立派な建物なのに誰だれもいない。とても静かだ。ひとりぼっちの王さまの城。孤独な神さまの牢ろう獄ごく。憐れな独裁者の砦とりで。

　階段をおり、扉をでる。雲一つない青空が広がっていた。それもそのはずだ。そこは地上からはるかにはなれた天空に浮かんでいる島なのだから。雲が下のほうに見える。

「ようこそ、レイン・レッドハート」

　ギルバートが椅い子すに腰かけていた。もう以前のように顔を隠す必要がないのだろう、メガネもしておらず、髪もあげてうしろに流している。上等そうな黒の上下、磨かれた靴を履いている。長い脚を組んで、こちらを見ていた。

「かけたまえ」

　ギルバートの誘いを受けて、レインは対面する位置に腰かけた。メルはギルバートのうしろに控える。テーブルにはティーセットが並んでいた。

「お茶は？」

「いただくよ」

　メルがレインのカップに湯を注ぎ、一度、地面に捨てた。温まったカップの中に新しい紅茶を注ぎ入れる。

「砂糖は？」

「いらない」

　レインはそっとカップに口をつけた。

「毒が入っているかもしれないとは思わないのか？」

「入っているのか？」

「いいや」

「ならいい」

「どうだ、ここからの景色は素晴らしいだろう？」

「とてもね。けど、ぼくはあんたと景色を楽しみながら、お茶を飲みたいわけじゃない」

「実はそうじゃないかと思っていた」

「リリアに会わせろ」

「ホワイト」

　ギルバートがメルを呼ぶ。メルは簪カンザシを用意した。それを使い、自分を中心にして地面に円を描く。完成した円の中に異国の文字を書きくわえ、円の外にでる。そして魔法を詠唱した。円が反応し、魔法式が浮かびあがる。淡い光とともに、円に沿って硝子ガラスの壁のようなものが生みだされる。その中にリリアの姿があった。

　リリアが壁に触れる。以前、イヴリンを閉じこめた魔法壁と似たようなものか。こちらは円柱型の魔法壁だ。リリアが大きく口を開いている。けれど、その声はこちらまで届かない。うぬぼれかもしれないが、自分の名前を呼んでくれているように見えた。

「よかった。元気になったんだな」

　リリアは美しい衣装ドレスに身をつつんでいた。ギルバートが用意したものだろうか。

「リリアを解放しろ」

「おまえの答えを聞いたらな」

「答える必要があるのか？　あんたは最初からぼくの回答を知っていたはずだ」

　ギルバートはあいまいに笑い、カップに口をつける。

「今だから告白するが、わたしも最初は拒否したんだ」

「それなら、どうして、あんたはグライムスを継いだ？」

　ギルバートは答えなかった。

「ぼくはいつか、自分の国を手に入れる。でも、支配者になりたいわけじゃない。ひとは誰だれしも間違える。ぼくも、あんたもだ。誰も神さまになんてなれない」

「ひとは愚かだ。誰かが正しいほうへ導いてやらなければならない」

「驕おごった者から失敗する」

「だから、千年ものときを賭かけた。そして見つけたんだ。おまえなら《王》に相応ふさわしい」

「悪いが、あんたの千年を挫くじかせてもらう」

「悪いと思っているなら、もっと申しわけなさそうに言ってくれ」

「あんたはぼくがとめる。必ずだ」

　言って、レインはメルを見やった。メルは静かな瞳ひとみでレインを見つめかえす。

「リリアと自分自身を守るんだ」

　レインはテーブルを蹴け倒たおした。まだ椅い子すに腰かけているギルバートめがけてこぶしをふりおろす。瞬間、全身が青白い炎につつまれた。高温の炎に皮膚が焼かれる。けれど、レインのからだをつつむ炎は一瞬にして消滅した。わずかに衣服を焼いただけで、レインは火傷やけどの一つもしていない。

　ギルバートが薄い笑みを浮かべる。

「ほう、接続ツナギ屋とやらはいい仕事をする。そんなにも強力な極小汎用魔法式機関ナノマシンを開発していたのか」

　以前、血液中を回遊させていたものは戦時中の開発品で、副作用が認められたために認可が取り消された代物だ。怪け我がを負うと自動で魔法が発動して傷口を塞ふさごうとする。

　しかし今回、レインの体内に埋めこんだものはその比ではない。

　因果律を歪ゆがめる魔法式が搭載されている。原因と結果の関係は絶ち切られ、攻撃が治癒そのものへと変換されていた。今のレインはどのような魔法を受けようとも決して死なない。無限に回復していく。ただし、それは限定的な無限であり、二四時間もすれば、レインのからだは極小汎用魔法式機関ナノマシンの与える不死に耐えられなくなる。

　これには接続ツナギ屋も反対した。自殺行為以外のなにものでもなかったからだ。

『あたしはあんたを気に入ってるの。むざむざ死ぬのを手伝うと思う？　だったら、警察に突きだすほうがいくらもマシね』

　そんなふうに彼は言った。

『二四時間以内に摘出してください』

『それでもだいぶ寿命を削ることになるわ』

『もとより覚悟はできています』

　レインの言葉に接続ツナギ屋は顔を歪めた。

『そういうの気に入らないのよね』

『なにがです？』

『死ぬのが怖くない、みたいな言い方。気に入らない』

『怖いですよ。怖くて怖くてたまらない。ぼくは死ににいくんじゃなくて、生き残りにいくんです。そのために力を貸してほしいんです』

　ギルバートはまだ座ったままで、レインを見つめている。

「素晴らしいな。やはり、おまえほど《王》に相応ふさわしい男はいない」

　ギルバートはレインに向けて右手を伸ばし、爆撃魔法を発動させる。すぐさまレインのからだに衝撃が走る。本来ならば、上半身と下半身が切りはなされていただろう。けれど痛みはない。傷もない。

「魔法戦の意味はない。なら、ぼくにも勝機はある」

　レインはギルバートに肉薄する。右のこぶしを打ちこむ。ギルバートは冷静に一撃目を受けとめたが、その瞬間に手の骨が砕けた。レインは躊ちゆう躇ちよなく二打目のこぶしを入れる。ギルバートは受けとめることをせず、うしろへ跳躍した。椅い子すが倒れる。

「逃がさない」

　レインは地面を踏みこむ。ギルバートは口の中で魔法を詠唱した。空中に三本の片手剣グラデイウスが生みだされる。飛びこんだレインは剣をよけることができなかった。右の肩を、左の脇わき腹ばらを、左の太ももを、貫通する。

　それでも痛みはなく、血が流れることもない。レインは剣に構わず、ギルバートの顔を殴りつける。はずだった。しかし、レインのこぶしは空ぶりに終わった。気づけば後頭部を押さえられている。ギルバートは刹せつ那なのうちにレインの背後をとっていたのだ。地面に思い切り顔面を打ちつけられる。大きなひびが大地に走った。

　にもかかわらず、やはり痛みはない。ギルバートの手を払いのけながら起きあがる。

「こんなものか？」

　レインの言葉にギルバートは微笑を浮かべた。レインは太ももに刺さっていた片手剣グラデイウスを捨て、肩と脇腹に刺さっていたものをかまえる。一滴の血さえ流れない。無言のまま、それぞれをふるう。ギルバートがまた剣を召喚した。レインの打ちこみをすべて払い落す。火花と魔法式が散った。

「なあ、レッドハート。考えをあらためないか？」

「その気はない。ぼくもおまえが蔑さげすむ愚かな人間の一人だ。神にはなれない」

「蔑んでいるわけじゃない。わたしは人類が愛いとおしくてならないよ」

　レインの剣がギルバートの頬ほおをかすめた。ひと筋血が流れる。

「おまえなら、きっと、うまく神を演じられる。誰だれよりも善良な悪人になればいい。それで世界は救われるだろう。われわれの理想とおまえのそれと、そんなに違うとは思わないがな」

「違うさ。あんたのように全員を一列に並ばせたいわけじゃない」

　剣と剣がぶつかりあう。ギリギリと互角の力で押しあい、刀身が熱で赤く染まりはじめる。ギルバートは目を細めた。

「いい腕だ」

「父に習った」

　食事のマナー、あいさつ、綱渡り、バク転、ジャグリング、ケンカ、女の子の口説き方。多くのことをスノーから学んだ。この心の在り方も。

　レインは剣を押しこむ。ギルバートが生みだしている以上、片手剣グラデイウスの強度は互角のはずだ。けれど、ギルバートが扱っている剣が折れる。レインの一いつ閃せんはそのままギルバートの右腕を切断した。肉と骨を断つ嫌な感覚が伝わってくる。競り負けたギルバートは地面に倒れた。レインはすかさず、刃をギルバートの首に押し当てる。

「王手チエツク」

「……素晴らしい」

「あんたに褒められても嬉うれしくない」

　言って──レインは剣をひいた。ギルバートはレインを見あげている。

「……どうした？　なぜ殺さない？」

「勝負はついた。あんたを殺す気はない。早く止血しろよ。一連の事件の首謀者として警察に突きだしてやる」

　ギルバートの瞳ひとみにかすかに失望の色がにじんだ。

「やはりそうなのか」

「……？　なにがだ？」

「おまえはわたしを殺せない」

「当たり前だ」

「想定の範囲内ではあるがな。でも、それではダメなんだ」

「なにを言ってる？」

「おまえはわたしを殺さなければならない」

　言って、ギルバートは残っている左手の人差し指を伸ばした。レインはその先を目で追う。そこにはメルが立っていた。彼女は悲しげな目でこちらを見ている。

「すまないな、ホワイト」

　ギルバートが言った。

「いいえ、すべてはこの日のために」

　メルが答えた。

「待て、なにを──」

　レインの制止は間にあわない。

　ＢＡＮＧ！
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　メルは自分の値段を知っている。両親が受けとっているのをはっきりと見たからだ。

　メルの生まれた村ではそう珍しい光景ではなかった。兄が三人と姉が一人、それからまだ小さい弟がいた。弟は食べるものがなく、幼いうちに死んでしまった。

　メルは大きな荷馬車に乗せられ、村をあとにした。上から二番目の兄と、姉との二人が家の窓からメルが売られていくのを見ていた。その日に見た夕ゆう陽ひがとてもきれいだったことをよく覚えている。

　連れていかれたのは広くもない石づくりの部屋だった。そこには自分と同じように売られてきた子供がたくさんいた。誰だれもかれも粗末な服を着ていた。

　子供たちはそこで一定の期間をすごす。やがて貰もらわれる先が決まった者から外へ連れだされ、そして二度と帰ってこない。

　子供たちは大声で泣いたりはしない。ときおり、押し殺した嗚お咽えつが聞こえてくることもあったけれど、みんな、それぞれに運命を受け入れていた。

　泣いている者がいても慰めたりはしない。誰だれも会話をしない。

　いつか、自分もどこかへ貰もらわれていくだろう。そのときは両親が受けとったよりも、少しは高い値で売れるだろうか。売れ残らないといいな、とメルは思った。これから待ち受けている未来は明るいものじゃない。きっと長くは生きさせてもらえない。辛つらい目に遭うに決まっている。それでも誰にも選ばれずにいたくない。いらない子のままでいたくない。

　そんなときに彼が現れた。部屋の扉が開かれたとき、メルはまた誰かがこの部屋から連れだされるのだろうと思った。もしかしたら、それは自分かもしれないと。

　でも、そのひとは、いつもやってくる下卑た笑みを浮かべた組織の下っ端とは似ても似つかず、きれいな身なりをした紳士だった。黒の上下に、シルクハットをかぶり、杖ステツキを手にしていた。琥珀色アンバーの澄んだ瞳ひとみが印象的で、メルは貰われるならこのひとがいいと、頭の片隅で思った。

「普通は怯おびえるものだがな」

　彼は呟つぶやいた。反応を示さない子供たちを見て言ったらしかった。

「まあいい。もう、おまえたちは自由だ。好きなところへいけ」

　その言葉の意味を理解するのに時間がかかった。誰もそこから動こうとしなかった。

　男のひとはかぶっていたシルクハットをとって、その場でしゃがんだ。座りこんでいた男の子の頭にそれをかぶせる。

「二束三文だろうが、売ればパンくらいは買えるだろう。おまえにやる」

　男の子の無感動な瞳にほんのかすかに光が宿った。少なくともメルにはそう見えた。

「ここを仕切っていた組織は事実上壊滅した。この施設は放棄されたんだ。ここに残っていても飢え死にするだけだぞ」

　シルクハットを受けとった男の子は紳士を見あげ、それから、おそるおそる立ちあがった。そのままゆっくりと部屋からでていく。

　ほんの一瞬だけ、脱走した子供をウサギ狩りのように狩る遊びなのではないか、という考えがメルの頭によぎった。でも、銃声も悲鳴も聞こえなかった。

　男の子につづいて、ほかの子供たちも部屋からでていく。石づくりのその部屋には、琥珀色アンバーの瞳をした男のひとと、メルだけが残った。

「おまえはどうしていかない？」

　少しのあいだ、メルは返事ができなかった。考えてもみれば何日も声を発したことがなかったのだ。

「……いくところが、ない、から」

　のどがかすれてうまく話せなかった。

「好きなところへいけばいい」

「ここからでたら、生きていけない。あの子たちも、きっと、そう」

　外にでた子供たちは自由を得た。でも自由でおなかは膨れない。何人かは盗みを働き、捕まって、ひどい目に遭わされる。ここにいれば少なくても食事はもらえたのに……。

「なるほど」

「どうして、わたしたちを、助けて、しまったの？」

　男のひとは地面に膝ひざを突き、メルに視線をあわせた。

「悪いが、おまえたちを助けにきたわけじゃない。個人的な理由だ」

　いつの間にか、男のひとのそばに黒い衣装ドレスを着た少女が立っていた。驚くほど整った顔をしていた。でも肌が白すぎて、少し不気味だ。そう感じるのはおかしな化粧のせいもあったのか。少女は手に黒い傘パラソルをさげていた。

「残党を片づけたのは、わたし」

「ご苦労」

　男のひとは一度少女をふりかえり、それからメルに向きなおった。

「どうやら、わたしがさがしていたのはおまえのようだ」

　その男のひとはギルバートと名乗った。彼は幼いメルには理解できるはずもない壮大な計画を話してくれた。もちろん、すべてを明確に理解できたわけではなかったけれど、自分が彼に選ばれたのだということだけは、はっきりとわかった。あるいは、自分はこのためだけに生まれてきたのかもしれない。そう思った。

　ギルバートの手配でメルはホワイト家の養子となった。子供に恵まれなかったホワイト夫妻は、温かい寝床とメルという名前をくれた。まるで彼らの本当の子供のようにメルは育てられた。

　やがて、メルは成長し、ギルバートに指示されたとおりにグライムス学院へ入学を決める。そして、レインに出会った。いや、出会ったというのは正確ではない。出会いは仕組まれていたのだから。

　メルに与えられていた役割はただ一つ。

　レイン・レッドハートにとって大切な人間になること。

　彼が《王》に相応ふさわしいと判断されたときには、そのための贄にえとなること。




「すまないな、ホワイト」

　ギルバートの声がする。左手でこちらを指さしていた。

「いいえ、すべてはこの日のために」

　メルは一度微笑ほほえみ、目を閉じる。怖くはない。ただ、悲しいのは──。

「待て、なにを──」

　レインの叫び声。

　圧縮された空気が、さながら一発の弾丸のように、メルの胸を貫いた。
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「メル！」

　レインは剣を捨て、メルのもとに走った。膝ひざをついたメルのからだを支える。ゆっくりと地面に横たえさせる。

「ああ、レイン」

「心配するな、助けてやる」

　メルの胸の傷を手で押さえた。けれど、指の隙すき間まからおびただしい量の血液が流れていく。頭が真っ白になった。

「乙女の、胸に、気安く、触れて、は、いけないよ」

　かすれた声でメルは言った。少し笑う。咳せきこみ、血を吐いた。

「あとでいくらでも聞いてやる。今はしゃべるな！」

「ボクは、この日の、ために、生かされて、きたんだ。きみが、《王》に、なる、ために」

「黙ってろ！」

　傷口を強く塞ふさぐ。なのに血をとめることができない。レインの指のあいだからメルの命がとめどなく損なわれていく。メルがレインの頬ほおに手を伸ばした。大量に失血しているせいで、くちびるが青い。それなのに、メルはまた笑みを浮かべた。

「……泣かないで、レイン」

「泣いてねえよ！」

「本当はね」

　メルはまた咳きこんだ。

「もしかしたら、このまま、きみと、いつまでも、一緒に、いられるんじゃ、ないか、なんて、思ったりも、ね、したんだ」

「いられるよ！　いられるに決まってるだろ！」

「ありがと、レイン。きみのことが大好きだよ」

「しゃべるな！」

　レインは必死に傷口を押さえる。

「でも……これで……おわかれだ」

「そんな冗談、笑えねえし」

　血がとまらない。とまらない。とまらない。

「バイ……バイ……レイ、ン……」

「なにを──」

　そして、メルの手が力なく地面に投げだされた。

「メル？」

　返事はない。

「おい、メル……。なあ、おい！　メル！　メルッ！」

　メルの血にまみれながら、レインは叫んだ。でも、彼女はもう、なにも言ってはくれなかった。ぴくりとも動かない。レインは強くメルを抱きしめる。

「頼むよ……なにか言ってくれよ……」

　しゃべるなって言ったくせに、とか、そんな冗談を言ってほしかった。でも、レインの懇願はメルに届かない。

「ご苦労だった、メル・ホワイト」

　ギルバートの声がした。レインはそちらを睨にらみつける。彼は穏やかな視線でそれを受けとめた。

「……許さない」

「許してくれなんて頼んでいない」

　レインはメルをその場に寝かせて立ちあがった。投げ捨てた片手剣グラデイウスを一本拾いあげる。

「おまえを許さない」

「それでいい」

　レインは強く踏みこんだ。地面がえぐれる。ギルバートはただレインを見つめているだけだった。刀身が太陽を反射して輝いた。そしてギルバートの心臓を刺し貫く──寸前。

「させないわ！」

　レインの前にリリアが立ちふさがる。レインの剣はあっけなく弾はじき飛ばされた。リリアの手にも剣があった。それは先ほどレインがほうり捨てたもういっぽうの剣だ。

「リリア!?　どうして魔法壁の外に──」

　言いかけたが、理解した。メルの魔法壁は、彼女が倒れるのと同時に解除されたのだ。

「そこをどいてくれ」

「どかない！」

　リリアは凛りんとした口調で言った。

「おかしいと思わないの？」

「おかしい？」

「あいつはレインに自分を殺させようとしているのよ！」

　レインに自分を殺させようとしている？

「さっき、ギルバートが自分で言ったでしょ。『おまえはわたしを殺さなければならない』」

　どくん、と心臓が一際高く鼓動する。

「おそらく、レインに《王》を継がせるために、そうする必要があるのよ」

　そうする必要……。

「彼を殺した者が次の《王》になる」

　ああ、どうして気づかなかったのか。グライムスの記憶をひき継がせたあと、前のグライムスはどうなるのかをレインは気にかけていなかった。一時的に二人の《王》が存在することなどあるはずがない。すべての記憶を次の《王》にわたすというのなら、前の《王》は消えなくてはならない。

　ギルバートは死ぬつもりなのだ。レインは逆上し、メルを傷つけた彼を殺す。

　つまり、そういうことだ。レインがどんな選択をしようと、ギルバートはレインを次のグライムスにするつもりだったのだ。彼自身が言っていたではないか。《王》を継ぐことを最初は拒否したのだと。

「バラードのお嬢さんは実に賢明だ」

　ギルバートの白々しい称賛が聞こえてきた。

「彼女の言うとおり、《聖者の歯車ロードギア》による王位継承システムは命を奪うことで記憶のひき継ぎをおこなう」

「……自分を殺させるために、メルを利用したのか？」

「そうだ。つけくわえるなら、ほかの複製体クローンのもとにも、それぞれに同じ役割を持った少女たちをあてがった」

　レインはこぶしを握りしめる。どうにもならない殺意がわいてくる。

「あんたはひとの命をなんだと思ってるんだ？」

「なにものにもかえがたい、大切なものだと。だからこそ、おまえを動かせると思った」

「ふざけろよ」

「事実、おまえを動かせた。バラードのお嬢さんがいなければ成功していただろう。誤算だな」

　リリアが剣をかまえる。

「こっちは二人がかりよ。観念なさい」

「いいや、まだだ」

　言って、ギルバートが左手を伸ばした。

「レッドハートには《王》を継いでもらう。どんな手を使ってでも」

「リリア!!」

　レインはとっさにリリアを突き飛ばした。

「膵臓pancreas」

　ギルバートが口にしたとたん、レインの体内が爆はぜる。極小汎用魔法式機関ナノマシンの働きで因果律が歪ゆがんでいるために、痛みも怪け我がもなかったが、そうだとわかった。

　ギルバートと目があう。狙ねらいはリリアではない。レイン自身だ。

「胸骨sternum──眼球eyeball──大腿骨femur──右肺right lung──左肺left lung──腎臓kidney──頸椎cervical vertebrae──心臓heart──胃stomach──肝臓liver──大脳cerebrum──脛骨tibia」

　ギルバートが次々と口にするからだの部位。そのすべてが爆発する。内側が膨張するようなおかしな感覚。けれど、今のレインには致命傷たりえない。

　そうであるにもかかわらずギルバートは──嗤わらった。

「なるほど、構造は把握した」

　とん、とギルバートが地面を踏みこむ。気づくと目の前に立っていた。動きを見切ることができなかった。ギルバートの左手がレインの額をつかむ。

「く、はなせ！」

　レインはギルバートの手首をつかんだ。握力だけで骨を砕く。

　けれど、ギルバートはレインから手をはなさなかった。

「レイン！」

　レインに突き飛ばされたリリアがギルバートに片手剣グラデイウスをふるう。けれど、その剣が一瞬で蒸発したのが視界の端に映った。

「狂った因果を正してやる」

　光がうまれる。リリアがギルバートに組みついたが、すでに遅かった。目の前が真っ白に染まった。瞬間、全身に痛みが戻ってきた。血液中を走っていた極小汎用魔法式機関ナノマシンが死んだのだとわかった。反動なのか、からだ中に傷が走る。皮膚が破れ、血が噴き出した。筋が何本も切れていく。頭の中が沸騰している。

「ぐああああああああああああああああああああああっ！」

　レインの口から絶叫がこぼれた。
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　生みだされた衝撃波がギルバートのからだに叩たたきつけられる。直接見るのはこれがはじめてだが、嘘泣き姫レデイ・ジヨーカーの報告どおりの光景だった。レインの傷口から黒いもやがあふれてくる。それは膨れあがり、弾はじけ、分裂し、やがてひとの姿を形成していった。

「レイン！」

　リリアが飛びだしていくのがギルバートには見えていた。一瞬の判断で、ギルバートはリリアの周囲に魔法壁を展開した。リリアを透明な箱の中に閉じこめる。

「おとなしくしていろ、バラードのお嬢さん」

「ダメ、レイン！　あいつの思いどおりになったらダメ！」

　リリアの声は、しかし、レインには届いていない。暗黒のもやは術者の似姿をとる。浮きあがったレインの影だ。指でピストルをつくり、そばに立つレインのこめかみにつきつけた。




「──前ゼン提テイ条ジヨウ件ケン《死刑囚の良心Killing In The Name》、追ツイ加カ条ジヨウ項コウ《虚栄Vainness》《怠惰Laziness》《暴食Overeating》」




　影が不気味な声で魔法の詠唱をはじめる。

「心地よい」

　ギルバートは呟つぶやいた。




「──解カイ放ホウ言ゲン語ゴ《名もなき怪物Pulse Of The Maggots》、免メン罪ザイ特トツ権ケン《孤独羊Creeps》」




　レインの似姿はにやりと笑い、親指の撃鉄をおろした。




「──構コウ築チク・発ハツ動ドウ《偽善不全悪夢症MEGA-paranoia》」




　魔法が発動したのと、ギルバートのからだが揺さぶられたのとは同時だった。見おろせば腹部に大きな穴があいている。そこから大量の命がこぼれていくのがわかった。

　ギルバートはその場でくずおれる。

　赤く濁った雨がふりはじめた。無数の骸むくろが召喚される。それらは地面に墜落したのちに、消えていった。グロテスクな幻たち。術者の心の闇やみを具現化したものたち。

「目も、眩くらむような、地獄だな……まことに美しい」

「オ褒メニ預カリ光栄ダヨFuck you very much、ギルバート」

　主体がレインから影に移っている。影がギルバートに手をかざすと、糸で操られている人形のようにレインも手をあげた。その瞳ひとみは虚うつろで、なにも映してはいない。

　ギルバートは《聖者の歯車ロードギア》を宿した瞳でレインを見あげた。歯車がギチギチと噛かみあいながらまわる。

　傷喚魔法発動時の王位継承は避けたかったが仕方がない。

　間もなく新しい《王》が誕生する。誰だれよりも繊細で残酷な《王》の誕生だ。一人殺すたびに傷つき、ゆえにすべての犠牲者を悼む、純潔の支配者となることだろう。すべての罪をひき受け、世界の平和のための生いけ贄にえとなる。

「望ミドオリ肉片ニシテヤル」

　ギルバートを屠ほふらんと影が迫る。





　　　　†






　それはまさしく天空競技場の再現だった。

「レイン！」

　リリアは声を嗄からして叫ぶ。けれど、レインには届かない。ギルバートがつくった魔法壁がリリアの行く手を遮っているからだ。リリアは壁を殴りつけた。びくともしない。ギルバートは死を目前にして、ただ微笑を浮かべている。すべては彼の脚本シナリオどおりなのだ。リリアはその脚本シナリオの外に置かれた。降板させられた。あるいは配役は最初から与えられていなかったのか。魔銃剣ガンブレードを失い、魔法適性もないリリアはただのお荷物でしかない。そのことに気づいて愕がく然ぜんとする。

「レイン、ダメ、やめて！　レイン、お願いだから！　レイン！」

　必死にレインの名前を呼んだ。でも、今のレインに意識はない。その顔に生気はなく、影の動きに追従するだけ。

　リリアは何度も壁を叩たたきつける。そのたびに魔法式が反応し、半透明の壁が発光する。リリアの両手は赤く腫はれあがった。やがて血が滲にじみはじめる。そうなって、ふと、親指にはめられている赤い宝石のついた指輪が目に入った。ギルバートに与えられた、翼の民アルコンテスの力を封じる魔導具《咒じゆ翼よくの環わ》だ。

　翼の民アルコンテス──平和を愛し、世界から魔法を消せば争いがなくなると信じ、そして失敗したひとびと。翼の民アルコンテスは魔法の詠唱を必要としない。ギルバートはそう言っていた……。

　リリアは指輪をつつみこむ。

「お父さま、お母さま。守りたいひとがいるのです。リリアに力をお貸しください」

　指輪をはずして、ほうり投げた。目をつむり意識を研ぎ澄ます。

　最後に見た父の顔が浮かび、母の優しい笑顔が浮かぶ。助けてくれた伯父夫婦、アイリーン。本当に一人でやってこられたわけじゃない。いろんなひとに助けられて生きてきた。学院にきてからの日々。入学が決まっても寮の申請は却下され、森の中で見つけた洞どう窟くつの中で寝泊まりしていた。レインがやってきて、聖徒会寮に連れていってくれた。イヴリンが準役員の席を用意して、聖徒会寮での生活を許した。天空競技場での一件。スピカとの出会い。イヴリンの双子の妹の奪還と結婚式。短いあいだにずいぶんいろいろなことが起こった。おかしいな。聖徒会長になって《聖者の歯車ロードギア》を手に入れるためだけに学院にきたのに。なんだか予定とぜんぜん違う。どうしてだろう？　そんなのわかりきってる。レインがいたからだ。不ふ真面目まじめで、へらへらしていて、本心が見えなくて、デリカシーがなくて、嘘うそつきで、でも本当は誰だれよりも熱い心を持っていて、誰よりも強い。

　彼を失いたくない。彼に失わせたくない。だから──。

　どくん。心臓が高鳴り、からだが熱くなる。魔法壁の中で風が生まれた。リリアの豊かな赤毛と衣装ドレスが風を含んでふわりと浮きあがる。

「わたしは誇り高きバラード家の娘」

　リリアを中心に大量の魔法式と光が生みだされていた。

「わたしの夢はまだ叶かなってない。契約違反なんか許さない」

　リリアはまぶたを開いた。魔法壁にひびが走る。

「レイン・レッドハート！」

　リリアは叫ぶ。




「わたしの名前はリリア・マリアス・バラード──あなたに決闘を申しこむわ！」




　リリアの背中から翼が生まれた。けれど痛みはない。からだが軽い。まるで空でも飛んでいるかのよう。いや、リリアのからだは本当に宙に浮いていた。翼が空をひとかきする。リリアを閉じこめていた魔法壁は砕けて消えた。風に乗って、羽根が舞いあがる。その白い羽根のひとつひとつが魔法式を発動させ漂う闇やみをとかしていく。

「アア、リリア、久シブリダネ」

　ギルバートにとどめをさそうとしていた影がリリアに気づいた。瀕ひん死しの傷を負ったギルバートもこちらを見て顔を歪ゆがめる。

「バラードのお嬢、さん……」

　ギルバートに、そしてメル・ホワイトに、羽根がふりそそいだ。

「コノアイダノ礼ガ、マダダッタネ」

　影はリリアに向きなおる。にたりと笑った。リリアも影を見据える。

「キレイダヨ、リリア。殺シテカラ、タップリ、可愛カワイガッテアゲル」

「これ以上、レインを苦しませることは許さない」

「苦シメル？　ソレハ違ウ。俺ガコイツヲ救ッテヤッタンダ。俺ガイナケレバ、今ゴロ、コイツハ廃人ダ」

　父親を殺されたレインが育てた心の闇、それがこの影だ。

　でも──。

「あなたの役目はもう終わったのよ。レインにあなたは必要ない。消えなさい」

「オマエハ、俺ガコイツノ影ダト思ッテルンダロ？　ナア、リリア。モシカシタラ、コイツガ俺ノ影カモシレナイトハ思ワナイカ？　ヒトハ、誰ダレモ、悪ハ善ノ影ダト思イコンデイル。善コソガ悪ノ影カモシレナイノニ」

「残念だけど、善とか悪とか、どうでもいいわ。わたしはあなたよりレインを選ぶ。それだけよ」

　影がケタケタと嗤わらう。













「ナルホド。ソレナラ、ワカリヤスイ」

「だからあなたからレインをとりかえす」

「生意気ナ、キミヲ、屈服サセテ、アゲタイナ」

　影の腕が伸びてくる。でも、リリアの胸を穿うがつ寸前で光につつまれ、離散した。飛び散った影の断片は、すぐに本体のところに戻って手の形に戻る。

「レインをかえして」

「奪ッテミロヨ」

　影は形を放棄して肥大化した。リリアは身動きせず影を見つめつづけた。闇やみはリリアの全身を覆い尽くす。

「窒息死サセテヤルヨ。緩慢ニ死ネ」

　けれど。

「あなたにレインはもったいない」

　リリアの背中の翼が大きく開かれ、眩まばゆい光が生みだされた。影は吹き飛ばされる。暗黒の空に亀き裂れつが走り、赤くにごった雨はやんだ。骸むくろの召喚も途絶える。

「ガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア」

　この世のものとは思えない悲鳴がひびきわたった。影はぶつぶつと沸騰していた。

「……アルコンテス」

　再びレインの形に戻り、影が歯ぎしりをする。

「俺ガ、コイツヲ助ケテヤッタンダ！　俺ガイナケリャ、コイツナンテ野垂レ死ンデタンダ！　俺ノオカゲデ、コイツハ生キテコラレタンダ！」

「レインを助けてくれてありがとう。でも、あなたの役目は終わったのよ」

「フザケロ」

　影がリリアに跳びかかった。手が変形し、ひと振りの巨大な剣となる。

「死ネエエエエエエ！」

　リリアは光を束ねた剣でそれを受けとめる。ぶつかりあった瞬間に大地に大きな亀裂が走った。

「俺ガ……俺ガ、レイン・レッドハートダ！　ソウダ、俺ガ、レインダ！　ソコデアホ面シテ立ッテルヤツハ、俺ノ偽者ダ。俺ガ、レインダッタ！　ナノニ、俺カラ名前ヲ奪ッタ。スノーガ死ンデ、俺ガ生マレタンジャナイ！　アイツガ生マレタンダ！　俺ハ悲シクテ、苦シクテ、全員殺シテヤリタクテ、俺ニハ、ソノ権利ガアルノニ！　ナノニ、アイツガ、ソレヲ許サナカッタ。俺ハ……」

　その言葉は本当なのだろうか。リリアの知っているレインこそが、生みだされた心の闇のほうで、抑えこまれていた影のほうが、本来のレインなのだろうか。

　暗黒の剣が押しこまれる。

「俺ガレインダ！　俺ガ王ニナル！　世界ヲ救ッテヤッテモイイ！」

「わたしはわたしの知っているレインを助ける。あなたの手は借りない！」

「ウアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　大量の魔法式が消費されて、爆風がうみだされた。大地の亀き裂れつは大きくなる。

「殺シテヤル殺シテヤル殺シテヤル殺シテヤル殺シテヤル殺シテヤル！」

「……くっ」

　力が拮きつ抗こうしている。二人を中心に竜巻が発生した。

「イヤ、殺シテヤラナイ」

　耳もとで声がする。足もとの亀裂から影が噴出していた。リリアのからだにからみつき、ギリギリとしめあげる。影がリリアの傷口に触れた。とたんに激痛が走る。

「あああああああああああああああああああああっ」

「可愛カワイイ、可愛イ、俺ノリリア、キミモ俺ノ人形ニシテアゲル」

　影がリリアの傷口から侵しん蝕しよくしてくる。

「あああああああああああああああああああああっ」

　翼が生みだす光が闇に押されていた。白い紙にこぼした墨インクのようにじわじわと闇やみの領域が増えていく。この暗黒を、本当はリリアも知っている。バラードの家にかけられた汚名。浴びせられる嘲ちよう笑しようと罵ば声せい。声を殺して泣いた夜。ぜんぶ覚えている。

　だけど。

　──きみの願いはぼくが叶かなえる。

　リリアは痛みを呑のみこみ、悲鳴を押し殺す。

「レイン！」

　リリアはレインに呼びかける。

「あなたのことなんてわたしが助けてあげる！」

　全身がバラバラになってしまいそうな痛みをねじ伏せて、リリアは闇の中に踏みこむ。

「世界なんて、わたしが救ってあげる！」

　リリアはうつろな目をしているレインを睨にらんだ。

「あなたをひとりぼっちの王さまになんかさせてあげない！」

　リリアは光の剣に全力を注ぎこむ。

「だから、一緒に帰るわよ、レイン！」

「馬バ鹿カダネ、リリア。アイツニ、キミノ声ナンテ……」

「目を覚ましなさいよ、レイン────っ！！！」





　　　　†






　そこは心地のよい暗黒だった。力が抜ける。もうなにも考えなくていい。がんばらなくていい。辛つらいことはなにも起こらない。悲しいことはなにも起こらない。痛くない。苦しくない。楽に呼吸ができる。もういいや。このままここにいよう。世界は救われなくてもいい。人類なんて滅びればいい。誰だれもいなくなれば、それで平和だ。

　──おいおい、それ、本気で言ってんのかよ？

　不意に声がした。

　──だせえな。

　なにもない暗くら闇やみのはずなのに、そこに彼の姿が浮きあがる。

　泣き笑いの化粧を施した道化師クラウンがそこにいた。

「……なにしてんだよ、あんた？」

　──高みの見物に決まってるだろうがよ。

「高みのって、それ、シャレんなんないよ。あんた死んでるんだぜ？」

　──え、嘘うそ、まじで？　いつの間に？

「……おもしろくない」

　道化師クラウンはふっと笑う。

　──まあ、あれだ。おれは幽霊でもなんでもない。おまえが見てる幻だよ。でもって、ただ、助言をしにきた。伝えたら消えるさ。

「助言？」

　──スノー・レッドハートさまの含蓄のあるお言葉だ。肝に銘じろ。

「早く言えよ」

　──耳をすませ。目を見開け。息を吸って、手を伸ばせ。世界を救う？　惚ほれた女の一人も助けられずに、生意気言ってんじゃねえぞ、小僧。

「惚れた女？　ぼくにはそんなの──」

　──いるんだよ。おまえがいるべきはこんな暗いところじゃない。あのお嬢さんのいる世界だ。

『レイン！』

　どこかから声が聞こえる。どくん、と心臓がはねた。

『あなたのことなんてわたしが助けてあげる！』

　あれは……あの声は……。

　とたんに道化師クラウンの姿が揺らぎはじめる。

「待ってくれ、スノー」

　──あの子を泣かすなよ。あと一〇歳若ければおれが落としてた。

「だからあんたは死んでんだよ」

　──え、嘘、まじで？　いつの間に？

「笑えねえって」

　──くりかえしはギャグの基本だ。これもメモっとけ。

　道化師クラウンはふっと笑う。でも、それはどこか泣いているようでもあり。

　──でかくなったな、レイン。

「あんたよりでかくなったんだ」

　──おまえはおれの誇りだ。おまえならやり遂げられるさ。

「そう思うか？」

　──ああ。

「本当に？」

　──うるせえな。ほれ、ちょっとだけ手伝ってやる。準備はいいか？

「いつでもいいに決まってるだろ」

　──うし、いくぞ。スリーカウントだ。３・２・




「目を覚ましなさいよ、レイン────っ！！！」

　リリアの声がはっきりと聞こえ、レインは全身の痛みを知覚する。

「カウント早すぎるぞ、スノー」

　呟つぶやき、レインは腕を伸ばす。自らの暗黒を強く握りしめる。

「汚い手で、リリアに触るな」

　自身の似姿がリリアにからみつき、拘束していた。彼女の背中には神こう々ごうしい翼が広がっている。もちろん、その姿に見み惚とれている余裕はない。

「レイン！」

「オマエ、意識ガ──」

　レインは折れた剣を拾いあげている。それを自分の足に突き刺した。

「ガアアアアアアアアアアア」

　影が声を荒らげた。リリアの傷口から影が退却する。光を呑のみこもうとしていた闇やみの領域がわずかに減少する。いや、影はレインに襲いかかる。暗黒がレインをとり巻いた。

「邪魔スルナ！」

「レイン！」

「かまうな、リリア。こいつに目にもの見せてやれ」

「寝てただけのくせに偉そうに指図しないでよ！」

　リリアは憎まれ口を叩たたいて、地面を蹴けった。彼女が握っていた光の刃が巨大化する。それを影の胸を狙ねらって突きこんだ。光が影を貫通する。影は呆ぼう然ぜんとした顔で自身を貫く光の束を見つめた。

「……フザケロヨ……コンナノ……俺ハ認メナイ……」

　影が崩壊をはじめる。

「……嫌ダ……消エタクナイ……」

　光に呑のみこまれながら影が悲しげな顔をあげる。その顔はやはりレインと同じもので。

「……コンナ、ハズジャ……アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！」

　影は吹き飛び、散り散りになった。力を使いすぎたのか、リリアの背中の翼が、ゆっくりと閉じていく。そして大地におりたった。

　それを確認してから、レインはその場に倒れる。影ささえを失ったから、一人で立っていられなかった。リリアがレインのもとに駆けつけてくる。

「レイン！」

　からだを抱き起こされて、レインは薄目を開いた。

「レイン、よかった、無事なのね」

「……正気を失いそうなくらいの激痛を無視すれば無事と言えないこともない」

「冗談が言えるならだいじょうぶそうね」

　リリアが安あん堵どの息をついた。でも、安心してばかりもいられなかった。突然、大地が揺れはじめたのだ。

「なに？」

　バリバリバリとなにかが裂ける音がする。大地が傾かしいでいくのがわかった。ゆっくりと、でも、確実に。天上都市の崩落がはじまっていた。逃げなければならない。けれども、ここは空の上なのだ。逃げ場などない。

「……どうすれば」

　と、リリアが呟つぶやいた、そのときだった。

「レイくん！　リリアさん！」

　スピカの声がした。見あげれば、そこには飛行船が浮いていた。ガラクタのような部品をかきあつめたいびつな形をしている。つりさげられたゴンドラからスピカが身を乗りだし、こちらに大きく手をふっているのが見えた。操縦席にはアヴリルの姿があった。

「迎えにきたのです！」

「どうやって、ここが？」

　リリアの疑問にレインは答える。

「発信機を仕込んできた。汎はん用よう魔法式による全地球測位システムＧＰＳを利用すれば、空だろうと位置はつかめる。ここへくる前、イヴに頼んだんだ。あの飛行船はイヴが生成魔法でつくりあげたものだろう」

「これなら助かるわ。急ぐわよ」

　リリアがレインに肩を貸して立たせてくれた。

「すまない、少し待ってくれ」

　大震動はつづいている。レインは足をひきずりながらギルバートのそばまで歩いていった。胸に穴があいている。

「とんだ……茶番、だ」

「黙ってろ」

　そのからだをひきずる。それからメルの遺体を抱えあげた。このままにはしておけなかった。足場が崩れていっているために飛行船は着陸できないらしい。スピカがロープを投げ、リリアがそれを受けとる。ロープを斜めに傾かしいだ木に結びつけた。ロープを辿たどってリリアが先にゴンドラに乗りこむ。

「うわーん、リリアさん」

　と、スピカがリリアに抱きつくのが見えた。

「ありがと、スピカ、アヴリル。でも、まだ終わりじゃないわ。手伝って」

　下からレインがメルのからだを押しあげる。それをリリアとスピカがひっぱりあげる。つづいてギルバートだ。

「……なぜ……わたしを……助け、る？」

「ただの嫌がらせだよ。それにこのままあんたが死んだら、王位継承システムが発動するだろ？　あんたには死ぬまで生き延びてもらう」

　大地が大きく震動した。もう、限界だ。

「さあ、レイン！」

　リリアがレインに向けて手を伸ばす。

　その手を──レインはとらなかった。ただ、静かにリリアを見あげる。

「なにしてるのよ、早く！」

　リリアが怒鳴る。次いで、その紅玉ルビーの瞳ひとみが見開かれた。

　レインの耳もとでやつが囁ささやく。

　──オマエダケ、助カルナンテ、許サナイ。

　レインのからだに黒い影がからみついた。

　──俺タチハ、ドチラガ消エテモ成リ立タナイ。ソウダロ？

　影がレインの傷口から体内に戻ってくる。奇妙な異物感。不快だけれど、どうしてだか懐かしい。神経がじくじくと痛む。右手の皮膚の色が黒く染まりだす。骨が軋きしみ、筋肉が膨らむ。

　──オマエダケヲ、幸セニナンカサセナイ。俺タチ、二人デ、不幸ヲ分ケアオウ。

「レイン！」

　レインはリリアを見あげる。

「悪い、ぼくはいけない」

「なに、言ってるの？」

「戻れば、こいつが暴れだす」

　傷喚魔法はまた暴走するだろう。そうなれば大勢のひとを傷つけることになる。

「……レイン？」

「ぼくを置いていってくれ」

「なに言ってるのよ！　冗談言ってる場合じゃないのよ！」

「そうなのです、レイくん、早くしないとあぶないのです！」

　崩落はとまらない。レインの足もとも崩れていく。

「レイン、約束でしょ！　ぜったいに夢を諦あきらめたりしないって誓ったでしょ！　まだ、レインのつくろうとした国はできてないでしょ！　どうなのよ！」

「リリアの言うとおりだ。きみは正しい。まるで教科書のように」

「それなら──」

　レインは微笑ほほえんだ。

「でも、きみは一つ忘れている」

「なにを……」

「ぼくは嘘うそつきなんだ」

　リリアが顔をくしゃくしゃにする。目からたくさんの涙がこぼれていく。

「月映えの町エクスターに一緒にいくって言ったじゃない」

「悪い」

「わ、わたしに惚ほれてるって言ったくせに！」

「悪い」

「……わたしを一人にするの？」

「悪い」

「レインがこないなら、わたしもいかない」

　リリアは飛行船から飛びおりようとした。ゴンドラのふちに足をかける。

「ダメです、リリアさん」

　それをスピカがひきとめた。レインは飛行船から延びているロープをつかむ。

「レイン、ダメ！　やめて！」

「鼻水、拭ふいたほうがいいぜ？」

「バカレイン！　ねえ、お願いだから！　一緒に──」

「そうだ、リリア。最後に一つ」

　レインは一拍置いてから告げる。

「きみに会えてよかった。ありがとう」

　ロープを切り落とす。アヴリルの操縦で飛行船は崩壊する天上都市からはなれていく。リリアがそれでも叫んでいる。けれど、その声はやがて聞こえなくなっていった。地面が崩れていく音のほうが大きい。レインは揺れる大地を踏みしめゆっくりと歩いた。

　リリアの両親の墓を見つめ、それから寝転がる。

「ああ、いい天気だな」

　空の上なのだから当然か。

　轟ごう音おんの中、レインはそっと目を閉じた。





エピローグ




　リリアは病室の前で立ちどまり、一つ深呼吸をする。

「だいじょぶなのですか？」

　大きな花束を抱えたスピカがリリアを見あげて訊たずねてくる。

「うん、平気よ」

　スピカの豊かな黒髪を撫なでてから、リリアは病室の扉をノックした。

「はい」

　すぐに中から返事がある。リリアはそっと扉を開いた。白い清潔な部屋。ベッドが一つあって、そこに少女の姿があった。本を読んでいたらしい。『名探偵ハウス』の最新刊だ。イヴリンとアヴリルからの差し入れかもしれない。

「ああ、リリアさん、スピカさん」

　美しい青玉サフアイアの瞳ひとみを細めて、メル・ホワイトが笑う。

「よかった、退屈してたんです」




　メル・ホワイトは死んでいない。飛行船のゴンドラの中で、ギルバートはそう言った。仮死状態ではあるけれど、命を奪ったりはしていない、と。

　地上に戻ったリリアたちは、急いでメルを病院へ運んだ。ギルバートの言ったように、メルの心臓はかすかながら鼓動をつづけていた。とはいえ、大量に出血しており、臓器の一部は死にかけていた。二四時間にわたる大手術の末に、彼女は一命をとりとめた。彼女は助かった。すべての記憶とひきかえに。目を覚ましたメルはなにもかも忘れていた。自分のことも、学院のことも、ギルバートのことも、レインのことも……。




　あれから一カ月が経たった。長い一カ月のようでもあったし、短いようでもあった。

　メル・ホワイトは記憶とともに、魔法適性をも失った。そのせいなのか、魔法処置を受けつけず、怪け我がの治りに影響がでていた。今はゆっくりと快方に向かっているところで、もう少し入院が必要であるらしい。

　イヴリン・ブラッドベリは聖徒会長をつづけている。そうする理由は、もうないにもかかわらず。イヴリンは聖徒会長を辞める選択もできた。でも、そうしなかった。それはたぶん、レインが帰ってくるのを待っているからだ。いつ、レインが帰ってきてもいいように。イヴリンだけじゃない。この一カ月間、驚くほどなにもかわらなかった。




　事件のあと、リリアは一度だけルナマリーと会っている。ルナマリー自身がグライムス学院にやってきたのだ。脱走の前科があるからか、護衛という名の監視員をたくさんひきつれていた。そんな彼女はとても窮屈そうだった。まあ仕方ないですわよね、と笑い、それからリリアに丁寧に謝罪した。すべては自分のおこないに責任があるのだと彼女は言った。それからリリアに王室の警備隊長の座を用意したとも。

　けれど、リリアはそれを断った。

「残念ですわ」

　悲しそうに笑う彼女の頭に装飾冠テイアラはなく、紛い物イミテーシヨンの花の髪飾りがあった。

　リリアとルナマリーはレインの話はしなかった。意図的に避けるほど露骨でもなく、でもやはり話さないほうがいいとお互いがわかっていた。

「また、遊びにきてくださいませ。いつでも歓迎しますわ」

「ありがとうございます」




　ギルバートは警察の監視下にある病院に入れられた。しかし彼はなにも語らなかった。くちびるを結び、静かに空を眺めている日々をすごした。宮殿の地下に異次元空間の入口があるらしいと判明したが、ギルバートがなんらかの処置を施していたらしく、調査は滞っている。そして事件からきっかり一〇日後、彼は厳重な警備をあざ笑うかのように、忽こつ然ぜんと姿を消し、その後、消息はわかっていない。




　リリアのもとには指輪が残った。翼の民アルコンテスが力を封じるためにつくった魔導具だ。




「お花、ありがとうございます」

　メルがスピカに笑いかける。

「えへへ」

　スピカはくすぐったそうに笑った。

「そだ、スピカが花瓶もらってきます。あと、ほかの花瓶のお水も交換してきますね」

　そう言って、窓際に飾られていた花瓶を覗のぞきこんだスピカが「あれ」と声をあげる。

「どうしたの、スピカ？」

「花瓶のお水、きれいなのです。もう誰だれかかえたのです？」

「ああ、うん。今朝、お見舞いにきてくれたひとが」

　と、メルは言う。

「ふらりとやってきて、少しお話をしてくれました。記憶を失う前、わたしたちは仲がよかったんだそうです。わたしは、ぜんぜん覚えてなかったんですけど。わたし、本当にみんなのこと覚えていなくて、ルームメイトだったっていうマーガレットのことも、いまだにマギーって呼べなくて。両親のことも、なんだか本当の親という気がしなくて……」

　寂しそうに笑う。でも、とリリアは思う。記憶を失ったのは彼女にとって幸いなのではないかと。あるいは、これはギルバートの計らいなのか。考えすぎかもしれないけれど。

「戦挙管理委員のひとかしら？」

「いえ、聖徒会執行部って言ってました」

「え？」

　リリアの心臓が一つはねる。スピカも目を丸くしている。聖徒会執行部には三人しかいない。会長と会計と書記……。

「それ、どんなひとだった？」

　リリアは思わずメルにつめ寄っていた。メルは驚いた顔をしてリリアを見つめかえす。

「髪は？　目の色は？　どんな格好してた？」

「えっと、あの……髪は少しくせがあって、色は暗めのブラウンでした。目は琥珀色アンバーで、ちょっとくたびれたシャツを着てましたけど……」

「ごめん、メル！　ちょっと用事が！」

　言って、リリアは病室から飛びだした。左右を見渡す。メルは「今朝」と言ったのだから、もう彼がいるわけない。なのに、さがさずにはいられなかった。

「どうして一番にわたしに会いにこないのよ！」

　リリアは駆けだす。

「あ、ちょっと、病院内では走らないで！」

　看護師ナースに怒られてしまった。

「ごめんなさい」

　ぺこりと一度頭をさげ、また駆けだす。病院の正面玄関を飛びだした。

「レイン！」

　リリアは叫んだ。その声に見舞客や外来患者、医師らが注目する。たくさんのひとがいるのに、その中に彼の姿はない。

「レイン！」

　声を張りあげる。何度も、何度も。病院の敷地をでて、リリアは町の中を走った。いつか見た婦人服専門店の前をとおりすぎ、円形広場を抜ける。リリアはレインの名前を呼びつづけた。学院に戻る。途中でオスカーを見かけた。イヴリンにも会った。寮を確認する。アヴリルがいた。でも、レインはいなかった。

　一日中、走りまわった。でも、レインはどこにもいなかった。走りすぎて足ががくがくだった。道のまん中でへたりこむ。何人かが訝いぶかしげにこちらを見た。石畳に汗が落ちる。

　ねえ、レイン。無事なんでしょ？　無事に決まってる。どうして会いにきてくれなかったの？　あなたに伝えたいことがたくさんあるのに。

「……レイン」

　リリアは呟つぶやいた。

　そのとき不意に、

「なにしてるんだ？」

　声がして、リリアは顔をあげる。

「ぁ」

　リリアの口から小さな声がもれた。さぞや間抜けに見えたことだろう。胸が締めつけられる。彼はにやりと笑った。

「手を貸してあげようか？」

　リリアはこぼれそうになる涙をぐっとこらえた。

「……ええ、ぜひとも」

　差しだされた手をぎゅっと握る。
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あとがき




　こんにちは、二に階かい堂どう紘ひろ嗣しです。Kis-My-Ft2の二に階かい堂どう高たか嗣しさんとは特になんの関係もありません。

『偽悪の王＃３』はいかがでしたでしょうか。予告では二〇一四年一月発売だったのですが、二〇一三年中に完成させることができました。よかった、よかった。

　さて、二巻で募集した呪じゆ文もんなのですが……すみません、あとがきのページの関係で紹介できません！　ぎゃああ。本当にごめんなさい。まさかの企画倒れとは……。

　ですが、感想を含め、いろいろ参考にさせてもらっているので今後もアンケートなり、お手紙なり送ってもらえるとありがたいです。なにより作者が喜びます。

　ああ、もうページの余裕がないぞ。

　かっこよく、そしてかわいいイラストを描かいてくださったvane先生、どうもありがとうございました。ラフが送られてくるたびに興奮し眠れませんでした。素晴らしすぎる！

　担当さまをはじめ関係者の皆様にも感謝、感謝です！

　それからここまで応援してくれた読者さまには、どでかい愛を！

　ではでは。


二階堂紘嗣



















　著者

　二階堂紘嗣（にかいどう・ひろし）

　　第４回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞「佳作」受賞、『ナインの契約書』でデビュー。他著作に『D-Braker』『あまとう！』『俺が主人公じゃなかった頃の話をする』。

　　先日、洗面台が水漏れでやられてしまいました。まるごと交換してもらったのですが、なんと台の下からＧのご遺体が……ああ。




　イラスト

　vane（[image: ]ぁね）

　　読みはばね、またはヴぁね、もしかしたらべーん。

　　秋が好き。左利きファンタジー系イラストレーター。

　　『Fate/EXTRA ドラマＣＤ』ブックレットイラストなどに参加。
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